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　──私はここにいるわ、カミト。たしかに、あなたの心の中に。




　頭の中で響く、彼女の声。

　優しく、包み込むような温かさに満ちた声。

　だが、彼女はもう、この世には存在しない。契けい約やくの証あかしである精霊刻こく印いんは完全に消滅し、遺のこされたのはただ、右手に刻まれた月の紋様だけだ。

　カミトを守るために、彼女が遺してくれた闇やみの力。

　その力は、〈魔王の佩はい刀とう〉として選ばれたテルミヌス・エストに継けい承しようされた。

（……レスティアは、俺おれの中に彼女の意志を遺してくれた。けど──）

　部屋のベッドで仰あお向むけになったまま、カミトは眼前に手を翳かざした。

　左手に嵌はめていた手袋はもう捨てた。

　……刻印そのものが消えたいま、あれは必要ないものだ。

「お前は、もう……」

　呟つぶやいた、その時だ。シーツの中で、何かがもぞもぞと動く気配がした。

「……っ!?」

　あわててシーツを剥はぎ取ると、

「……ふぁ。寒いです、カミト」

　可か憐れんな白銀の髪の剣精霊が、ベッドの中から姿をあらわした。

　カミトにとってはお馴な染じみのシチュエーション。だが、その格かつ好こうは──

「エ、エスト、その姿は一体……」

　そう、エストはいつもの全裸ニーソではなかった。

　頭の両側に、ねじくれた二本の角が生えていた。

　雪のような肌を覆おおうブラック・レザーの拘こう束そく衣い。背中に生えた漆しつ黒こくの翼。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみは、冷たくカミトを見下ろしている。

　それは、普段の清せい楚そな彼女とは正反対の、退たい廃はい的で蠱こ惑わく的な姿であった。

（って、ま、まさか──！）

　カミトはハッと気付く。〈魔王の佩はい刀とう〉として選ばれたエストは、レスティアの属性である闇やみの力を継けい承しようした。その影響が、彼女の外見に現れてしまったのだろうか？

「──カミト」

　闇の衣装を纏まとったエストが、人差し指をそっと唇くちびるにあててくる。

　ゾクッとするほど妖よう艶えんなその仕草に、カミトの胸は思わず高鳴ってしまう。

「エスト、お、おまえ……」

「いいえ、私はもう聖剣〈テルミヌス・エスト〉ではありません」

「……え？」

　首を振って否定するエストに、絶句するカミト。

　そんなカミトを、エストは冷たく無表情に見下ろして、

「私は、闇に堕おちた精霊──〈ダーク・エスト〉」

「ダーク……エスト……？」

「はい、いまの私は常とこ闇やみの使者、この世界を闇で覆う存在──」

　呟つぶやいて、紫紺の瞳をそっと伏せるエスト。

　その声は、闇に堕ちてしまったことへの悲ひ哀あいに満ちて──

「……なあ、エスト」

　カミトはこめかみを押さえて嘆たん息そくし、エストの頭に手を伸ばした。

「あ、なにをするのですか、カミト」

　両側に生えた角をひょいっと外すと、あわてて取り返そうとしてくる。

　……とても軽い。素材は厚紙のようだ。

「……まったく、こんなものどこで手に入れたんだ？」

　エストの腕をひょいひょい躱かわしながら、呟くカミト。

　……まあ、大体の見当はつく。同室の王女様の儀式道具かなにかだろう。

「カミト、それを返して下さい」

　エストは珍しく動どう揺ようした様子で声を発した。

「それがなくては、私はダーク・エストになれません」

「……ならなくていいからな。だいたいなんだ？　ダーク・エストって」

「はい、カミトがぜんぜん遊んでくれないので、悪い子になってしまいました」

　エストのその言葉に、カミトはハッとさせられた。

　たしかに、ここ数日、カミトは消えてしまったレスティアのことばかりを考えて、エストにかまってやる時間をとってやれなかったのだ。

　……どうやら、それで拗すねてしまったらしい。

「……わ、悪かった、エスト」

　カミトは謝ると、エストの白銀の髪にぽんと手をのせる。

「ふぁ……」

「けど、もう元の姿に戻ってくれ。俺おれはいつものエストのほうが好きだぞ」

　抱き寄せてすりすり頭を撫なでると、伝説の剣精霊は気持ちよさそうに目を細めた。

「はい、カミト」

　エストはこくっと頷うなずくと、

「──私はあなたの剣、あなたの望むままに」

　……ぬぎぬぎ。

　カミトの腕の中で闇やみの衣を脱ぎはじめる。

「ま、まて！　べつにいま脱がなくても──」

　あわてて止めようとするカミトだが──

「カミトさん、大変ですわ！」

　突然、部屋のドアが開く。

「……なっ!?」

　入ってきた少女の翡翠色エメラルドの瞳ひとみが、驚きに見開かれた。

　燦さん然ぜんと輝くプラチナブロンドの髪。眩まばゆいまでの美貌。

　オルデシア帝国伯はく爵しやく家の娘むすめ、リンスレット・ローレンフロストだ。

「……～っ、カ、カミトさん、な、ななな、なにをしていますのっ！」

「ま、まて、違うんだこれは！　エストがダークで闇が世界を覆おおって、その──」

　必死に言い訳を考えるカミトだが──

　ベッドの上で、半裸の美少女精霊を抱きしめている、この状況。

　……どんな言い訳のしようもなかった。

「も、もうっ、えっちですわ！　カミトさんは本当にえっちですわ！」

「リンスレット！　廊ろう下かに聞こえるから──」

「カミト、この服は翼が邪じや魔までうまく脱げません」

「だから、脱がなくていいっ！」

「カミトは、脱ぎかけのほうが好みなのですか？」

「……っ!?」

「……っ、カミトさん！」

　ビョオオオオオオオ……！

　リンスレットの全身から冷気が吹き荒れ、部屋の空気が一気に冷え込む。

　窓に霜しもが降り、足もとの絨じゆう毯たんがピキピキと凍りついていく──

「──まったく。なにをしているの、あなたたちは」

「……え？」

　呆あきれたような声がして、ドアの外から一匹の巨大な白はく狼ろうが姿を現した。

　リンスレットの契けい約やく精霊〈フェンリル〉だ。

「フェンリル……おまえ、人間の言葉を話せたのか!?」

　目の前のピンチも忘れて驚くカミト。

　だが、フェンリルはあっさりと首を横に振る。

「いいえ、私はこの魔ま氷ひよう精霊の身体からだを借りているだけよ」

　その声に、カミトは聞き覚えがあった。

　透き通った、それでいて、どこか強い意志を感じさせる少女の声。

「……ひょっとして、〈水の精霊王〉？」

「よく聞きなさい、魔王の後継者。今からあなたに大事な話をするわ」

「……大事な話？」

　フェンリルは肯こう定ていするように頷うなずくと、爛らん々らんと光る瞳ひとみでカミトを見つめた。
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　──〈精霊大祭〉当日を狙った、所属不明の軍用精霊による、学院襲しゆう撃げき事件。

　学院のみならず、麓ふもとの都市全体を巻き込んだあの事件から、すでに数日が経たっていた。

　襲撃を受けた学がく舎しやは半はん壊かい、グレイワースをはじめとする講師たちは対応に追われ、騎士団長のエリスをはじめとする〈風王騎士団シルフイード〉も、活動を休止中だ。学院も当分のあいだ休校となり、貴族のお嬢じよう様さまたちの多くは、実家の領地へ帰き省せいしている。

　それは、カミトの住んでいるレイヴン教室寮りようも例外ではない。

　同室のクレアは、釈しやく放ほうされた彼女の両親と面会するため、帝都に戻っている。チーム・スカーレットが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝したため、特別な恩おん赦しやが与えられたのだ。

　同じく同居人であるフィアナのほうは、彼女よりもひと足先に帰省していた。すでに王位継けい承しよう権を放ほう棄きし、王室から離れている彼女だが、精霊契約の力を取り戻したいま、王室の重要人物として呼び戻されることも多くなっているようだ。

　……もっとも、フィアナ本人は、心底面倒くさがっているようではあるが。

　そんなわけで、いま寮に残っているのは、とくに帰る場所のないカミトと、まだ帰省できていないリンスレットくらいのものだった。

　彼女の帰省が遅れているのは、先日、ローレンフロスト地方に季節外れの大雪が降り、山道の通行が遮しや断だんされてしまったせいだ。

（……その大雪も、〈精霊王〉の狂乱に関係があるのかもな）

　と、そんなことを考えながら、カミトはテーブルの上の紅茶に手を伸ばした。

「……ん、うまいな」

「それはもう、ローレンフロスト産の最高級茶葉ですもの」

　カミトの右隣に座るリンスレットが、自慢げに微笑ほほえむ。

「いや、リンスレットの淹いれてくれる紅茶だからだと思うぞ」

「……っ、ほ、褒ほめてもなにもでませんわよ」

　顔を赤らめ、ツンとそっぽを向くリンスレット。

　テーブルの上には、おいしそうな焼き菓子もあった。彼女が今朝焼いたというスコーンだ。サクサクの生地に甘いシロップがかかっていて、とても美お味いしい。

　ダークエストの衣装を脱ぎ、制服姿に着替えたエストは、ぱくぱくと無言でスコーンを食べ続けている。いっぽう、向かいに座る白はく狼ろうは、爪の先でティーカップを引っかけ、器用に紅茶を飲んでいた。

「せっかくのお茶とお菓子だけれど、この身体からだでは、味わうことができないのが辛つらいところね。またいつか、あなたのパンケーキを食べたいわ」

「仰おつしやってくだされば、いつでも帝都の大祭さい殿でんに奉ほう納のうに参りますわ」

　恭うやうやしく頭を下げるリンスレット。

　ひと息ついたところで、カミトはカップをテーブルに置くと、

「で──」

　真正面から話題を切り出した。

「さっき言ってた、大事な話ってのは？」

「……ええ。今から、四日前のことよ──」

　と、白狼の姿をした精霊王の化け身しん──イセリアが、重々しく口を開く。

「神しん儀ぎ院いんの〈精霊姫〉が、人間界のある場所で〈門ゲート〉の発生を観測したの」

「門……？」

　と、カミトは眉をひそめ、

「〈元素精霊界の門アストラル・ゲート〉のことか」

〈精霊の森〉のような特異な場所で、元素精霊界アストラル・ゼロに通じる〈門〉が自然発生するのは、そう珍しいことではない。実際、学院の〈風王騎士団シルフイード〉も〈門〉をわたって迷い込んでくる精霊や魔ま獣じゆうにはほとほと悩まされているところだ。

「……その〈門〉が、どうかしたのか？」

「人間界に〈門〉が開くこと自体は異常なことではないわ。けれど、その森は普通〈門〉の開くような場所ではなかったの」

「……〈精霊の森〉以外の場所に門が現れた、ってことか」

「そんなことがありえますの？」

　訝いぶかしげに訊きくリンスレットに、イセリアはこくっと頷うなずいて、

「ええ。〈精霊王〉の狂乱が原因で、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と人間界の間に何か異常が起きているのかもしれない──気になって、配下の精霊に〈門ゲート〉の出現した場所をくまなく調べさせてみたの。結局、門そのものには異常はなかったのだけれど──」

　白はく狼ろうの大きな瞳ひとみが、カミトの目をじっと見つめた。

「私の放った精霊は、その場所の近くで、とても奇妙なものを見たというの」

「……？　奇妙なもの？」

「──ええ。闇やみ色の髪に、夜色のドレスを纏まとった少女を」

「……っ!?」

　カミトが目を見開く。

　脳裏に刻まれた彼女の姿が、一瞬でよみがえった。

『──さよなら、カミト』

『──聖剣さん、カミトを……守ってあげて、ね……』

（……そう、彼女は消滅した──はずだ。俺おれの中に心を遺のこして）

〈闇の精霊王〉に支配されそうになった、カミトを救うために──

　刻こく印いんの消えた左手に目を落とし、カミトは眼前の〈精霊王〉の化け身しんを睨にらんだ。

　声にかすかな苛いら立だちを滲にじませながら、

「……偶然だ。そんな姿の娘むすめがいることもあるだろうさ」

「そう、偶然かもしれない。ドレスを着た娘なんて、この大陸に何人もいるでしょうね」

　イセリアは素直に認めて頷いた。

「けれど、そんな娘が辺へん境きようの森に突然現れるというのは、どんな偶然かしら？　それに、門が観測されたのはちょうど四日前──」

「四日前といえば──」

　リンスレットがハッと口を開いた。

「カミトさんが記憶を取り戻した日ですわ！」

「……」

　四日前、〈玄げん室しつ〉に封ふう印いんされたエストを取り戻すために向かった地下の軍事施設で、カミトは〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ・リザルディアに襲われた。瀕ひん死しの重傷を負ったカミトは、レスティアの意志を呼び覚まし、記憶を復活させたのだ。

　それこそ、偶然の一致とも考えられるが──

「……レスティアが、生きてるっていうのか？」

　イセリアは首を横に振った。

「わからない。私はあなたに儚はかない希望を与えてしまっただけなのかもしれない。あなたの契けい約やく精霊レスティア・アッシュドールは完全に消滅した。それは私自身、この目で見た。けれど、もし……もし、彼女の存在が一部でも残っていて、それが〈門〉を通じて人間界に渡ったのだとしたら──」

「……っ！」

（けど、彼女は──）

　左手の精霊刻こく印いんは完全に消滅した……はずだ。

　いまはもう、かすかな繋つながりさえも感じ取ることができない。

　レスティアによく似た少女が、森の中を歩いていた。

　……それだけのことだ。何の確証もない。

　カミトは右手の刻印に目を落とした。

　……彼女はここにいる。ここにしかいない。

「私が話せるのはここまでよ。あとは、あなたに任せるわ、魔王の後継者」

　と、首を横に振るイセリア。カミトは俯うつむいたまま、

「俺おれは……」

　と、重い息を吐く。

　それが彼女である保証はない。

　さらに深い絶望を受けるだけなのかもしれない。

　しかし──

　不意に、くいっ──と、服の袖そでをひっぱられた。

「……？」

　振り向くと、エストが神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみで、カミトを見つめていた。

「あの闇やみ精霊は、私の宿命の敵です。消えるはずがありません」

「エスト……」

　エストの手が、そっとカミトの右手を握る。

　レスティアの紋もん章しようの刻まれた手を──

「……」

「……」

「そう、だな……」

　カミトはふっと息をつき、かぶりを振った。

（……どのみち、選択肢なんてないんだ、俺には）

　そう、たとえそれが、どれほどわずかな可能性だとしても。

　──迷いは、消えた。

　カミトはイセリアに向きなおって、訊きく。

「それで、どこなんだ？　その〈門ゲート〉が出現した場所ってのは？」

「オルデシア帝国と神聖ルギア王国の国境をまたぐ、辺へん境きようの森よ」

「帝国と聖国の国境？　それって──」

「──そう、ローレンフロスト領よ」





　　　　◇






「……ん、う……」

　少女が目を覚ましたとき──

　最初に飛び込んできたのは、天井を埋め尽くす木々の葉だった。

（……ここは、どこ？）

　起き上がろうとして、気付く。

　どうやら、草を編んで作られたベッドに寝かされていたようだ。

　ほとんど陽ひの射さし込こまない、薄暗い部屋。香こうを焚たきしめているのか、むせ返るような匂いが充満している。

　艶つややかな闇やみ色の髪が一筋、はらりとこぼれ落ちた。

　と──

「あ、お姉ちゃんが目を覚ましたよ」

「ラナ様に知らせないと！」

　不意にそんな声が聞こえた。

「……？」

　声のした方に顔を向ける。

　部屋の扉の前に、小さな子供たちが大勢集まっていた。

　白しら樺かばの木を思わせる、抜けるように白い肌。翡翠色の髪の間から突き出すように生えた、鋭く尖とがった耳。輝く真しん紅くの瞳ひとみが、揃そろって興味深そうに彼女を見つめている。

（……この子たちは？）

　……彼女は必死に記憶を呼び覚まそうとした。

　自分はなぜ、こんな場所にいるのか。

　意識を失う前は、たしか、森の中を彷徨さまよっていたはず──

（そう、私は追われていた……）

　徐じよ々じよに意識がはっきりしてくる。

　目覚めたのは、冷たく暗い、森の中。

　恐ろしい遠とお吠ぼえの聞こえる森の中を、必死に走っていた。

　何に追われていたのかはわからない。

　ただ、自分を捕まえようとする何かに追われていたのは確かだった。

（……けれど、すぐに足を挫くじいて倒れてしまった）

　……それも当然だ。半身を起こした少女はベッドの上で、自身の姿を見下ろした。

　裾すその長い夜色のドレスに、可愛かわいらしいリボンのついた靴。

　……とても森に踏み入るような格かつ好こうではない。

　真っ暗な森の中で、少女は動けなくなっていた。

　あのまま倒れていれば、いずれは獣の餌え食じきになっていたことだろう。あるいは、もっと恐ろしいものに命を奪われていたかもしれない。

　そう、たとえば森の精霊のような──

（でも私が出会ったのは、精霊ではなかった。そう、あれは──）

　……思い出した。人間だ。

　森歩きの恰かつ好こうをした、人間の老夫婦。背中にたくさんの薪まきを背せ負おっていた。

（あの二人は私を助けてくれた。パンと水を分けてくれて──）

「お姉ちゃん──」

　と、子供の一人が声を発した。透き通った少年の声に、彼女の思考は引き戻される。

「お姉ちゃんは、人間たちに捕まってたんだよ」

「うん、だから、僕たちが助けてあげたんだ」

　こくこくと頷うなずく周囲の子供たち。

「……助けてくれた？」

　ベッドの上で小首を傾かしげる少女。

「まさか、あの親切な人たちを──」

　少女は蒼そう白はくになって声をあげた。

「──殺さないわ。ただちょっと脅かして、記憶を奪っただけよ」

　テントの中に入ってきたのは──

　白い巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ、同じ年とし頃ごろの少女だった。

「ラナ様……」

　子供たちが道をあける。ラナと呼ばれたその少女は、ベッドのそばまで歩いてくると、横たわる彼女の額ひたいに手をのせた。

「どうやら、あなたも、私たちの魔術に巻き込んでしまったようね」

「……どういうこと？」

「私たち〈森の民〉の姿を見た人間は、記憶を消すことにしているの」

「森の民？」

　少女は首を傾げた。

「あなたたちは、あの人たちとおなじ人間ではないの？」

　その質問に、ラナも子供たちも、怪け訝げんそうに顔を見合わせた。

「あたりまえでしょう？」

　不思議な光こう彩さいを放つ真しん紅くの眼めが、少女の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「──だって、ここはエルフィム種族の森なんだから」





　　　　◇






「──貴様、たしかに見たのだな？　闇やみ色の衣を纏まとった少女を」

「は、はい、間違いございません……！」

　オルデシア帝国ローレンフロスト地方最北端。神聖ルギア王国との国境沿いに広がる森は、鬱うつ蒼そうとした木々が生おい茂しげり、昼間でも日が射さし込こまない。

　その森のはずれにある小さな村落を、奇妙な集団が占せん拠きよしていた。

　灰色の外がい套とうに身を包んだ少女たちだ。

　人数は五人。全員が帯たい剣けんし、おびえる村人たちに目を光らせている。

「……どう思う？」

　老人に剣を突き付けたまま、指揮官の少女は背後の部下たちに訊きいた。

「おそらく、例の闇やみ精霊で間違いないかと」

「ふむ。やはり〈聖法機関デ・ゼツサント〉の予見は正しかったか──」

　少女は呟つぶやくと、ふたたび老人に向きなおった。

「それで、貴様は森の中で保護したその少女を見失った、と」

「そ、その通りでございます。あれは、家内と歩いているときでした。急に濃い霧がたちこめて、気が付けばその娘むすめは忽こつ然ぜんと消えていたのです」

　老人は震えながら何度も首を振った。

（……嘘うそを吐ついている様子はない、か）

　静かに剣を収めながら──

　聖国の騎士──ルミナリス・セイント・レイシェードは胸中でため息をついた。

（森の精霊どもの仕し業わざということも考えられるが、もし、我々以外の勢力があの闇精霊を確保したのだとしたら、少々面倒なことになるな）

〈聖法機関〉が、オルデシア帝国国境の森に不自然な〈門ゲート〉の発生を確認したのは、数日前のことだ。〈聖霊騎士団〉直属の上官である枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥスは、即座にその〈門〉から現れた存在──闇精霊の捕ほ獲かくを命じた。

　辺へん境きようとはいえ、聖国の騎士団がオルデシア領内の森に入るのは、明らかな違法行為だ。発覚すれば国家レベルの問題になるだろう。

（そうまでして、なぜあの闇精霊にこだわる？）

　……つきまとう疑問。だが、騎士である彼女が疑問を差し挟めるはずもない。

　聖国の騎士は、〈聖法機関〉の意志を実行する駒こまでしかないのだから。

（私は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では小娘に敗北を喫きつし、闇精霊の殲せん滅めつにも失敗した）

　この任務を完了するまでは、故国の土を踏むことは許されないだろう。

　失しつ墜ついした〈聖霊騎士団〉の名誉を回復するためにも、絶対にあの闇精霊を見つけ出さなくてはならない──

「諸君、これより我々は──」

「ルミナリス様──」

　と、彼女の言葉をさえぎって、部下のエイラ・シダールが声を発した。

「なんだ？」

「森への侵入は困難かと」

「なに？」

　ルミナリスは眉を顰ひそめて──

「……雪か」

　次の瞬間、苦々しく呟つぶやいた。

　はらはらと白い粉雪が、森の中に舞い落ちる。

　寒冷で知られるローレンフロスト地方でも、普通、この季節に雪は降らない。

　季節外れの雪だった。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の直後から、ローレンフロストでは異常気象が続いているそうです」

「帝国は〈精霊王〉の恩おん寵ちようを賜たまわったはずだがな」

「これが恩寵とは、とても思えませんが──」

〈精霊の森〉ほどではないが、森は危険な場所だ。まして降りしきる大雪の中の行こう軍ぐんとなれば、生きて帰ることはできないだろう。

「一度、本国に引き返して、増援を呼んでは？」

　部下の言葉に、ルミナリスはしかし、首を振った。

「このまま帰れるものか。地に堕おちた〈聖霊騎士団〉の名誉を回復するためにも、なんとしてでも闇やみ精霊を捕ほ縛ばくする」
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　今朝の食事の後、すぐにカミトは、ローレンフロストへ向かうための荷造りを始めた。

「……それにしても、ローレンフロストか。なんだってまたそんな場所に」

「カミトさん、そんな場所とはなんですの。それは帝国の中では辺へん境きようかもしれませんけれど、わたくしの故こ郷きようは風ふう光こう明めい媚びで美しい土地ですのよ」

「わ、悪い、そういうつもりじゃなかったんだ」

　むっと頬ほおを膨ふくらませるリンスレットに、カミトはあわてて謝った。

　フェンリルに憑ひよう依いしたイセリアは、すでに〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉にその意識を戻している。異界の闇に侵蝕されつつある、ほかの〈精霊王〉の力を抑えるのに力の大半を使わなければならないため、彼女が顕けん現げんすることのできる時間は限られているのだ。

　ふたたび荷造りに戻りながら、カミトは胸中で呟く。

（彼女はまだ生きてる。きっと──）

　不可解な〈門ゲート〉の発生。辺境の森に姿を現した、夜色のドレスの少女。

　……ただの偶然かもしれない。

　これが願望の交じった希望的観測であることは、自分でも理解している。

　それでも、カミトはそこにある、わずかな希望に賭けたのだ。

（──待ってろよ、レスティア）

　決意を胸に刻みつつ、雪山越えに必要な装そう備びを、手早く鞄かばんに詰め込んでいく。

　装備は学院の訓練室から借りてきたものだ。その中には専用の〈魔装具アーテイフアクト〉もあった。

　ローレンフロスト領への最短ルートであるキリア山脈は、原因不明の大雪に見舞われている。〈教きよう導どう院いん〉で雪山行こう軍ぐんの訓練を積んでいるカミトだが、ろくな装備も揃そろえずに雪山へ向かうのはただの自殺行為だ。

「まあ、これだけ準備しておけば、さすがに十分だろうけどな……」

　カミトがぱんぱんに膨ふくれ上がった鞄を叩たたきながら言うと、

「カミトさん、キリア山脈を甘く見てはなりませんわ」

　リンスレットが真剣な表情で首を振った。

「あの山は、これまでに何百人も犠ぎ牲せい者しやを出していますのよ。はやる気持ちもわかりますけれど、死にたくなければ、装備は十分過ぎるほどに整えていくべきですわ」

「……そ、そうか」

　カミトはゴクリと息を飲む。

　地元の領主の娘むすめである彼女の言葉には、妙な重みがあった。

「……けど、ありがとな。リンスレット」

　と、荷物を入れる手を止め、カミトは呟つぶやく。

「え？」

「その、一緒に来てくれて、本当に助かる」

　途と端たん、リンスレットの顔がカアッと赤くなった。

　そう、今朝、カミトがローレンフロストに向かうことを決めたとき、彼女は地元の道案内と泊まる場所の提供を申し出てくれたのだ。ローレンフロスト領を訪れるのは初めてなので、この申し出は本当にありがたかった。

「じ、実家には、もともと帰き郷きようするつもりでしたもの。べ、べつに、カミトさんのためというわけではありませんから、気にしなくて結構ですわ！」

　照れ隠しするように、そっぽを向くリンスレット。

　彼女のこんな態度は慣れっこなので、カミトは苦笑した。一見、高たか飛び車しやに見えるのは感情表現が下へ手たなだけで、本当は心こころ根ねの優しいお嬢じよう様さまなのだ。

「……～っ、な、なにを笑っていますの、カミトさん」

　むっと睨にらんでくるリンスレット。

「あ、いや──」

　カミトはあわてて視線をあさっての方へ向けると、

「そういえば、クレアの私物、勝手に持ち出して怒られないかな」

　手近にあった精霊鉱こう石せきに手を伸ばしつつ言った。

　先ほどから鞄に詰めている精霊鉱石は、クレアの部屋の箪たん笥すにあったものだ。純度の低い粗そ悪あく品ひんばかりだが、それでも精霊使いには必ひつ須すのアイテムである。

「大丈夫ですわ。クレアもわたくしの作ったお菓子を勝手に食べていますし」

「……まあ、たしかにな」

　クレアはよく、リンスレットの部屋からお菓子を勝手にとってきて食べている。もっとも、独り占めするわけではなく、ティータイムにはお菓子をわけてくれるので、ある意味、同室のカミトとフィアナ、奪だつ取しゆの実行犯であるスカーレットも共犯なのだが。

　……まあ、幼おさな馴な染じみである二人の間あいだ柄がらなら大丈夫なのだろう。

　ちょっと悪いなと思いつつ、戸棚の奥に隠している缶詰も拝はい借しやくしていく。あまり考えたくないが、雪山で遭そう難なんしたときの非常食として重ちよう宝ほうするはずだ。

（……あとで理由を話せば、許してくれるだろ。最近は丸くなったみたいだしな）

　きっと、姉との再会を果たしたことで、心が安定したのだろう。残ざん酷こくな形の再会ではあったにしろ、それでも、ルビアが〈精霊王〉に叛はん逆ぎやくした理由は妹を想おもってのことだと知ることができたのは、クレアにとって救いになったはずだ。

　カミトと出会ったばかりの頃ころは、周囲に壁を作って、傷付いた小動物のように攻撃的に振る舞っていた。だが、そんな態度もいまはなりを潜めている。

（……まあ、もともと根は優しい娘こなんだよな）

　と、今は故こ郷きように帰っている彼女のことを考えていると、

「この精霊鉱こう石せき──」

　リンスレットが呟つぶやいた。

「精霊を封じていないものが結構ありますわね」

　見ると、リンスレットが手にした精霊鉱石は、たしかに輝きを失っていた。精霊を封じた精霊鉱石は、たとえ神威カムイを込めなくても、かすかな光を放つはずだ。

「箪たん笥すに入れたまま、ほとんどメンテナンスをしてなかったんだな」

「……まったく。優等生なのに、面倒くさがりなんですから」

　呆あきれたように肩をすくめるリンスレット。

　精霊鉱石は精霊にとっての仮の住処すみかだ。丹たん念ねんに磨き、ときには清めの儀式をして、封じられた精霊にとって常に居心地のいい空間にしておかなければならない。

　さもなくば、精霊は自ら封ふう印いんを破って逃げ出してしまう。このような下位の精霊鉱石であればなおさらだ。

「わたくし、〈精霊の森〉で火の精霊を捕ほ獲かくしてきますわ」

「じゃあ、俺おれはグレイワースの婆ばあさんに外出許可を貰もらってくるよ」

　カミトは壁のテルミヌス・エストを手に立ち上がった。

「学院校舎の方へ？」

「──いや、たぶん学院都市だ」





　　　　◇






　正門を出て、学院都市を貫つらぬく中央通りをまっすぐ歩いていく。

「……あれから四日か」

　山の裾すそ野のに広がる街並みを見下ろしながら、カミトは呟つぶやいた。

〈精霊大祭〉に乗じて放たれた、七体の軍用精霊による襲しゆう撃げき。帝国騎士団の戦術級軍用精霊〈グラシャラボラス〉までもが狂気に汚お染せんされ、都市を破壊した。

　帝国騎士団による都市の復ふつ興こうは急ピッチで進んでいる。だが、最も被害を受けた〈ウンディーネ・エリア〉の建物は無残に破壊されたままだ。

　瓦が礫れきに埋もれた道を歩いていると、見知った巨岩精霊の姿があった。

　岩に覆おおわれた巨体で、瓦礫の撤去作業をしている。

「そうだ。その山に集めろ……ん？」

　岩巨人の肩に乗った短髪の少女が振り向く。

〈風王騎士団シルフイード〉のラッカだ。

「……カミトじゃないか。こんなところで何をしている？」

「グレイワースに用があるんだ」

　ラッカは岩精霊の肩から軽々と跳びおりてきた。

「復興を手伝ってるのか。偉いな」

「うん、こういった作業は、この〈カブラカン〉の得意とするところだからね」

　ふふん、と胸をはるラッカ。

「療りよう養よう中の団長の分も頑張らないと」

「エリスも、早く現場に復帰したいって言ってたけどな」

　先日の襲撃で負傷したエリスは、学院都市の医い療りよう施設で治ち療りようを受けている。

　本人は大丈夫だと言い張っていたが、ルーリエ・リザルディアの魔剣はエリスの身体からだを確実に蝕むしばんでいた。魔王の力を継けい承しようしているカミトとは違うのだ。

「セラエル医療院は最高峰の医療機関だ。もうすぐ退院できるさ」

「見舞いに行ってやってくれ。団長はお前の見舞いを楽しみにしてるからな」

「ああ、あとで顔を出すよ」

　ラッカと別れたカミトは、外がい壁へきのほうへ足を向けた。

　たどり着いた目的地は、帝国騎士団管かん轄かつの軍の施設だ。

「グレイワースはいるか？」

「ああ、君か。ここのところ毎日だよ──」

　衛兵に許可証を見せると、すんなりと中に入ることができた。厳重警戒中の軍施設にあって、地下施設に入ることを許可されているのは、グレイワースとカミトだけだ。

　精霊鉱こう石せきの明かりを灯ともし、地下の通路を進んでいく。

　地下は淀よどんだ空気に満ちていた。なにしろ、ランバール戦争時代には軍の研究施設だった場所だ。




（……こんな陰いん気きな場所に、よく毎日来られるな）

　しばらく歩くと、遠目に、ランタンを手にしたグレイワースの姿があった。

　カミトの靴音に気付き、こちらを振り向く。

「坊やか？」

「ああ。毎日来て飽きないのか？」

　そこは、地下道の中にある広大な空間だった。

　周囲の外がい壁へきは剥はがれ、地面が大きく抉えぐれている。

　破壊の中心部は、カミトがルーリエと戦った場所だ。

　足もとの瓦が礫れきを乗り越えて、カミトはグレイワースのもとに歩み寄る。

「いい加減、護衛くらいつけろよ。あんたはもう大陸最強の魔女じゃないんだ」

「ほう、私の身を心配してくれるのか？」

「そんなわけあるか」

　目線を逸そらして呟つぶやくカミト。

「ふん、記憶を失っている頃ころの方が、可愛かわいげがあったな」

　グレイワースは肩をすくめると、破壊された地下空間の天井を見上げた。

「私以外の人間に、ここを見せるわけにはいかないからな」

　カミトは彼女の視線の先を追った。

　何があるわけでもない。そこには茫ぼう漠ばくとした暗くら闇やみが広がっているだけだ。

　……だが、かすかに感じることができる。

　そこに、何かがあるという違和感。

　グレイワースも同じ感覚を共有しているのだろうか。

「魔王の〈玄げん室しつ〉か……」

〈玄室〉──正統な魔王に継けい承しようされる宝ほう物もつ殿でん。

　と、ルーリエ・リザルディアはそう言った。

　千年前の魔王の所有物が収められた、魔術的な特異空間。

〈精霊王〉の祭さい殿でんでカミトが記憶を失った際、エストが封ふう印いんされた場所でもある。

　魔王の本拠地となる場所に自動的に現れ、その封印を解くことが出来るのは、正統な魔王の資格を有する者のみだという。

「実に不思議な空間だ。どの系統の魔術でも、こんな手の込んだことは出来まい」

　グレイワースが感心したように頷うなずき、カミトの方を向く。

「坊や、お前の力で〈玄室〉を解放してみろ」

「そう簡単にできるかよ」

　カミトは肩をすくめてみせた。

　カミト自身の力で〈玄室〉を開くことはできない──ルーリエはそう言った。ゆえに、カミトを瀕ひん死し状態に追い込み、無む理り矢や理り〈玄室〉を開かせるという手段に出たのだ。

「……まあ、今のお前には無理か」

「挑発しても無駄だぞ。それに、俺おれにはこんなもん必要ない」

「そうか？　ここには途と轍てつもなく強力な精霊も眠っているはずだがな」

〈玄げん室しつ〉は魔王の宝物庫。それが本当だとすれば、伝説の魔王〈スライマン〉の使し役えきした、七十二柱の精霊も所蔵されている可能性が高い。

　魔王の精霊の半数は散さん逸いつし、あるものは封ふう印いんされ、あるものは軍用精霊に改修されていると聞くが、中には強大な封印精霊も残っているだろう。

　と──

「──不要です」

　腰に差した〈魔王殺しの聖剣〉が、声を発した。

「……エスト？」

「カミトには、正統な魔王の佩はい剣けんである私がいます。有う象ぞう無む象ぞうの精霊など不要」

　言い切るエスト。魔王の精霊を有象無象と言い切れるのは、かつて聖女の佩剣として魔王を滅ぼした、エストくらいのものだろう。

「……ってことだ。魔王の精霊なんていらねえよ」

　カミトは肩をすくめ、腰の剣をぽんと叩たたく。

「そうか。まあ、それならそれで構わんさ。ここは封ふう鎖さするとしよう」

　グレイワースは少し残念そうに呟つぶやくと──

「そういえば、私になんの用だ？」

　思い出したように訊きいてくる。

「あ、ああ……」

　危うく、ここに来た本来の目的を忘れるところだった。

　カミトはあわてて胸ポケットから書類を取り出した。

「長期の外出許可が欲しい。ここにあんたのサインをくれ」

　その紙を見て、グレイワースは怪け訝げんそうな顔をした。

「ローレンフロストだと？」

「ああ。急ぎなんだ」

　カミトは今朝のイセリアの話を、手短に話して聞かせた。

　レスティアによく似た少女が、ローレンフロストの森に現れたことを。

〈精霊王〉のことを話すのは、イセリアに固く禁じられているため、そこはうまくはぐらかしながら、ではあったが。

　話を聞き終えたグレイワースは──

「坊や、それは──確かな情報なのか？」

「……たぶん、な」

　曖あい昧まいに頷うなずくカミト。

「ローレンフロストへ続くキリア山脈は、大雪に見舞われていると聞く。そんな不確かな情報で、私の可愛かわいい教え子を危険な場所へ送るわけにはいかんな」

「……昔、修行と称して雪山に放置された記憶があるんだが？」

「昔のことだ。忘れろ」

　表情ひとつ変えずに言うグレイワース。カミトはため息をつき、

「……不確かなのは承知の上さ。でも、そこに少しでも希望があるなら、俺おれは──」

　両手の拳こぶしをぎゅっと握りしめる。

「ふん──」

　と、グレイワースは、そんなカミトを優しい眼まな差ざしで見下ろすと、

「おまえはいつもあの闇やみ精霊のことを見ているな。……少し妬やいてしまうよ」

　くすっと微笑ほほえんだ。

「……まあいいだろう。しかし、あの火猫娘むすめが帰ってきたら、怒るんじゃないか？」

「クレアには、あんたからうまく伝えといてくれよ」

「悪いが、それは無理な相談だ。私もしばらく学院を留守にするからな」

「こんなときに？」

　と、眉をひそめるカミト。

　いま、学院は復ふつ興こうの真っただ中。学院長であるグレイワースの手腕が、最も必要とされている時期のはずだ。

「こんなとき、だからこそさ。フィアナに聞いただろう？　帝都で〈諸国会議〉が開かれると。大陸の状況はかつてないほど切迫しているんだ」

「……例の教国のクーデターか」

　数日前、隣国アルファス教国で、シェーラ・カーンが教主を抹殺。〈魔蠍宮スコルピア〉を支配下に置く、という大事件が起こった。

　当然、それで動乱がおさまるはずもなく、教国内部の教主派が蜂ほう起き。各地で戦闘が勃ぼつ発ぱつし、国内は大混乱に陥おちいっているという。

「それもある。──が、私が危き惧ぐしているのは聖国のほうだ」

「……神聖ルギア王国？」

　魔女の口から出た意外な言葉に、カミトは首を傾かしげた。

　神聖ルギア王国といえば、オルデシア帝国と並び、最も安定した国家だ。ロッソベル公国の独立以後は、近年、とくに目立った動きはなかったはずだが──

「──魔女の勘かんさ」

　グレイワースは灰色の目をすっと細めた。

「あの戦争の前と同じ感じなんだ。私はね、カミト、今回の〈諸国会議〉で、聖国の動向を、この目で確かめておきたいんだよ──」
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（……魔女の勘、か）

　許可証にサインをもらったカミトは、地上に出ると、新鮮な空気を吸いこんだ。

（……まあ、俺おれには関係ないけどな）

　国家間の政治的な思おも惑わくなど、カミトにとってはどうでもいいことだ。それが、レスティアを探す手掛かりになるというのなら話は別だが──

　小さく肩をすくめ、その足で〈シルフィード区画〉の商店街に向かう。

　ここに来れば、食材や日用品はなんでも揃そろう。もっとも、学院生は普段、ここをおとずれることは滅めつ多たになく、利用するのはほとんど学院都市の住人だ。しかし、貴族でもないカミトにとっては、安価な食材を手に入れることのできる貴重な場所であった。

　幸運にも、学院都市の中心部から離れ、近くに軍の施設もなかったおかげで、この区画は軍用精霊による破壊を免まぬがれていた。

　ここに来たのは、エリスへの見舞いを買うためだ。一時的に学院を離れるのだから、チームメイトであり、カミトの所属する〈風王騎士団シルフイード〉の団長でもある彼女には、それを報告しておかなければならない。

　青果店でエリスの好きなメロンをまるごとひとつ買い、こんどは彼女の入院している医い療りよう施設へと足を向けた。

〈聖セラエル医療院〉──その施設名は、数百年前、聖王アレクサンドロスに仕えた〈精霊姫〉に由来する。アレイシア精霊学院内にある医療室もかなりのレベルだが、この医療院には遠くおよばない。

　門を抜けて建物の中に入ると、受付の女の子がハッと息を呑のんだ。

「……い、淫いん獣じゆう王！」

　エリスの見舞いにくるのはもう四度目になる。しっかり顔を覚えられていた。

（……できれば、名前のほうを覚えてもらいたいもんだがな）

　消沈しつつ、受付で手続きを済ませ、エリスの入院している部屋へと向かう。

　軽く扉をノックして、声をかける。

「エリス、起きてるか？」

　と。

「……カ、カミト!?　あ、う、うむ、大丈夫だ！」

　なんだかパタパタする音と、あわてた返事が返ってきた。

「ん、それじゃ、入らせてもらうぞ──」

　部屋の扉を開くと、奥のベッドに横たわるエリスの姿があった。

「……カミト！」

　桜色の唇くちびるがかすかにほころぶ。ゆったりとした白衣。ポニーテールの髪を下ろしたエリスは、普段の彼女とはまた違った儚はかなげな印象を受ける。

「エリス、具合はどうだ？」

「う、うむ、だいぶよくなったぞ。……もうすぐ、騎士団にも復帰できそうだ」

「そうか。……よかった」

　カミトがベッド脇の椅子に腰をおろすと、エリスはかすかに顔を赤くした。

「エリスの好きなメロン、買ってきたぞ。いま切ってやるからな」

「……う、うむ、その、いつもすまないな」

「俺おれが生きてるのはエリスのおかげだ。せめてこのくらいはさせてくれ」

　カミトは懐からナイフを取り出すと、ひと口サイズにカットしたメロンを、手て際ぎわよく皿の上に並べていく。

「そういえば、さっきはなにをしてたんだ？」

「……え？」

「俺が部屋に入るまえ、なんかバタバタしてただろ。邪じや魔ましたんなら悪かったなって──」

「……～っ、あ、あれは、その、なんでもないっ、なんでもないのだ！」

　エリスはカアッと真まっ赤かになって後ろに下がった。

　と、その拍子に、シーツの中からバサバサとなにかが落ちた。

「……っ!?」

　あわてて拾おうとするエリス。……だが、遅かった。

　カミトの視線は、床に落ちた数冊の本に釘くぎ付づけになっている。

「……『夜に滴したたる花の蜜みつ』？」

　たしか、前にクレアが、こんなタイトルの本を読んでいたような気がするが。

「こ、ここ、これは、違うのだっ！」

　あわてて本をかき集め、シーツの中に隠すエリス。

「こ、これは、その、き、騎士団が没収した本で、私はそのチェックをだな……！」

「わ、わかったよ」

　ものすごい目で睨にらんできたので、カミトはこくこくと頷うなずいた。

「ほ、ほら、メロン──」

「……」

　エリスはメロンの皿をじーっと見つめた。

　だが、それだけだ。困ったようにもじもじとしている。

「……？　食欲がないのか？」

「いや、その、手がうまく動かせないのだ」

　と、急にそんなことを言ってくる。

「……？　この前は普通に食べてたのに」

「き、急に痛み出したのだ！」

　エリスはむっと頬ほおを膨ふくらませた。

「だから、その、だな……その……」

「うん？」

「き、君が、食べさせてくれないか？」

「……っ！」

　上目遣いにカミトの目を覗のぞき込んでくるエリス。

　ゆったりとした服の隙すき間まから覗く胸の谷間に、思わず視線を吸い寄せられる。

「……だ、だめ……か……？」

　不安そうに、きゅっと唇くちびるを噛かむエリス。

　そんな彼女のお願いを、カミトが断れるはずもなく──

「……わ、わかったよ」

　カミトは肩をすくめ、メロンをフォークに突き刺した。

「……ほら、口開けろ」

「む、わ、私に命令するのか？」

　エリスがむっと唇を尖とがらせる。しかし、その口調はなんだか楽しそうだ。

「め、命令口調も悪くない、な……」

　……ぱくっ。

「……～っ♪」

　メロンをほおばって、幸せそうに頬ほおを押さえるエリス。

「も、もうひと口……」

　と、餌えさをねだる小鳥のように、可愛かわいく唇を突き出してくる。

「……しょうがないな。ほら」

　……ぱくっ。

[image: ]

「……ふぁ♪」

　エリスはふたたび、幸せそうなため息をこぼした。

「……本当にメロン、好きなんだな」

「ち、違うぞ、私が好きなのはメロンではなく、だな……」

　こほん、と恥ずかしそうに咳せき払ばらいするエリス。

　と、カミトはおもむろにフォークを置き、話を切り出した。

「えっと、エリス、話があるんだが──」

「な、なんだ!?」

「しばらく、学院の外に出ることになった」

「……え？」

　ぽかん、と口を開け、鳶とび色いろの目を見開くエリス。

　そんな彼女に、カミトは今朝の話をした。

「……そんなわけで、俺おれはレスティアを探しにローレンフロストへ行く。いつ帰るかはわからないが──」

「……そ、そうか」

　話を聞いたエリスは、神妙な表情で頷うなずいた。

「できれば、私もついていきたいが──」

「ああ、気持ちは嬉うれしいけど、そんな身体からだで無理させるわけにはいかないからな」

　言って、カミトはエリスの頭をそっと撫なでる。

「……～っ！」

　途と端たん、エリスの顔がカアッと茹ゆであがった。

「じゃあ、俺はこれで──」

「ま、待て、カミト！」

　立ち上がって去ろうとするカミトの腕を、エリスが掴つかんだ。

「……エリス？」

「そ、その、旅をするなら〈風の加か護ご〉の付与エンチヤントがあったほうがいいだろう」

「……ああ、それはありがたいけど」

〈風の加護〉は、精霊の恩おん寵ちようの中でも、とりわけ旅人が好むものだ。周囲の風が味方してくれるため、旅の移動がとてもスムーズになる。

「けど、大丈夫なのか？」

　効果時間の長い付与エンチヤントの魔術は、精霊魔術の中でもとりわけ神威カムイの消耗が激しいとされている。入院中の彼女に無理をさせるわけにはいかない。

「心配するな。身体のほうはともかく、姫ひめ巫み女ことしての力はもう回復している」

　エリスは頷くと、すっとカミトの腕から手を離した。

「……少し、目を閉じていろ」

「あ、ああ……」

　素直に目を閉じるカミト。

　耳もとで、エリスが祈き祷とうの詠えい唱しようをはじめる。

「大地を吹きわたる大いなる風よ、旅立つ者に汝なんじの加か護ごを──」

　と、部屋の中に穏やかな微風が吹き、カミトの頬ほおを軽く撫なでていくのを感じた。

　身体からだ全体が、あたたかな風に包まれて──

　ちゅっ。

「……え？」

　突然、唇くちびるに押しあてられた感触に、カミトは驚いて目を開く。

「……～っ！」

　目の前に、顔を真まっ赤かにしたエリスの顔があった。

「……エ、エリス？」

　カミトが目をパチパチさせていると、

「き、君の身体は、こうでもしないと魔術を受けつけないからなっ！」

　恥ずかしそうに目を逸そらし、言い放つエリス。

「そ、それは、そうだが……」

「ふ、ふん、〈風の加護〉、たしかに与えたぞ！」

　戸惑うカミトをよそに、エリスはそそくさとシーツの中に潜ってしまった。
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（……〈風の加護〉か）

　エリスの見舞いを終え、医い療りよう院の建物を出たカミトは、頬を掻かきながら呟つぶやいた。

　……心臓の鼓こ動どうが速い。やわらかな唇の感触が、まだ残っているような気がした。

『──マスターは節せつ操そうがありません』

　腰に差した聖剣が、不ふ機き嫌げんそうに呟いた。

「ち、違うからな！　エリスは〈風の加護〉をかけてくれただけだからな！」

『カミトを守るのは〈鋼はがねの加護〉で十分です』

　……それきり、エストは黙ってしまった。完全に拗すねてしまったようだ。

「……まあ、とにかく助かったな」

　旅をする上で、風が味方してくれるのはありがたい。なにより、〈風の加護〉は馬の速度が飛ひ躍やく的に上がるのだ。

「さて、リンスレットのところに戻って、精霊の捕ほ獲かくを手伝うか」

　カミトが学院のほうへ足を向けると──

「──あいかわらず、夜の魔王だね。キミは」

「……っ！」

　鋭い刃やいばのようなその声に、カミトはハッとして振り向く。

　建物の陰から姿を現したのは、ボーイッシュな髪形をした、小柄な少女だ。

「……げっ、ヴィレイ・ブランフォード！」

　途と端たん、カミトの顔が引ひき攣つった。

　帝国が誇る精霊騎士の最精せい鋭えい──〈十二騎将ナンバーズ〉の第九位。

　国外での諜ちよう報ほうを専門とする〈暗部〉に所属する特務騎士だ。

　彼女は帝国上層部の命令でカミトを監視しており、天敵ともいえる間あいだ柄がらだった。

「げっ──とはなんだ？　カゼハヤ・カミト」

「いや、その……」

　カミトを睨にらみ、つかつかと目の前まで歩いてくる特務騎士。

「ファーレンガルト公の孫まご娘むすめの病室に入るのを見たぞ。……まさか、二人で破は廉れん恥ちなことをしていたんじゃないだろうね」

「……おまえ、尾行してたのかよ」

　カミトは内心で舌を巻く。さすが十二騎将の〈暗部〉だ。学院都市の中で気を抜いていたとはいえ、カミトに気配を気け取どらせないとは。

「憶おく測そくでものをいうな。俺おれは断じて、破廉恥なことなんてしてないぞ」

　カミトは断固として否定した。あれは〈風の加か護ご〉を授さずかっただけで、決して破廉恥な行為ではない……はずだ。

「……目が泳いでいるよ、カミト」

　疑わしげに見つめてくるヴィレイ。……さすがに暗部所属なだけあって鋭い。

「個人的には、お前の格かつ好こうのほうが破廉恥だと思うがな」

「なっ!?」

　苦し紛れに反撃すると、十二騎将の少女の顔は、たちまち真まっ赤かになった。

　実際、露ろ出しゆつ度の高いブラック・レザーのスーツは、目のやり場に困る。

「こ、これは、格闘戦用に開発された、特務騎士の戦闘服だ！」

　ヴィレイは腰の拳けん銃じゆうを抜き放ち、カミトに突きつけた。

「き、君はボクをそんなイヤラシイ目で見てたのか！　こ、この淫いん獣じゆう王め！」

「おっと、街まち中なかで銃を抜くな。危ないだろ」

　カミトはひょいと銃を奪い、そのまま腕を真上に上げた。

「か、返せっ、泥どろ棒ぼう！」

　よほど大事な物なのか、急に涙目になって、銃を取り返そうとぴょんぴょん跳びはねるヴィレイ。……残念ながら、小柄な彼女の身長ではまったく届かない。

「その前に質問がある。……お前、どうして帝都にいるんだ？」

　カミトは銃を取り上げたまま訊きいた。グレイワースの話によれば、たしか、彼女は逃走したルーリエ・リザルディアを追っていたはずだ。

「……っ！」

　ヴィレイはぐっと言葉に詰まった。そして──

「ボクは……ルーリエ卿追跡の任を解かれた」

　悔しそうに声を震わせて、答える。

「……どういうことだ？」

　たしかに、彼女はルーリエがスパイであることを見逃すというミスをしたが、それは彼女だけの責任ではないし、特務騎士であるヴィレイは、追跡任務には適任なはずだ。

「上の命令だよ。〈暗部〉はルーリエ卿の捜索そのものを打ち切った」

「……まさか、あれほどの事件を起こした実行犯を!?」

　カミトは思わず叫んだ。……にわかには信じがたい話だ。

「もちろん、私も上層部に追跡の継続を申し出たさ。だが、黙殺された。〈諸国会議〉を前にことを荒立てたくないのか──どうも、上の連中は何かを隠している気がする」

（帝国上層部が、ルーリエを庇かばう──どういうことだ？）

　帝国内部──それも議会の上層部に内通者がいるとするなら、彼女が数年間にわたって帝国に潜り込めていたことにも、説明がつく。

　そもそも、ルーリエ・リザルディア──あの女は、一体何者なのか。

　カミトが考え込んでいる隙すきを突き、ヴィレイは拳けん銃じゆうを取り返した。

「教国付近までは、まだ足取りがあったんだけどね。国境を越えられてはさすがに無理だ。〈骸連盟マーダーズ〉に潜入している〈暗部〉のスパイも連絡を絶ってしまった」

「例のクーデターの影響か……」

　……現在の混乱した状況下ならば、行方をくらますのは容易たやすいだろう。

「彼女の素性については、なにか調べがついたのか？」

　訊きくと、ヴィレイは首を横に振った。

「彼女は七年前に、奇跡の癒いやし手として帝国に現れた。けれど、彼女がどういった経けい緯いで帝国に潜り込み、〈十二騎将ナンバーズ〉に抜ばつ擢てきされたのか、過去の経けい歴れきは一切不明だよ」

「……そうか。それじゃあ──」

　と、カミトは言葉を切って、

「ユグドレアって名前に、心当たりはないか？」

「ユグドレア？」

　ヴィレイは意外そうな顔でカミトを見た。

「……ああ。学院を襲しゆう撃げきした聖服の娘こが言ってたんだ。……知ってるのか？」

〈異界の闇やみ〉を宿した眼がん帯たいの少女──ミレニア・サンクトゥス。あの〈精霊大祭〉の日、軍用精霊を呼び出した張本人は、カミトの前でこう口走ったのだ。

『まさか、ユグドレアが失敗した？』──と。

　その名前に、なにかルーリエの正体を知る手掛かりが隠されているかもしれない。

「知ってるもなにも──」

　と、ヴィレイは怪け訝げんな顔をしたまま、言った。

「──それは十五年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者の名前だろう」

「……え？」

　意外な答えに、カミトは思わず、間の抜けた声を上げてしまった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の二十四年前の優勝者はグレイワース。

　そして、三年前の優勝者はレン・アッシュベルだ。

　だが、十五年前にも〈精霊剣舞祭〉は開催されている。

　十五年前の優勝国は、たしか──

（……神聖ルギア王国、か）

　なんにせよ、ルーリエの現在の年齢は二十代半ばほど。どう考えても、十五年前の〈精霊剣舞祭〉に出場しているはずがない。……さすがに、無関係だろう。

「まったく、こんなのは一般常識だぞ。まあ、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉や〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉に比べれば、ユグドレア様の知名度が低いのは仕方ないけれど──」

　ヴィレイは肩をすくめると、

「気になるなら調べておいてもいいよ。ボクはまた帝都に戻る予定だしね」

「帝都に？」

「ボクの新たな任務は〈諸国会議〉に向かわれるグレイワース卿の護衛任務だ。現役を退かれたとはいえ、あの方の影響力はやはり大きいからね」

「……そうか。帝都なら、ローレンフロストとは反対方向だな」

　ホッ、と安あん堵どの息を漏らすカミト。

　……とりあえず、この少女に監視されることはなさそうだ。

「……ん？　まさか、キミはローレンフロストに行くのか？」

　ヴィレイは眉を跳ね上げた。

「ああ……」

「死にたいのか？　キリア山脈には原因不明の猛もう吹雪ふぶきが吹き荒れているんだぞ」

「わかってるさ。まあ、頼りになる案内人もいるし、大丈夫だとは思う」

「……ふん、君がどこでのたれ死のうと、ボクには関係ないけどね」

　ヴィレイは呆あきれたように肩をすくめ、

「ああ、ローレンフロストといえば──」

　と、不意に思い出したように口にした。

「国境付近の森で、聖国の騎士団の姿を発見したと〈暗部〉に報告があったな」

「……なに？」

　途と端たん、カミトの顔色が変わった。

「──ちょっ、その話、詳しく聞かせてくれ！」

「ふぁっ……か、顔が近いぞっ、カゼハヤ・カミト！」

　カミトが詰め寄ると、ヴィレイの顔が真まっ赤かになった。

「聖国の騎士団が国境付近に現れたって、そういう報告があったんだよ。普通なら国境侵犯を訴えるところだが、〈諸国会議〉の前だし、聖国を刺激しないよう、上層部は様子を見ることに決めたようだ──」

「ルミナリス・セイント・レイシェードの部隊か？」

「そう聞いてるけど──」

　カミトはヴィレイの肩から手を離した。

（……なぜ、このタイミングで聖国の騎士団がローレンフロストに？）

　……嫌な予感がする。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦で、ルミナリス率いる〈聖霊騎士団〉は、レスティアを抹殺するために行動していた。

　……偶然、とは考えられない。

（……のんびりしてる場合じゃ、なさそうだな）





　　　　◇






「原初の炎より生まれし〈火の蜥蜴サラマンドラ〉よ。我は汝なんじをここに迎え入れん──」

　木の裏に隠れていた火ひ蜥蜴とかげの精霊が、手にした精霊鉱こう石せきの中にするりと入り込む。

　学院校舎の裏手にある〈精霊の森〉で、リンスレットは雪山越えに必要不可欠な火の精霊を捕ほ獲かくしていた。

「……ふう、このあたりの精霊さんも、だいぶ少なくなっていますわね」

「先日の襲しゆう撃げき事件の影響でしょうね。森の木々も汚お染せんされてしまったようですし」

　と、メイドのキャロルが答える。

　彼女の言葉通り、薙なぎ払はらわれた木々の近くの地面は、黒く変色してしまっていた。

　あのおぞましい闇やみに汚染された大地に、精霊は寄りつかない。姫ひめ巫み女こが祈き祷とうによる浄化を試みているが、もとの状態に戻すには相当な時間がかかるだろう。

「このままでは日が暮れてしまいますわね。もう少し奥へ行ってみましょう」

「はい、お嬢じよう様さま──」

　森の奥へ歩いていくリンスレットのあとを、キャロルがパタパタとついていく。

　とはいえ、学院生が足を踏み入れることができるのは、あくまで広大な〈精霊の森〉の外縁までだ。その深しん奥おうまでは〈風王騎士団シルフイード〉はおろか、教師も立ち入れない。

　すこし森の中を歩いたところで──

「……その、キャロル」

「はい、お嬢様」

　リンスレットは足を止めて、こほんと咳せき払ばらいした。

「わ、わたくし、カミトさんと二人きりで旅をするんですのね……」

「はい」

「そ、その、わたくし、殿との方がたと旅行をするなんて初めてで、正直、不安ですわ」

　そう、実のところ、リンスレットはものすごく緊きん張ちようしていたのだった。

「大丈夫ですよ、お嬢様。旅は異性の関係を深めると聞きますし」

　キャロルはふふ、と微笑ほほえんだ。

「……っ、か、関係なんて、そんなこと、考えていませんわっ！」

「お嬢じよう様さま、本当によろしいのですか？」

　真まっ赤かになって否定するリンスレットの耳もとで、キャロルは囁ささやく。

「……カミト様と二人きりの小旅行。みなさんに差をつけるチャンスですよ」

「わ、わたくし、そんなつもりでご同行を提案したわけではありませんわっ！」

　ツン、とそっぽを向くリンスレット。

「そう、わたくしはただ、カミトさんの力になりたいと思っただけで──」

（……け、けれど、本当にそうですかしら？）

　リンスレットはハッとなった。

　カミトの周囲には、いつも可愛かわいくて魅力的な女の子がたくさんいて──

　リンスレットがカミトと二人きりになれる機会など、ほとんどなかった。

　けれど、今回は二人だけの小旅行。

　……無意識のうちに、なにかを期待しなかったといえば、嘘うそになる。

（……もちろん、エストさんは一緒ですけど、日中はほとんどお休みしていますし）

　ドキドキと胸が高鳴ってくる。……そういえば、前にクレアに借りた小説の中に、身分の低い男と貴族の令れい嬢じようが駆け落ちする話があった。

　逃とう避ひ行こうの最中、宿に入った二人は、自然とベッドで身を寄せ合い──

（……わ、わたくしってば、なんてえっちなことを考えていますのっ！）

　ぶんぶんぶんっ！

　激しく首を振るリンスレット。と、その時──

「──リンスレット！」

「カ、カミトさん!?」

　森の小道を、カミトがあわてた様子で走ってきた。

「……悪い、すぐに出発できるか？」

「……え？　ま、まだ火の精霊さんは集まっていませんわよ」

「あるだけで構わない。いますぐ出発しよう」

「どうしてそんなに急ぎますの？」

「俺おれたち以外に、レスティアを追っている奴やつがいるらしい」

「え？」

　カミトは国境付近に現れた聖国の騎士団のことを、手短に話した。

「……っ、それは、穏やかではありませんわね」

　リンスレットは頷うなずくと、背後のキャロルの方を振り向いて、

「キャロル、あとのことは任せましたわ」

「はい、お任せください、お嬢様！」

　こくっと頷くキャロル。

「では、行きますわよカミトさん──」

「ああ！」





　　　　◇






　草を編んで作られたベッドの上で、少女は目を覚ました。

　破れてしまった夜色のドレスのかわりに、いまは〈森の民〉に贈られたダークリーフの衣服を身に着けている。この衣服は、胸と腰に簡かん素そな布を巻いただけのもので、見ようによっては、ほぼ半裸の状態だ。

　それでも、彼女が寒さをほとんど感じないのは、この布に森の精霊の加か護ごが籠こめられているせいらしい。

「精霊──その存在は知っている」

　自身の記憶を確かめるように、彼女はそっと声に出して呟つぶやく。

「この世界とは異なる世界からやってきた、異質な存在──」

　そう、この世界に関する知識は、断片的にだが覚えている。たとえば、人間のこともそうだ。この世界で最も繁栄している種族。

（……そして、私を追っているもの）

　──けれど、自分自身のことに関する記憶は、ほとんどない。
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　森で目を覚ました彼女が唯一覚えていたのは、〈レスティア〉という言葉だけだ。

　口にすると、奇妙に懐かしい感じのする、その言葉。

　……だから、たぶんそれが名前なのだろうと思う。

（あの子たちは、記憶操作の魔術に巻き込まれたせいだというけれど──）

　それは違う。数日前、この森に現れたとき、彼女はすでに記憶を失っていたのだ。

　少女はふっと息をつくと、ベッドから起き上がった。

　動物の毛皮で作られたテントの中では、何種類もの薬草が焚たかれ、むせ返りそうな匂いがたちこめている。なにかの儀式にでも使うのだろうか。

　そのままテントの外に出ると、木々の枝まで凍りついた樹じゆ氷ひようの森が広がっていた。

〈氷ひよう華かの森〉──樹氷の枝を、咲き乱れる華に例えてそう呼ぶのだという。

　その森の中で、〈森の民〉の子供たちが遊んでいた。

　不思議なことに、この集落では子供の姿しか見かけない。一番年長なのは、おそらく、あのラナという姫ひめ巫み女この少女だろう。

（……それとも、エルフィム種族とはそういうものなのかしら）

　彼女の記憶の中に、エルフィム種族に関するものは存在しない。人間とは違う、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉から渡ってきた種族なのだということを、ラナに教えてもらったばかりだ。

　森で遊ぶ子供たちが彼女に気付き、手を振ってきた。彼女も手を振り返す。

〈森の民〉はとても親切だ。人間に追われる彼女を匿かくまい、丁てい重ちようにあつかってくれている。

　……けれど、なぜ彼女を助けてくれるのか、その理由はよくわからない。

「レスティアさん──」

　と、不意に少女の声が聞こえた。

　振り向くと、姫巫女のラナが背後に立ち、真しん紅くの瞳ひとみでレスティアを見つめていた。

「だめですよ、勝手に出歩いては。森は危険な場所なんですから」

「……ごめんなさい」

　レスティアは素直に謝った。

　それから、森で遊ぶ子供たちに目を向けて──

「……ここは、子供しかいないのね」

「大人はみんな、数十年前に人間たちのはじめた戦争に駆り出されてしまったのよ。私たちエルフィム種族の姫巫女は、精霊使いとしての力を持っているから」

　悔しそうに唇くちびるを噛かみしめるラナ。その声には拭ぬぐいきれない憎しみが籠こもっている。

「あなたは、人間のことが嫌いなの？」

「〈森の民〉はみんなそうよ。大陸の人間どもは、私たちを狭い森に押し込めた……」

「それなら、どうして私を助けてくれたの？」

「……え？」

　レスティアの質問に、ラナはきょとんと首を傾かしげた。

「だって、私も人間でしょう？」

「それは……」

　レスティアの黄昏たそがれ色の瞳ひとみが、森の少女の真しん紅くの眼めを見つめる。

　黄昏色の瞳。少なくとも、自分がエルフィム種族ではないことはたしかだ。

　すると、ラナは躊躇ためらうように視線をさまよわせ──

「あなたが、あの方に似ていたからよ」

　と、そう言った。

「……あの方？」

「ええ。〈氷ひよう華かの女王〉に、ね」

「女王？」

　思わず訊きき返してしまう。この集落に女王がいるなんて、初めて聞いた。

「その人は〈森の民〉ではないの？」

「ええ。〈氷華の女王〉は、エルフィム種族ではないわ。けれど、人間でもない。人間だけど人間じゃないの。そこがあなたと似ていると感じたのよ」

「……人間だけど、人間じゃない」

　レスティアは混乱した。……ますますわからない。

（しかも、私と似ているだなんて……）

「いいわ、中で話しましょう。お茶を淹いれてあげるわ」

　ラナはテントの中に入ると、お茶をわかして、毛皮の敷物の上に座った。

　それから、彼女はその〈氷華の女王〉と呼ばれる少女の話をしてくれた。

　──レスティアがこの森に現れるよりも、少し前のことだ。

　その少女もまた、レスティアと同じように森の中に迷い込んできたのだという。

　彼女は、エルフィム種族にもない不思議な力を使うことができた。ローレンフロストでは絶滅したはずの〈氷ひよう竜りゆう〉の群れを、下僕のように操ることができたのだ。

「……竜を操る？」

「氷竜は〈森の民〉の守護精霊である〈ジルニトラ〉の眷けん属ぞくなの。それを自在に操るということは、彼女は〈ジルニトラ〉に遣わされた姫ひめ巫み女こということなのよ。数百年もの間、私たちが待望していた、本物の姫巫女──」

　ラナは興奮した口調で言った。彼女はその少女に心酔しているようだ。

　守護精霊の姫巫女云うん々ぬんは、ともかくとしても──

　レスティアは、その〈氷華の女王〉の話に興味を惹ひかれた。……もしかすると、レスティアの記憶について、なにか知っていることがあるかもしれない。

「その〈氷華の女王〉と直接お会いしてみたいのだけど」

「ええ、いずれ謁えつ見けんの機会を設けるわ」

　ラナはもちろん、と頷うなずく。

「……いまではだめなの？」

「いまは眠っているのよ。〈氷華の女王〉は、何日かに一度しか目覚めないの」

「……どういうこと？」

　眉をひそめるレスティアに、ラナは説明した。

〈氷ひよう華かの女王〉はいま、ある大切な儀式をするために、力を蓄えなければならないのだという。そのために〈森の民〉の神聖な祠ほこらで何日も眠っているのだそうだ。

「……そう、それは残念ね」

「でも、もうすぐ目覚めるはずよ。あと数日もすれば──」

「数日……」

　と、レスティアは考えこむように呟つぶやくと、

「私、ここにそんなに長居させてもらうつもりはないのだけど──」

「……え、どうして!?」

　ラナが驚いて目を見開く。

「だって、人間の追っ手は、私を探しているんでしょう？」

　このままここにいては〈森の民〉に迷惑をかけることになってしまう。

「心配しなくても大丈夫よ。森には古代の〈結界〉がある。たとえ精霊使いでも、決してここにたどり着くことはできないわ。それに──」

　と、彼女は真まっ直すぐにレスティアの目を見つめて言った。

「もうすぐ、〈氷華の女王〉が、キリア山脈に眠る〈ジルニトラ〉を復活させてくださる。守護精霊の力さえ手に入れば、人間なんて恐れることはなくなるわ」
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　──カミトとリンスレットが学院を発たった、その数日前。

　クレアは一人、故こ郷きようである旧エルステイン領に帰き省せいしていた。

「ここに、お父様とお母様が……」

　湖こ畔はんにたたずむ小さな屋敷の前で、クレアは息をととのえた。

　クレアが両親と別れたのは、四年前のことだ。四年前、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の叛はん逆ぎやくによって、クレアの両親は爵しやく位いを剥はく奪だつされ、帝都のバルサス監かん獄ごくに投とう獄ごくされた。

　長年、オルデシア王家に仕えてきた公こう爵しやく家けの人間ということもあり、重罪人と同じ牢ろう獄ごくに入れられたわけではなかったが、二人は自由を奪われ、監禁状態にあった。

　しかし、その長きにわたる虜りよ囚しゆうの時間にも、ついに幕がおろされる。先の精霊剣舞祭ブレイドダンスでオルデシア帝国が優勝したため、優勝チームのリーダーであるクレア・ルージュに恩おん賞しようが賜たまわられることになったのだ。

　クレアが願い出たのはもちろん、両親の恩おん赦しやだった。

　この件に関して、帝国議会は揉もめに揉めたが、優勝の立役者である少女の願いを無む碍げにはできず、また、発言力を増した第二王女の強い働きかけもあって、エルステイン夫妻には恩赦が与えられることになった。

　もっとも、貴族の爵しやく位いを返還されたわけではなく、エルステインの領地も城も帝国に接せつ収しゆうされたままだ。二人に与えられたのは、領内にある小さな土地と屋敷のみだった。

　かつての居城に比べれば、とても質しつ素そな屋敷である。

　クレアは扉の前に立つと、緊きん張ちようした様子で屋敷を見上げた。

　精霊鉱こう石せきに手をかざし、しばらくすると、扉がゆっくりと内側から開く。

　小さな家の中で、質素な服に身を包んだ両親が出迎えた。

「──おかえり、クレア」

「……大きく、なったわね」

「お父様、お母様……！」

　クレアは両親に抱きつき、抱ほう擁ようを交わした。

　そして、子供のように泣きじゃくった。





　　　　◇






　その日の夕食は、芋とベーコンのシチューに、胡桃くるみ入りのパン、茹ゆで卵たまご、皮をカリカリになるまで焼いた山やま鳩ばとのロースト。デザートはクレアの大好きな桃のタルトだった。

　エルステインの城にいた頃ころとは比べるべくもない、質素な夕食ではあったが、母親の手作り料理は、クレアにとってなによりも美お味いしく感じた。

　居間で小さなテーブルを囲み、クレアは四年ぶんの話をたくさんした。

　エルオール予備院でのこと、アレイシア精霊学院に入学してからのこと、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のこと、それにカミトのことを──

「いつも缶詰では身体からだに悪いわよ」

「さ、最近は自分でも作るようになったわ」

　心配そうに言う母親に、クレアは胸を張って答えた。

「……本当に？　前は、手紙にあった男の子に作ってもらってるって──」

「う、うん、それは……」

　クレアは視線を泳がせ、言葉を濁にごした。

「それとも、その男の子──カミト君のために、作ってあげているのかしら」

「……む？」

　エルステイン公こう爵しやくが敏感に反応する。

「ふああっ、ち、違うっ……そ、そんなわけないわっ！」

　顔を真まっ赤かにして、ぶんぶん首を振るクレア。

「そう？」

「カ、カミトは、た、ただの奴ど隷れい……チームメイトよ。そ、そんなことよりも──」

　クレアはこほんと咳せき払ばらいして、あわてて話題を変えた。

「あたし、〈精霊剣舞祭〉で、レン・アッシュベル様に会ったわ」

「……おお、〈火の精霊王〉の怒りを鎮しずめてくれた少女か」

「うん。……私の憧あこがれの人よ。その人とね、会うことができたの」

　クレアは彼女のことを、両親に一生懸命話して聞かせた。三年前に憧れた〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉ではなく、チームメイトとして一緒に戦ってくれた、彼のことを。

「その、彼女は、誰よりも強くて、優しくて、カッコイイ人で──」

　カミトではなく、憧れのレン・アッシュベルの話ということにすれば、照れることも、自分の気持ちを誤ご魔ま化かすこともなく、素直な気持ちを話すことができた。

（ど、どうしよう、勝手に気持ちが溢あふれてくる……）

　話している途中で、カミトへの想おもいを告白していることに気づき、頬ほおが火ほ照てった。

　それでも、彼女のことを語る口はとまらない。

　ずっと抑えていた気持ちが、とめどなく溢れてしまう。

（……これが、あたしの本当の気持ちなんだわ）

　クレアは胸をきゅっと押さえた。

　……カミトの前では言えなかった、素直な気持ち。

　あの日。精霊の森の泉で出会ったときから、ずっと──

「あ、あたしが一人のときも、あいつは──あの人は、手を伸ばしてくれて……」

　そう、カミトはいつだってそばにいてくれた。

　クレアを守ってくれた。

「……だ、大好きな、人よ」

　耳まで真まっ赤かになって、そう呟つぶやく。

「そう──」

　母親はにこっと微笑ほほえむと、熱くなったクレアの頭に手をのせて、

「……いいお友達を持ったわね」

「う、うんっ！」

　夕食を食べおえたクレアは、母親と一緒のベッドで眠った。

　母親の腕に抱かれ、クレアはまるで、子供の頃ころに戻ったかのようだった。

　両親に姉のことを話すべきかどうかは迷った。けれど、そうなると〈精霊王〉の狂乱について触れないわけにはいかなくなってしまう。この世界を蝕むしばむ〈異界の闇やみ〉の存在は、水の精霊王に固く口止めされていた。

（……お母様、姉様は必ず取り戻してみせるわ）

　母親の腕の中で、クレアは静かに決意を固めた。
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　バルサス監かん獄ごくは、帝都の北側にそびえ立つ要よう塞さい監獄である。

　この堅けん牢ろうな要塞に収容される囚人は、国内の身分の高い貴族、そして帝国法を犯した精霊使いだ。ゆえに普通の監かん獄ごくとは異なり、敷地の中には精霊魔術を封じる結界が幾いく重えにも張られている。

　その監獄の最下層。わずかな光さえも差し込まぬその場所で──

「はっ、やってらんねえなあ、地上は恩おん赦しやだってのによ」

　妙に不ふ敵てきな少年の声が響く。

「なあ、あんたもそう思うだろ？」

　少年は片手で腕立て伏せをしながら、離れた房ぼうの囚人に話しかけた。

「……どうでもいいわ。どのみち、私たちは終身刑よ」

　返事を返したのは、真しん紅くの瞳ひとみに翡翠色の髪の女だった。

　ヴィヴィアン・メローサ。数すうヶか月げつ前、学院都市に潜入し、学院生に呪じゆ装そう刻こく印いんを売りつけていた〈骸連盟マーダーズ〉の商人だ。裁判によって死刑を宣告された彼女だが、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉との取引によって、かろうじて助命された。しかし、犯したその罪の重さを考えれば、ふたたび日の光を見ることは叶かなわぬだろう。

「私が愚おろかだった。魔女の庭なんかに、手を出すべきじゃなかった──」

　なにを思い出したのか、彼女は爪を噛かみ、ガタガタと震えた。

「……ふん、冗談じゃねーぞ」

　少年は吐き捨てるように言うと、今度は片腕で倒立をはじめた。

「……俺おれは絶対にここを出てやる」

　獰どう猛もうに笑う少年の左腕は、だらりと垂れ下がっている。傷は癒いえたものの、まともに剣が振るえるようになるまでは、まだ支障があった。

「──そして、あの男を殺す」

　照明のかすかな明かりに、刻印を刻んだ顔が浮かび上がった。

　ジオ・インザーギ。鉱山都市の戦いでカミトに敗れ、帝国に囚とらわれた元〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技能者だ。片腕を斬られ、呪装刻印の力も失った彼だが、その瞳に宿る憎ぞう悪おの炎はいまだ燻くすぶり続けている。

「──殺す、殺す、殺す、殺す、殺す！」

　倒立したまま、呪じゆ詛そのように繰り返す。しかし、その憎悪を叩たたきつけるべき、肝心の少年の顔を、彼はいまだに思い出すことができなかった。

「くそっ、闇やみ精霊め、俺の記憶を消しやがって──」

　その少年に関する記憶だけが、ぽっかりと消えているのだ。

　帝国の騎士団に引き渡されたとき、彼女に何かの魔術をかけられたに違いない。ジオの復ふく讐しゆうを阻そ止しするためか、それとも、その少年のことを騎士団に喋しやべられると、なにか不都合でもあったのか──

「俺は必ず見つけ出してやるぞ。この俺の左腕を奪った男を」

「……無駄よ。この監獄から脱出できた人間はいないわ」

「はっ、やってみなきゃ、わからねーだろうが！」

　ジオはタッと床に着地すると、鉄格子を殴りつける。

「おりゃあああ……って、痛いてえええええっ！」

　指の骨が折れる音が聞こえた。檻おりには精霊魔術による強化をほどこしてあるのだ。たとえ〈教きよう導どう院いん〉の暗殺技能者でも、素手で破壊できるものではない。

「……はあ。馬ば鹿かすぎて涙が出るわ」

「……っ、うるせえ！」

　床に唾つばを吐き捨て、こんどは通路の反対側を向く。

「よお、あんたはどうだ？　娑しや婆ばじゃ、相当の使い手だったと聞くぜ」

「……」

　だが、暗くら闇やみに閉ざされた独房の奥から返ってきたのは、沈ちん黙もくだった。

「……ちっ、しけてやがる。どいつもこいつも──」

　ジオ・インザーギが床に寝転がった、そのときだ。

　突如、凄すさまじい震動が監かん獄ごくの最下層を揺らした。

「……な、なんだ!?　さっきの、俺おれのパンチのせいか？」

　ジオが叫んだ、その瞬間。

　ズドオオオオオオオオオンッ──！

　轟ごう音おんと共に、監獄の天井が崩落した。

「……なっ!?」

　絶句して、目を見開くジオ。

　崩れ落ちた天井。積み重なる瓦が礫れきの山と砂煙の向こうに──化け物の姿があった。

　不気味に膨ふくれ上がった胴体。一本一本が、監獄の支柱ほどもある巨大な足。

　暗闇に真しん紅くの複ふく眼がんを輝かせる、途と轍てつもなく巨大な大おお蜘ぐ蛛もだ。

「……軍用精霊!?　なんでこんな場所に──」

「敵襲、敵襲だ！」「ば、馬鹿な……」「この監獄に襲しゆう撃げきなど──ぐあああっ！」

　監獄を守る兵士たちの間で、怒ど号ごうと悲鳴があがった。帝都の中心部が襲撃されるなど、誰も想像だにしない事態だったのだ。

「あはっ、蹴け散ちらしなさい──〈ウンゴリアント〉！」

　可か憐れんな少女の声が、地下の暗闇に響く。巨大な大蜘蛛型の精霊は、八本の脚を振り回し、周囲の壁ごと群がる兵士を薙なぎ倒した。

「……っ、あの女……！」

　ジオは、小柄なその少女の顔に見覚えがあった。

　頭の両端でくくった暗灰色アツシユグレイの髪に、透き通ったアイスブルーの瞳ひとみ。

「てめえ、〈教導院〉の第二位──ミュア・アレンスタールか!?」

「……んー？」

　大蜘蛛の頭に乗った少女が振り向き、目をすがめてジオを見た。

「……ひょっとして、ジオ・インザーギ？　あんた、そんなとこで何やってるの？」

「……っ、見りゃわかるだろーが、くそったれな騎士どもに掴つかまったんだよ！　つーか、なんだ？　俺おれを助けに来たんじゃねーのか？」

「……はあ？」

　ミュア・アレンスタールは、心底呆あきれた顔で、

「なんでこの私が、おまえみたいな雑ざ魚こを助けに来なきゃいけないのよ？」

「なっ……雑魚だと!?　て、てめえええええ！」

　怒りにまかせて檻おりを殴るジオ。無論、鉄格子はびくともしない。

「おい、早くここから出せ、〈怪物モンストル〉！」

　ミュアに向けて叫んだ、その瞬間。

　ジオの眼前に、巨大な蜘く蛛もの脚が振り下ろされた。

　真まっ二ぷたつに両断される石の地面。ジオの額ひたいを冷たい汗が流れ落ちる。

「ミュア、その名前で呼ばれるの、すっごく嫌いなの。檻ごとひねり潰すわよ」

「──ミュア、そんな奴やつに構うな！　攪かく乱らんに集中しろ！」

　響きわたる怒ど号ごうと戦闘音の中、もう一人の少女が蜘蛛から飛び降りた。

「〈十二騎将ナンバーズ〉が派遣されて来たら面倒なことになる」

「ふん、わかってるわよ、リリィ──」

　大おお蜘ぐ蛛も型の軍用精霊が大量の糸を吐き、監かん獄ごくの兵士を一網打尽にする。着地したリリィはジオの独房の前を通り過ぎ、ヴィヴィアン・メローサの檻へ駆け寄った。

「お、おいてめえ、俺を無視するな！」

「黙れ、偽魔王。貴様などいらん──」

　精霊鉱こう石せきの照明が、檻の隅でうずくまるヴィヴィアンの姿を照らしだした。

「──〈骸連盟マーダーズ〉の商人、ヴィヴィアン・メローサだな」

「……」

「紅蓮卿カーデイナルがお前の力を所望されている、光栄に思え」

「……放ほうっておいて。私はここで朽ちるのが似合いよ」

　ヴィヴィアン・メローサはうずくまったまま、少女に虚うつろな言葉を返した。〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉への恐怖心が、精神の奥底にまで刷り込まれてしまっているようだ。

「自由の身になりたくはないのか？」

　と──

「そこに居たければ好きにするがいい。私も貴様に強制するつもりはない──」

　カツン、と硬質な軍ぐん靴かの音が、暗くら闇やみの奥で響く。

　姿を現したのは、教国の軍服に、真しん紅くの仮面を装着した女だ。

　ヴィヴィアンは息を呑のみ、ジオさえも彼女の放つ強烈な存在感に口をつぐんだ。

　その二人を無視して、彼女はまっすぐに一番奥の独房へと足を進める。

　この事態に一切動どう揺ようせず、一人沈ちん黙もくを貫つらぬく囚人のもとへ──

「お、おいてめえ、無視するな──」

　我に返ったジオが、その背中に向かって叫んだ。

「……なんだ？」

「あんた、力を必要としてるんだよな？　だったら、俺おれを使えよ。〈教きよう導どう院いん〉で唯一〈魔王〉の後継者としての力を宿した、この俺を──」

「〈魔王〉の後継者だと？」

　紅蓮卿カーデイナルが、足を止めて振り向く。

「……ああ、そうだ。俺こそが、あの魔王スライマンに最も近い男だ」

　唇くちびるの端を歪ゆがめて笑うジオ。

　仮面の奥で、紅玉ルビーの瞳ひとみが鋭く光った。

「面白い。その力、私のために役立ててみるがいい」

　彼女の指先がジオの独房の檻おりをなぞる。──と、指先に生まれた炎が、魔術で防護された鉄格子を一瞬にして舐なめ溶かした。

「ふん、紅蓮卿の寛かん大だいさに感謝するのだな、ジオ・インザーギ」

　リリィが鋭くジオを睨にらむ。

　が、自由の身になったジオは素早く飛び出すと──

「……感謝ァ？　はっ、残念だったな、お人ひと好よしのお嬢さん！」

　そのまま走って暗くら闇やみの中へ走り去ってしまった。

「ジオ・インザーギ、貴様っ！」

「捨て置け。あんな小物はどうでもいい」

　激げつ昂こうするリリィをたしなめ、紅蓮卿は奥の独房に向き直った。

　独房の前で足を止める。──と、檻の中の気配がかすかに揺れた。

「私になんの用だ。偽レン・アッシュベル」

「ほう、気付いていたか」

　彼女は軽い驚きの声を口にした。

「生憎あいにく、私は本物のほうを知っているのでな」

「なるほど。お前は、彼女と二度も剣を交えたことがあるのだったな」

　指先に灯ともした炎が、独房の中に立つ囚人の姿を照らしだした。

　燦さん然ぜんと輝くブロンドの髪。透き通ったアイスブルーの瞳は、この監かん獄ごくの最下層にあって、なお強い意志の光をたたえている。

「単刀直入に言おう、誇り高き騎士よ。私は、お前の力を欲している」

「私は罪を償つぐなう身だ。そのような甘言に乗ると思うのか？」

　仮面の少女を睨み据え、檻の囚人は吐き捨てた。

「罪を償う、か。ならば、貴様はなおさら私のもとに来るべきだ」

「……なんだと？」

　紅蓮卿は仮面を外し、彼女にその素顔を見せた。

「──私は、この世界を救おうとしているのだから」
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　今朝方、学院を出立してから、数時間。街道沿いに馬を走らせ続けたカミト達たちは、遠方にキリア山脈を望む〈霜の街フロスト・タウン〉までやって来た。

　リンスレットの故こ郷きようへ向かうには、目の前に聳そびえる、峻しゆん険けんなキリア山脈を越えなくてはならない。標高はドラクニアのケルブレス山脈に譲るものの、その険しさは大陸随ずい一いちといわれ、山やま裾すそに広がる広大な針葉樹林には、凶きよう暴ぼうな魔ま獣じゆうも多く生息しているという。

　整備された山道もあるにはあるのだが、大雪に見舞われる冬場は、その山道さえ使われることはない。ローレンフロストと帝都を行き来する商人は、山脈を迂う回かいする南のルートを通るのが普通だ。

（……まあ、俺おれたちはそうはいかないけどな）

　と、馬上のカミトは白い息を吐く。

　山脈を迂回するルートでは〈氷ひよう華かの森〉まで何日もかかってしまう。最短で向かうには、キリア山脈の中央を突破するしかない。

　すでに陽ひは沈みかけ、馬の疲労も限界に達している。出発前、エリスに授じゆ与よされた〈風の加か護ご〉がなければ、今日中に街へたどり着くことはできなかっただろう。

「しかし、ここまでくるとまるで景色が違うな──」

　街の門前で、カミトは感かん嘆たんの声を漏らした。街も城壁も真っ白な雪に覆おおわれている。

「この街の門を越えれば、一応、ローレンフロスト領内に入りますわ」

　リンスレットは優ゆう雅がに馬を下りると、門もん衛えいにローレンフロストの家紋である大狼ダイアウルフの紋もん章しようを見せた。衛兵は恐縮する様子を見せ、すぐに街へ入る許可を出してくれた。

　城門に併設された厩きゆう舎しやに馬を預け、街の中へ入る。一歩足を踏み入れた途と端たん、旅人へ恩おん恵けいを与える〈風の加護〉が解け、二人を覆う風のフィールドが消失した。街の庇ひ護ごを受けた者は、旅人とは見なされないのだ。

「さ、寒いな。……早くどこか宿を探そう」

「では、あそこで温かい食事をとりましょう」

　リンスレットが指差したのは、〈陽気な狐きつね亭〉という札のかかった酒場宿だった。
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　酒場のテーブル席を無視して、リンスレットはカウンター席のほうへ向かった。

　燦さん然ぜんと輝く美しいプラチナブロンドの髪に、店中の視線が集中する。

（……まあ、当然だよな）

　カミトは胸中で肩をすくめた。とくに客の柄が悪いというわけではないが、お世辞にも、貴族の令れい嬢じようが足を運ぶような店ではない。

　だが、リンスレットは堂々とカウンターのほうへ歩いていくと、

「熱あつ々あつのホットワインをくださいな。このお店で一番上等なものを」

　貴族の客に目を丸くしている店主に向かって、注文を伝える。

「き、貴族のお嬢じよう様さま……この店で一番のワインはアーバー産の十年物ですが」

「それで構いませんわ。あと、簡単な食事を」

「じゃあ、俺おれもそれで──」

　カミトはリンスレットの横に腰掛けた。

「リンスレットは、お酒飲めるのか？」

　アレイシア精霊学院では、学院生の飲酒は基本的に禁止されている。例外は、姫ひめ巫み女こが神楽かぐらを奉ほう納のうするときくらいのものだ。

「ローレンフロストの領民は、身体からだを温めるのに、よくホットワインを飲みますの。ひと口飲むだけで、身体がぽかぽかになりますのよ。……カミトさんは？」

「俺は、まあ、たしなむ程度だな」

　カミトは曖あい昧まいな返事をした。酒そのものに弱い、というわけではない。ただ、昔グレイワースの晩ばん酌しやくに毎晩付き合わされたのがトラウマになっているため、積極的に楽しむほどではない、というのが正直なところだ。

　カウンターにホットワインのグラスがふたつ置かれた。生姜しようがと柑かん橘きつ系けいの果物の甘い匂いがする。舐なめるようにひと口飲むと、喉のどがカアッと熱くなった。

「……たしかに、これは効きくな」

　身体の内側からポカポカ温かくなる感じだ。

「ええ、ローレンフロストの冬には欠かせない飲み物ですわ」

　グラスに上品に唇くちびるをつけるリンスレット。彼女の頬ほおはほのかに赤く、薄暗いランプの下で、ちょっと色っぽく見えた。

（……な、なにをドキドキしてるんだ、俺は）

　彼女の横顔から、あわてて視線を逸そらすカミト。

「ところで、ちょっとお尋ねしたいのですけれど──」

　と、リンスレットがグラスを置き、口を開いた。

　声をかけた対象はカミトではなく、カウンターの奥に立つ店主だ。

「この大雪は、毎日続いていますの？」

（……なるほど、な）

　カミトは、リンスレットが酒場のカウンター席に座った理由に思い至った。キリア山脈に入る前に、少しでも地元の詳しい情報を得ておきたかったのだろう。

「はい、貴族のお嬢様。毎日というわけではございませんが、ここ二週間ほどはずっとでございます。帝国の代表が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝したというので、このあたりの気候も穏やかになると期待したんですがねえ……」

　嘆なげく店主の言葉に、カミトは一瞬ドキッとするが──

（……まあ、大丈夫か）

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を観戦したのは、大陸各国の貴族たちだ。〈チーム・スカーレット〉の名前はともかく、カミトたちの顔までは知られていないだろう。

「雪が降りはじめてから、キリア山脈に入った人間は一人もいないのか？」

　と、今度はカミトが聞く。

「無理ですよ。あの吹雪ふぶきの山を越えるのは自殺行為です。それに──」

　と、店主は声のトーンを落とし、

「雪だけじゃありません、あの山には魔物も出るって噂うわさですよ」

「……魔物？」

　カミトはリンスレットと顔を見合わせた。

「最近、山の近くを飛ぶ〈氷ひよう竜りゆう〉を見たって噂が、街まち中なかで飛び交っているんです」

「氷竜を？」

「ローレンフロストの〈氷竜〉は絶滅しましたわ。なにかの見間違いではなくて？」

　リンスレットが店主に反論した。

　たしかに、強大な竜種はオルデシア帝国にも生息する。だが、それはドラクニアと国境を接した東側の領地だ。このローレンフロストまで飛んで来るとは考えにくい。

「ええ。ですから、街の人間の中には〈ジルニトラ〉復活の前触れなんじゃないかって噂してる連中もいますよ。〈氷竜〉はかの守護精霊の眷けん属ぞくですからね」

「わたくし、そんな与よ太た話に興味はありませんわ」

　リンスレットは憮ぶ然ぜんとして言った。

「あくまで噂ですよ、貴族のお嬢じよう様さま。私にも確かなことはわかりません。わかるのは、いまあの山に入るのは自殺行為だってことだけです」

　店主は首を横に振った。

（……雪山の魔物、か）

　話し込む二人をよそに、カミトはひとり考え込む。

　竜種はたしかに強大な種族だが、いまのカミトにとっては雑ざ魚こも同然だ。実際、竜種より強大な魔物や精霊を倒したことは何度もある。

（……しかし、歩くことさえ困難な雪山となると、な）

　もし断崖絶壁で襲われたら、リンスレットを守りながら戦えるかどうか──

「とにかく、今夜はこの街で休んだほうがよさそうですわね」

「……そうだな。明け方に出発しよう」

　夜の雪山で強行軍は無謀すぎる。それに、身体からだの疲労も相当溜たまっていた。

　酒場で出された夕食は、カブとレンズ豆のスープ、黒パン、干した果物に、塩漬けの鮭さけをソテーしたものだった。

　質しつ素そな食事だが味はよく、空腹なカミトにとっては最高のご馳ち走そうだった。

　ホットワインで身体も温まり、二人は夕食を十分に堪たん能のうした。

　……問題が起きたのは、その後だ。
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「……部屋が空いてない？」

「ええ。大雪に足止めを喰くらって、この〈霜の街フロスト・タウン〉に逗とう留りゆうする旅行者が多いんですよ」

　宿の主人は申し訳なさそうに首を振った。

　……この宿の部屋は、一人分しかないというのだ。

　それも、普段は宿泊部屋として使われることのない、物置同然の部屋だという。

　そんな部屋、お嬢じよう様さま育ちのリンスレットが耐えられるとは、とても思えない。

　というか、それ以前に、カミトと一緒の部屋というのが一番の問題だ。

「……仕方ない。別の宿を探すか」

「どこも一いつ杯ぱいだと思いますよ。中には馬小屋に寝てる奴やつもいるって話です」

「馬小屋って……凍死するぞ」

「路上で寝るよりはましでしょう。どうします？　料金はまけておきますがね」

　カミトはリンスレットの方を振り返った。

　リンスレットは頬ほおを赤くして、なにか小声でぶつぶつ呟つぶやいている。

「……～っ、い、一緒のお部屋なんて、そ、そんなの……」

「なあ、リンスレット──」

「は、はいっ!?」

　カミトが声をかけると、リンスレットは上うわ擦ずった声で返事をした。

「この街の領主は、ローレンフロスト家の家か臣しんなんだよな。リンスレットの身分を明かせば、屋敷に泊めてくれるんじゃないか？」

　それは、カミトなりに考えた現実的な提案だったが──

「それはもちろん可能ですけれど、いえ……」

　リンスレットは口ごもり、首を横に振った。

「わたくし、貴族として、そのような真ま似ねはしたくありませんわっ」

「……そ、そうか」

　……そうだった。このお嬢様は人一倍誇り高い貴族なのだ。主家の威い光こうを盾に、そのような頼みごとをするなど、彼女のプライドが許さないのだろう。

　リンスレットは覚悟を決めたように、酒場の主人をキッと睨にらんだ。

「構いませんわ。その部屋に案内してくださいな」

「……リンスレット？」

「べ、べつに、カミトさんと一緒の部屋だからといって、わたくしは気にしませんわ。カミトさんだって、いつもクレアと同じ部屋で寝ているでしょう？」

「それはそうだが……」

「そ、それとも、わたくしと一緒の部屋では……嫌、ですの？」

　リンスレットは薄うす紅べに色いろの唇くちびるを拗すねたようにとがらせた。

　透き通った翡翠色エメラルドの瞳ひとみが、上目遣いにカミトを見つめてくる。

「……わ、わかったよ」

　カミトはとうとう降参した。彼女が気にしないと言ってくれているのだから、これ以上、変に気を回すのは、逆に失礼にあたるだろう。

「その部屋でいい。案内してくれ」

「では、二階へお上がりください」

〈陽気な狐きつね亭〉の店主に案内され、二人は床鳴りのする階段を上った。

　案内された部屋は、たしかに物置だった。

　店主が照明をつける。部屋を見回した瞬間、二人は揃そろって絶句した。

「こ、これは、予想以上に……」

「手て狭ぜま……ですわね……」

　そう、一人部屋としても相当に狭い。当然だが、ベッドはひとつしかなく、その上にテーブルや椅子が乱雑に積まれている。床は埃ほこりまみれで、掃除をした形跡もない。

「こんな場所で申し訳ありませんが、好きに使ってください」

　リンスレットはおそるおそる足を踏み入れた。

　大きな床鳴りがして、大量の埃が舞う。

「お風呂……は、ありませんのね」

「個室に風呂が付いてるのは、学院の寮りようくらいだろ」

　カミトは肩をすくめて言った。数すうヶか月げつ前、レスティアを探して旅をしていたときは、カミトもよくこんな部屋に泊まっていたものだ。

「……本当にここでいいのか？」

「も、もちろん、ローレンフロストの狼おおかみに二言はありませんわ！」

　リンスレットは覚悟したように頷うなずくと、床に落ちている柄の折れた箒ほうきで、周囲の埃を手早く掃きはじめた。

　……数十分後。部屋は見事に片付いていた。

「おお、意外となんとかなるもんだな！」

「ふっ、わたくしの手にかかれば、こんなものですわ」

　ふふんと自慢げに胸をそらすリンスレット。

　床は綺き麗れいに磨き上げられ、散乱していたガラクタも片付いている。本職のメイドさんも顔負けな彼女の手て際ぎわに、ちょっと見み惚ほれてしまったほどだ。

「さあ、明日に備えて早く寝ますわよ。は、早く入ってくださいな」

　彼女はベッドシーツをパンッと伸ばし、カミトの方を振り返る。

「いや、それは……」

　カミトはあわてて首を振る。部屋が片付いたとはいえ、ベッドがひとつであることに変わりはない。当然、カミトは適当に床で寝るつもりだったのだが──

「床で寝たのでは、疲れが十分にとれませんわ」

「けど、二人同じベッドってのは、さすがに……」

「でしたら、わたくしがフェンリルを枕にして床で寝ますわ」

「……わ、わかった！　俺おれもベッドで寝るから、それはやめてくれ！」

　そこまで言われては、カミトも降参するしかなかった。リンスレットを床に寝かせたとあっては、ローレンフロストの家か臣しん団に殺されてしまう。

（……ひょっとして、俺のほうが意識しすぎなのか？）

　やれやれと肩をすくめ、ベッドの方へ足を向けるカミト。

　と、リンスレットがシーツを持ったまま硬直した。

「あの、カミトさん？」

「え？」

「カミトさんがここにいては、着替えることができませんわ！」

「わ、悪い！」

　カミトはあわてて部屋の外に出た。

　そのまま、しばらく部屋の扉の前で待っていると──

「きゃあっ、な、なんですの、この寝ね間ま着きは！」

　小さく悲鳴のような声が聞こえてくる。

「リンスレット？」

「い、いえ、その……もう入っても大丈夫ですわ」

「ああ……」

　ようやく許可が出たので、カミトは深呼吸してから扉を開けた。

（……っ！）

　そして、カミトは思わず、息を呑のみこんだ。

　リンスレットの着ている寝間着は──

　精せい緻ちな刺し繍しゆうのほどこされた、極ごく薄うすレースのネグリジェだったのだ。

（し、下着、完全に透けてるぞ……！）

　薄うす絹ぎぬ越しに、清せい楚そなデザインの下着が透けて見える。

　と、リンスレットはあわてて毛布をつかみ、胸もとまで引き上げた。

「ち、違いますのっ！　こ、この寝間着はキャロルが間違えて……わたくし、普段はこのような破は廉れん恥ちな寝間着で寝ているわけでは……」

　ほとんど消え入りそうな声で呟つぶやくリンスレット。

　……どうやら、キャロルがまたドジを踏んだようだ。

「そ、そうか……」

　ゴクリ……カミトは妙な緊きん張ちようを覚えつつ、部屋に足を踏み入れた。

　ベッド脇にあるランプの明かりが、羞しゆう恥ちに火ほ照てる彼女の顔をほのかに照らす。

　カミトが近付くと、彼女は恥ずかしそうに毛布で顔を隠した。

「……えっと、本当に……いいのか？　その、一緒のベッドで……」

「き、貴族に二言はありませんわ！」

　ふいっとそっぽを向くリンスレット。

　カミトはエストを壁にたてかけると、手早く制服を脱ぎ、自身も寝ね間ま着きに着替えた。

　内心の動どう揺ようを隠しながら、毛布に潜り込む。

　粗そ末まつなベッドは硬く、冷たい。学院のベッドとは大違いだ。

「えっと、毛布一枚で寒くないか？」

　リンスレットと背中合わせに寝たカミトは、ランプの火を消した。

「火の精霊鉱こう石せきを、無駄使いするわけにはいきませんわ」

　耳もとでリンスレットが囁ささやく。

「それに、キリア山脈はもっと寒いんですのよ」

「そうだな……」

　毛布の中で身震いするカミト。

　と、暗くら闇やみの中で衣きぬ擦ずれの音がして──

　ふよんっ♪

　リンスレットの両腕がカミトの背中を抱きしめた。

「リ、リンスレット!?　何を──」

「こ、こうしていれば、少しは温かくなりますわ」

　カミトの背中に顔を埋うずめるようにして、呟つぶやくリンスレット。

「た、たしかに、身体からだを温めるには人肌が一番、ではあるが……」

　両腕で抱きすくめられたままカミトは、カチコチに硬直した。

　繊せん細さいな髪の毛の先が、首筋の肌に触れてくすぐったい。

（……さすがに、マズイだろ、これは！）

　カミトはなんとか体勢を変えようと、毛布の中で身じろぎした。

　ふよんっ♪

「ぁ……んっ……♪」

「……！」

「カ、カミトさん……急に動くと、擦こすれて、あんっ……」

「……こ、擦れる？」

　ふよんっ、ふよんっ♪

「……ぁ、んんっ……♪」

　体勢を変えようとするたび、耳もとで変な声が上がる。

「んっ……はぁ、はぁ……もう、意地悪ですわ……」

　無理に体勢を変えようとすると、下着が擦れて逆効果のようだ。

（こ、こうなったら、あれを使うしか……！）

　カミトは目を閉じると──

　ふっと全身の力を抜き、心を無にした。

「……カミトさん？」

「くー、すー……」

　……つんつん。

「すー……」

　頬ほおをつつかれてもピクリともしない。〈無心の行〉は、訓練された暗殺者技能者の技術だ。素人に看かん破ぱできるものではない。

「……もう、寝てしまいましたのね」

　リンスレットはちょっと残念そうに呟つぶやくと、

「では、わたくしも寝なくては、ですわね」

　両腕の力を抜き、そのまま、すぅすぅ寝てしまった。

（……め、めちゃくちゃ寝付きがいいな）

　クレアも寝付きはいいほうだが、貴族のお嬢じよう様さまはみんなこうなのだろうか。

　疲れていたというのもあるのだろう。なにしろ朝から馬を走らせている。

　なんにせよ、カミトはほっと安心すると、こんどはリンスレットの胸があたらないように、毛布の下でゆっくりと体勢を変えた。

　明日は強行軍だ。日暮れまでに、氷風吹き荒れる山脈を越えなければならない。

　目を閉じて、今度こそ本当の眠りに落ちようとする。

　と──

「……もうすぐ、ですわ……ユーディア……」

　寝言だろうか、そんな囁ささやき声が彼女の唇くちびるから漏れ聞こえた。

（……ユーディア？）

　カミトはハッとした。

　ユーディア・ローレンフロスト。数年前、精霊王に奉ほう納のうする神楽かぐらに失敗し、永遠の呪じゆ氷ひように閉じ込められてしまった、リンスレットの妹だ。

　リンスレットが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場した目的は、彼女を救うためだった。しかし結局、その〈願い〉が叶かなえられることはなかった。イセリア・シーウォードの力が完全に戻るまでは、呪氷を破壊することはできないのだ。

　学院では高たか飛び車しやに振る舞っている彼女だが、心の中にはいつも、冷たい氷に閉ざされた妹のことがあるのだろう。

「わたくしが……きっと、あなたを救って……」

「……リンスレット」

　寝言を呟くリンスレットの手を、カミトはそっと握った。
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　翌朝。朝日が完全に昇る前に、カミトは目を覚ました。

「う……寒っ……めちゃくちゃ寒いな！」

　毛布をはだけ、冷えた空気を肺に吸い込む。

　大きく伸びをすると、粗そ末まつなベッドがみしりと音をたてた。

　カミトの横では下着姿のリンスレットがまだ眠っている。普段はなかなか見ることのできない、無む防ぼう備びであどけない表情だ。

　つい昨日の夜のことを思い出してしまい、カミトは頬ほおを熱くした。

　彼女を起こさぬよう、そっとベッドを抜け出し、部屋の隅にある小窓を開ける。

　吹雪ふぶきはやんでいたものの、雪は相変わらず降っていた。誰かが解き放ったのだろう、道に降り積もった雪を炎の精霊が溶かしている。街まち中なかで無む闇やみに精霊を解き放つことは帝国法で禁止されているが、この状況では仕方あるまい。

（……しかし、あっちのほうは、まだ大吹雪だな）

　カミトは遠くに見える山の稜りよう線せんに目を移した。

　山脈には分厚い雲が渦巻き、その頂いただきは隠されている。

「……宿の親父おやじは、魔物が出るとかなんとか言ってたが──」

「カミト、起きましたか」

「……ん？」

　部屋の中で聞こえた声に振り向くと──
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　そこにいたのは、雪の妖よう精せいさんだった。

「……エ、エスト、その格かつ好こうは!?」

　カミトは思わず目を見開く。

　エストはモコモコの防寒着に身を包んでいたのだ。

　両手にはめた大きな手袋。ふわふわのファーついた円えん筒とう形けいの帽子が可愛かわいらしい。

「この地方の標準的な防寒着です。この街の人の衣類を参考に構築してみました」

　無表情に呟つぶやき、その場でくるっと回るエスト。

　輝く白銀の髪が、陽光を浴びた雪のようにキラキラと輝く。

「カミト、どうですか？」

「ああ、可愛いぞ」

　カミトは素直な感想を口にした。

（……精霊は冷気を感じないはずなんだけどな）

　胸中でそんなツッコミを入れつつも、まあ、可愛いからいいかと思う。

　すると、エストはもう一度、くるっと回って──

「どうですか？」

「ああ、すごく可愛いぞ」

「嬉うれしいです、カミト」

　エストはくるくる回りはじめた。

　……くるくる。くるくる。

　……くるくる。くるくる。くるくる。くるくる。

「ふあ、カミト、目が回ってきました」

「うわ、大丈夫か！」

「……お二人とも、なにをしていますの？」

　目を覚ましたリンスレットが、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。
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　カミト達たちがキリア山脈へ向けて出立したのと、ちょうど同じ頃ころ──

　エルステイン領へ帰き省せいしていたクレアが、学院へ戻ってきた。

「……カミトってば、あたしがいなくて大丈夫だったかしら」

　気分よく鼻歌を歌い、レイヴン教室寮りようの廊ろう下かを歩きながら、そんなことを呟く。

　その手にはエルステイン名物の温泉まんじゅうの箱。

　カミトと一緒に食べるために買ってきたお土産みやげだ。

「きっと、あたしがいなくて寂しがってるわ。……ちょっと悪いことしちゃったかも」

　家族と幸せなひと時を過ごしたクレアは、とにかく上機嫌だった。

「今度は、カミトも一緒にエルステインの温泉に行こうかしら。カミトには、いつもご飯とか作ってもらってるし、その、日ひ頃ごろの感謝を、ね──」

　廊ろう下かのガラス窓の前で、ピタリと足を止める。

　ツーテールの髪を手て櫛ぐしで整え、制服の乱れがないか細かくチェックする。

（……な、なに意識してるのよ、あたし）

　なぜか緊きん張ちようしている自分に気付いて、頬ほおを赤くした。

（た、たった数日、顔を見ていないだけなのに……）

　こほん、と咳せき払ばらいして、クレアはまた歩き出した。

（フィアナは諸国会議でいないし、部屋で、ふ、二人きりなのよね……）

　寮りようの部屋が近付くにつれて、心臓がドキドキと高鳴る。

　部屋の扉の前までやってくると、ひとつ深呼吸して、扉を開いた。

「カミト、帰ったわ……よ？」

　扉の取っ手を掴つかんだまま、クレアはきょとんと首を傾かしげた。

　……部屋には誰も居ない。

「……えっと、カミト？」

　きょろきょろと見回してみるが、やはり、どこにもいないようだ。

　買い物にでも行っているのだろうか。

「……～っ、もう、なによ……」

　クレアはお土産みやげをテーブルの上に投げ出し、ぽふっとカミトのベッドに寝転んだ。

「なんか緊張して損したじゃない」

　不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやき、髪先を人差し指で弄もてあそぶ。

「なによなによ、カミトのばか……」

　……ぽすぽすぽすっ。

　適当に枕に八つ当たりしてから、むぎゅっと顔を埋うずめた。

（……この枕、カミトの匂いがするわ）

　そのまま、枕をぎゅーっと抱きすくめる。

　近頃のクレアの習慣だった。……こうしていると、なんだか妙に落ち着くのだ。

（買い物なんていいから、は、早く帰ってきなさいよね、ばかっ……）

　……枕に顔を埋めたまま、すーはーと息を吸い込む。

「……んっ……カミ……ト……」

　……どうしよう。たった数日会えなかっただけで、こんなにも寂しい。

　早く声を聞きたい。また優しく頭を撫なでて欲しい。

　……こんなにも、カミトの顔が見たいのに。

「……～っ、うー……はーやーくー、帰ってきなさいよー……」

　……ごろごろ。ごろごろごろごろ。

　カミトの枕に顔を押しつけたまま、クレアはベッドの上を転がった。

　そのまま、こてん、とベッドから転がり落ちて──
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「……ん？」

　床に何か落ちている。……なにかのメモのようだ。

「……なにかしら？」

　クレアは起き上がると、メモを拾って読みあげた。

「……えーっと……しばらく旅に出る。夕飯は外食して……くれ……」

　ワナワナと手が震え、紅ぐ蓮れんの髪が燃える炎のように逆立った。

「って、どういうことよ─────！」

　クレアの手の中で、メモは灰となって燃え落ちた。




　……その一時間後。

　スカーレットの尻尾しつぽによるモフモフくすぐり刑に、キャロルはあっさりと口を割った。





　　　　◇






　学院都市。聖セラエル医い療りよう院の一室で──

「エリス・ファーレンガルトさん、今日で退院よ。おめでとう」

　治ち癒ゆ師の姫ひめ巫み女こが、エリスに向かってそう告げた。

「それにしても、驚いたわ。精霊使いの自然治癒力は一般人に比べればはるかに高いけれど、まさか、こんなに早く回復するなんて──」

「……うむ、私自身、驚いている」

　エリスは真剣な表情で頷うなずいた。

　少なくとも、退院まであと数日はかかると思っていたのだ。

「なにがあったか、心あたりはある？」

　担当の治ち癒ゆ師が不思議そうに訊たずねる。

　当然の疑問だろう。聖精霊か水精霊と契けい約やくしているのであればともかく、彼女の契約している風精霊では、このような急激な回復は見込めない。

「い、いや、これといって心当たりはないが……」

　エリスはあさってのほうへ視線を向けた。

「……ふーん、本当に？」

「も、もちろんだ！」

　疑わしげに睨にらんでくる治癒師。エリスはむきになって言い返した。

　……無論、心当たりがないというのは嘘うそである。

　エリスの体調が急激に回復しはじめたのは、昨日のあの時からだ。

（……あのとき、なにか見えない力が私の中に流れ込んできた、ような気がした）

　そっと唇くちびるに手をあてる。頬ほおがカアッと熱くなった。

（……～っ、わ、私はなんという破は廉れん恥ちなことをっ！）

　率先して風紀を守るべき騎士団長として、学院生に申し訳がたたない。けれど──

　唇は正直だ。頭の奥が甘く痺しびれるような、あの甘かん美びな感触を覚えてしまっている。

「……エリスさん、どうかしましたか？」

「な、なんでもないっ！」

　エリスは顔を真まっ赤かにして、首をぶんぶん振った。

　医い療りよう院を退院したエリスは、騎士団への復帰を報告すべく、学がく舎しやのほうへ足を向けた。

（……それにしても、本当に不可解だ）

　街の大通りを歩きながら、胸中で呟つぶやく。

（まさか、カミトの力が私に逆流してきた、というわけでもあるまいが──）

　たとえば、フィアナは肉体的接触による魔術でカミトに治癒をほどこすが、それでカミトの力が逆流した、ということはないようだ。

（……こ、これは、もう一度、け、検証してみる必要があるな）

　あくまで検証のためだからな──と、一人納得するエリス。

　──と、その時。通りの向こうで騒ぎの声が聞こえた。

「……む、なんだ？」

　すぐに真剣な騎士の顔になり、声のした方へ視線を向ける。

　と、広場の方で、火がメラメラと燃えあがっているのが見えた。

　……普通の火ではない。あれは精霊の発する炎だ。

「学院都市で精霊を顕けん現げんさせるとは……風紀違反だぞ！」

　エリスは早速、騒ぎの起こっている広場へと走った。

　だが、いざ広場に駆けつけてみると、そこにいたのは──

「なっ……クレア!?」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　背中に大量の荷物を背せ負おい込んだ、クレアだった。

　紅あかいツーテールの髪が、炎を纏まとって揺れている。

　契けい約やくしている精霊の属性が、契約者自身に影響をおよぼす現象である。

　遠目に見えた炎の正体は、これだったのだ。

「ク、クレア、一体どうしたのだ？」

　エリスが声をかけると、クレアはキッとエリスを睨にらんだ。

「……どうもこうも、ないわよ」

　その迫力に、エリスは思わず立ち止まった。

　……ものすごく、怒っているようだ。

「カ、カミトが、あたしをのけ者にしてっ、う、うう～……！」

　クレアの目に涙が溢あふれ、燃えるツーテールの髪がしゅんと萎しおれた。

「……ま、まてまて。よくわからないが、とにかく事情を話すがいい」

「う、うん……ぐすっ……」

　──広場のベンチで、クレアは事情を話した。

「……リンスレットと二人きり、だと!?」

　昨日、見舞いに来てくれたとき、カミトは確かにローレンフロストに行くと言った。

　しかし──

「ふ、二人で旅をするなどとは、聞いていないぞ！」

　エリスはむっと唸うなった。これはゆゆしき事態である。

　なぜなら、二人で旅をするということは──

（……い、一緒に外泊するということではないかっ！）

　想像して、エリスは顔を真まっ赤かにした。

　……いや、カミトのことは信頼している。たとえ二人きりの旅行でも、決して不ふ埒らちな真ま似ねはしないだろう、とは思う。しかし、旅は男女の仲を急接近させるという。そうなれば、何が起きてもおかしくはない。

　それに、クレアはカミトを追いかける気満々のようだ。

「……わ、私も行くぞ！」

　と、エリスは口にした。

「……え？」

　泣き腫らしたクレアが、きょとんと首を傾かしげる。

「べ、べつにいいわよ、あんたは来なくても。っていうか、騎士団の仕事は？」

「異性が二人きりで旅行などと、そのような破は廉れん恥ちなことを見過ごすわけにはいかぬ。風紀の乱れを正すことこそ、騎士団の仕事だ」

「そ、そんなの詭き弁べんよ。来なくていいわ」

「ふん、本当にいいのか？」

「……どういうこと？」

　エリスは人差し指をたてて説明した。

「いいか、二人が学院を発たったのは昨日の昼ひる頃ごろだ。いまから追いかけていたのでは、あまりに時間がかかりすぎる」

「それは、たしかに、そうだけど……」

「だが、飛行と探索能力に優れた私の魔風精霊の力を使えば、今日明日中に追いつくことも、不可能ではあるまい」

「ぐ……」

　クレアは反論の言葉を詰まらせる。

　……たしかにエリスの言う通りだった。

「さあ、どうする？」

「うう～っ！」

　──そんなわけで。

　結局、クレアはエリスと一緒にカミトを追うことになったのだった。





　　　　◇






「ルミナリス様、あの木には見覚えが──」

「……っ、また同じ場所か。ここは一体どうなっている」

　──〈氷ひよう華かの森〉の深しん奥おう部。降り積もる雪と、濃い霧のたちこめる森の中を、聖国の騎士団はもう何十時間も彷徨さまよっていた。

　中心に近付くにつれて、霧はいよいよ深くなり、木々の姿をした精霊たちはその姿を巧みに変化させ、侵入者の目を惑わそうとしてくる。

　まるで、森全体が彼女達たちを拒んでいるかのようだ。

（……というか、実際そうなのだろうな、これは）

　ルミナリスはその端たん正せいな顔に、苦渋の表情を滲にじませた。

　武芸に優れた〈聖霊騎士団〉の精せい鋭えいとて、このまま雪の森を彷徨い続ければ、全滅の可能性もある。一方、霧が濃くなってきたということは、彼女たちが目的の場所に近づいているということでもあった。

　この霧は自然現象ではなく、魔術的な〈結界〉だ。

　あの闇やみ精霊の仕し業わざではあるまい。村の老夫婦が発見したとき、彼女はほとんど歩くこともできず、満足に口もきけない状態だったという。いまの彼女に、これほどの結界を作る力が残されているとは思えない。

（……間違いなく、エルフィム種族の〈結界〉だ）

　森を覆おおい尽くす規模の〈結界〉となれば、個人で展開するのは不可能に近い。おそらくは、古代の遺跡を礎いしずえとして展開されたものだろう。

　そして、十中八九、闇やみ精霊はエルフィム種族のもとにいるはずだ。

（……私達たちは、絶対に退ひくわけにはいかないのだ）

　ルミナリスは部下のほうを振り向き、指示を与えた。

「これより、我々は二手に分かれて行動する。森の中で古代の石せき碑ひや古樹を見かけた場合、種類を問わず無差別に破壊しろ。それが〈結界〉の礎となっている可能性がある」

「……っ！」

　部下の四人は顔を見合わせた。

「し、しかし、それは協約違反に──」

　たとえ戦時中であってさえ、古代の遺跡を破壊することは、国家間の協約で禁止されている。ルミナリスはその協約を破れと言ったのだ。

「責任は私が負う。命令に従え、このまま雪に埋もれて死にたくなければな」

　ルミナリスの鬼気迫った声に、聖国の騎士たちは覚悟を決めた表情で頷うなずいた。
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　──〈霜の街フロスト・タウン〉を発たって、数時間。

　山の中腹まで登ったのは、それから更に数時間後だった。

　時間は正午のはずだが、空は分厚い雲に遮られ、太陽はまったく見えない。

　吹雪ふぶきはいよいよ勢いを増し、強烈な氷嵐ブリザードが吹き荒れる。

　視界は一面真っ白だ。

「……っ、前がほとんど見えないな！」

　吹雪の中、カミトはリンスレットに向かって大声で叫んだ。

　口を開けた瞬間、強烈な冷気が肺に吸い込まれる。

「フェンリルの尻尾しつぽから目を離さないで下さいな！」

　どこからか、リンスレットが叫び返してきた。

　彼女はフェンリルの背中に乗って前を進んでいるはずだ。しかし、視界が真っ白では、方向感覚もおぼつかない。

　リンスレットの声を頼りに、カミトは先導するフェンリルの姿を探した。

　正確には、フェンリルの尻尾に紐ひもでくくりつけられた、精霊鉱こう石せきの光を、だ。

　吹雪の中で揺れる光だけが、カミトを導く唯一の目印だった。

　視線の先に、かすかに揺れる光を確認すると、カミトは足の向きを変えた。深しん雪せつに足がめり込む前に、神威カムイを足裏に集中させ、擬似的な浮遊状態をつくる。雪山を歩くための技法だが、まともに使いこなすには高度な訓練を必要とする技だ。

（……これは、予想以上に体力が奪われる）

　学院の制服には、耐寒魔術の祈き祷とうが織り込まれている。その上に防寒着も着込んで、なおこの寒さだ。十分な備えもなしに入山すれば、間違いなく凍死していただろう。

　持ってきた火の精霊鉱こう石せきは、すでにふたつも使い切ってしまった。力を発散した火の精霊は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へと帰き還かんし、精霊鉱石はただの透明な石ころに戻っている。

　いっそ〈魔王殺しの聖剣〉の力を解放して、吹雪ふぶきを吹き飛ばしてしまいたい衝動に駆られるが、そんなことをすれば間違いなく大雪崩なだれが起きるだろう。

　カミトは歩くペースを上げ、ようやく、前を進むフェンリルに追いつく。

「……はぁ、はぁ……予想はしてたが、さすがにキツイな」

　息を切らし、カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を雪に突き立てた。

「ここからはもっと道幅が狭くなりますわ」

　フェンリルに騎き乗じようしたリンスレットが振り向く。

「そろそろ、休憩をしたいところですけど……」

「いや、雪に体力を奪われる前に、一気に突破した方がいい」

「それもそうですわね……」

　そもそも、休憩できるような場所はどこにもない。

　カミトは水筒を取り出すと、たっぷりの砂糖と生姜しようがを入れた紅茶をひと口含んだ。

　喉のどの奥がカアッと熱くなる。水筒には小さな火の精霊鉱石が入っていて、凍らないように工夫してあった。

「たしか、この先に登山者の作った小屋があるはずですわ。小さなかまどもありますし、あたたかいミルクを沸かして、パンケーキを作りましょう」

「それは楽しみだな」

　頬ほおに張りつく氷片をこそぎ、カミトは笑った。

　リンスレットのパンケーキは、この氷雪地獄の中で唯一の希望だ。

「しかし、これは──」

　と、カミトは分厚い雲に覆おおわれた空を見上げて言った。

「やっぱり、普通の吹雪じゃ、なさそうだな」

「……ええ。わたくしも、こんな雪は初めて経験しますわ」

　リンスレットがこくりと頷うなずく。

　たとえ飛行能力のある精霊でも、この吹雪の中をまともに飛ぶことは不可能だ。

「まさか、本当に〈ジルニトラ〉が……」

「……ジルニトラ？」

　と、カミトは気になって訊たずねた。

　──そういえば、昨日、酒場でもその名前を耳にした気がする。

「ローレンフロストに、古来から伝わる伝説ですわ」

　リンスレットは言った。

「〈ジルニトラ〉はローレンフロストの守護精霊。千年前の魔王戦争の際に、魔王スライマン配下の精霊たちと戦い、このキリア山脈に封ふう印いんされた、と」

「えっと、それはあくまで伝説……なんだよな？」

「ええ。そんな精霊が本当に存在したのかさえ、いまとなってはわかりませんわ」

　リンスレットは肩をすくめると、懐から大きめの精霊鉱こう石せきを取り出した。

「強力な〈火魔の庇ひ護ご〉の力を解放しますわ。下がっていてくださいな」

「ああ、わかった」

「──燃える庇護の炎よ、我らを護まもり給たまえ！」

　精霊鉱石に神威カムイを込め、彼女は解放の詞ことばを唱えた。

　刹せつ那な、精霊鉱石は激しい熱を放ち、温かい空気で周囲を覆おおう。

　精霊鉱石を中心に氷雪を防ぐ結界が展開し、真っ白だった視界が晴れわたった。

　そして、目の前に現れた光景に──カミトは思わず、息を呑のんだ。

　巨大な氷ひよう壁へきの谷が大きく口を開けている。崖がけ沿いの道は急に狭くなり、足を滑らせれば、谷底に真っ逆さまだ。

「……ここを歩くのか。難なん儀ぎだな」

「本当はもっとちゃんとした道があるのですけれど、それでは今日中に山を越えることはできませんわ」

「それなら、仕方ないな……」

　カミトは一歩、前に踏み出した。砕けた氷の欠片かけらがパラパラと谷底に落ちていく。

「急ぎましょう。〈火魔の庇護〉の持続時間は、それほど長くありませんわ」

　崖道を渡っている途中で庇護が切れれば、そこで立ち往おう生じようすることになる。

　フェンリルを先頭にして、二人は慎重に細い崖の上を進んでいった。

　途中、反対側に見える氷の絶壁に、無数の氷ひよう窟くつがあるのにカミトは気付いた。

「あの氷窟、自然に出来たものなのか？」

「あれは、〈霜巨人フロスト・ジヤイアント〉の住処すみかといわれていますわ」

「あれが──」

〈霜巨人〉は、大陸で人間が栄えるよりずっと以前に〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉からやって来て、大帝国を築いた種族だ。彼等はもう数千年も前に滅びてしまったが、断崖絶壁に掘られた無数の氷窟は、変わることのない悠ゆう久きゆうの歴史を感じさせる。

　──と、カミトが凍窟に気をとられていた、その時だ。

　頭上で、大気を斬り裂くような羽ばたきが聞こえた。





　　　　◇






「──なっ!?」

　カミトは頭上に目をやった。

　暗灰色の雲を裂き、翼を広げた巨大な影が飛来してくる。

「──あれは、氷ひよう竜りゆう!?」

　リンスレットが叫んだ。

　刃やいばの如き鋭利な鉤かぎ爪づめ。氷のような鱗うろこを纏まとった、飛行型の竜種だ。

　爛らん々らんと輝く真しん紅くの眼めは、真下にいるカミト達たちを狙っている。

「魔物の噂うわさは、本当だったみたいだな！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を両手に構えた。

　だが、氷竜は怯ひるむことなく急降下し、その巨大な鉤爪を振り下ろしてくる。

　圧倒的な重量の乗った一撃を、カミトは剣で受け流した。鉤爪が砕け、勢いのまま、氷竜は壁に突っ込む。砕ける氷ひよう壁へき。雪煙が噴き上がってカミトの視界を閉ざした。

「カミトさん、地面が！」

　リンスレットの声に、カミトは即座に後方へ跳びさがった。

　直後、断崖の道が崩壊。氷の塊かたまりとなって崖がけ下に落ちていく。一瞬前まで立っていた場所だ。カミトは肝を冷やした。

（……ここは足場が悪すぎる！）

　氷竜は竜種の中では中ランク程度の存在だ。本来、上位の魔竜を単独で倒せるカミトにとって、恐れるほどの敵ではない。

　だが、この最悪の足場と猛もう吹雪ふぶきの中では、満足に剣を振るうこともできない。

　氷壁に突っ込んだ氷竜がその巨きよ躯くを震わせ、ふたたび空を舞った。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開したリンスレットが、素早く矢弾を放つ。

　が、氷竜は吹雪の中を旋せん回かいし、そのほとんどを回避した。

「……っ、この吹雪では、正確な射撃ができませんわ！」

　対して、氷竜は氷の加か護ごを得た種族だ。この吹雪の中でも自在に飛び回れる。

　矢をつがえるリンスレットに向かって、氷竜が凶きよう暴ぼうな牙の並んだ顎門あぎとを開く。

　口こう腔こうに閃せん光こうが生まれ──

　瞬間、カミトは雪の上を跳んだ。リンスレットを庇かばうように前に立ち──

「──エスト、頼む！」

『──はい、カミト』

〈魔王殺しの聖剣〉の力を全力で解放する。

　同時。無数の剣の如き氷片を含んだ氷嵐ブリザードが吹き荒れた。

〈竜の吐息ドラゴン・ブレス〉──竜種があらゆる魔ま獣じゆうの中で最も恐れられる理由の一つだ。

「……っ、おおおおおおおっ！」

　白銀の輝きを放つ聖剣の刃やいば。〈魔王殺しの聖剣〉からほとばしる閃せん光こうが、荒れ狂う無数の氷刃を溶かして消滅させていく。

「カミトさん──！」

「リンスレット、一度さっきの場所まで後退するぞ。ここじゃ足場が悪すぎる」

「了解ですわっ──〈魔氷の雷雨フリージング・レイン〉！」

　リンスレットは五本の矢をつがえ、空に向かって放った。

　矢は空中で分裂し、無数の刃となって氷ひよう竜りゆうの鱗うろこに突き刺さる。強力な耐魔術属性を備えた竜種に、たいしたダメージは与えられないだろうが、足止めにはなる。

　氷竜が凍りついている間に、二人はもと来た道を駆け戻った。

　背後で、巨大な翼をはためかせる音が聞こえた。まとわりつく氷ひよう塊かいを振り落とした氷竜は、鋭い咆ほう哮こうを上げて、天高く飛び上がった。

「氷竜が逃げますわ！」

「いや、違う──！」

　ほとんど直感で、カミトは隣を走るリンスレットの腕を掴つかんだ。

　刹せつ那な。破は砕さい音が大気を震わせた。

　氷竜が二人の頭上の崖がけに急降下したのだ。

　崖がごっそり抉えぐれ、巨大な氷塊が真上から降りそそぐ。

（くそっ──！）

　カミトはリンスレットの腕を強引に引き寄せ、抱きかかえて地面に伏せさせた。

　即座に〈魔王殺しの聖剣〉を振り抜き、降ってくる巨大な氷塊を打ち砕く。

　降りそそいだ氷塊は、崖道を完全に塞ふさいでしまった。

「……っ、退路を断ってきたか」

　竜種は魔ま獣じゆうの中でも知能が極めて高く、高位の竜の中には人の言葉を喋しやべるものもいる。この氷竜もなかなか狡こう猾かつなようだ。

　氷竜はふたたび空に舞い上がった。また崖を崩すつもりだろう。

「……こっちだ！」

　リンスレットの手を引き、またもとの道を駆け戻る。思うように動かない身体からだがもどかしい。寒さで全身の筋肉は萎い縮しゆくし、おまけに着込んでいるのは動きにくい防寒服だ。これまで蓄積された疲労も一気にのしかかってくる。

（……それに、ここは空気が薄い）

　酸素を求めて呼吸は大きく乱れ、それが神威カムイを不安定にさせる。十分な神威を籠こめることができなければ、〈魔王殺しの聖剣〉もただの鈍刀なまくらだ。

「カミトさん、〈火魔の加か護ご〉が切れますわ！」

　リンスレットが叫んだ。

　火の精霊鉱こう石せきの結界は、その効果範囲を大きく縮小している。

「このままじゃ、ジリ貧か──」

　カミトは立ち止まって、上空を旋せん回かいする氷ひよう竜りゆうを睨にらんだ。

「……どうしますの？」

「一瞬でいい、奴やつを止めることはできるか？」

「それでどうしますの？」

「まあ、なんとかしてみせるさ」

　そんなカミトの言葉に──

「──なら、やってみますわ！」

　プラチナブロンドの髪がふぁさっと翻ひるがえる。

　リンスレットは自身に満ちた表情で、こくっと頷うなずいた。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの弓をつがえ、空に向かって解き放つ。

　魔術を弾はじいてしまう本体にではなく、その頭上へ──

　氷竜の真上で大気中の冷気が凝固し、巨大な氷ひよう塊かいを形成する。

「驕おごれる強者に裁さばきの鉄てつ槌ついを──〈氷破の槌フロスト・フオール〉！」

　氷竜の倍ほどもある巨大な氷塊が、重力に引かれて落下した。

　圧倒的な質量に押し潰され、苦く悶もんの雄叫おたけびを上げる氷竜。

「いまですわ！」

「ああ！」

　叫び、カミトは雪にまみれた防寒具を脱ぎ捨てた。

　神威カムイを全力放出して壁を蹴けり、崩れた絶壁を垂直に駆け上っていく。

「む、無む茶ちやですわ！」

　リンスレットの声が上うわ擦ずった。

「大丈夫だ、フォローを頼む！」

　タッ──と、壁を蹴って、一気に崖がけの頂上へ。

「おおおおおおおおおおっ！」

〈魔王殺しの聖剣〉を振りかぶり、氷塊ごと竜の背中を貫つらぬいた。

　竜鱗が金属質の音をたてて砕け散る。

（──なんて硬さだ！）

　胸中で舌を巻く。竜の鱗うろこは大陸で最硬とされる物質だ。エストの出力を安定させることのできない今の状態では、完全に貫くことは難しい。

　オオオオオオオオオオオオオッ！

　氷竜が怒りの咆ほう哮こうを上げて飛び上がり、猛もう吹雪ふぶきの中を高速で旋回する。

「くっ……！」

　竜の背に突き立った聖剣にしがみつくカミト。

　真下は底無しの谷底だ。手を離せば命はない。

（頼むぜ、リンスレット──！）

　崖がけ下でリンスレットが高位精霊魔術の詠えい唱しようをしている。

　暴風の中、かすかに響く透き通った声。

「──我は呼ぶ、竜の吐と息いき、巨人の腕さえ防ぐ、凍いてつく盾よ！」

　そして、精霊魔術が完成する。

　無数の巨大な氷ひよう壁へきが、白銀の地面を砕いて次々と突き出した。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を引き抜き、竜の背中から飛び降りた。

　肌の粟あわ立だつ感覚。空中で受け身の体勢をとる。

　次の瞬間、カミトは氷の地面に叩たたきつけられた。

〈大氷壁アイス・ウオール〉──本来、防御用の壁を召喚する精霊魔術を、足場にしたのだ。

「ナイスだ、リンスレット！」

「失敗したら谷底へ真っ逆さまでしたわよ！」

　リンスレットが怒ったように叫んだ。

　手負いの氷ひよう竜りゆうが真しん紅くの眼めに憤ふん怒ぬをたぎらせ、顎門あぎとを開く。竜の吐息を放つ気だ。

　だが、カミトはこの機会を待っていた。

「──いくぞ、エスト！」

『──はい、カミト』

　右手に籠こめた神威カムイに、エストの声が応える。

「鋼はがねに無む窮きゆうの闇やみを纏まとえ、〈魔王剣デモンズ・ソード〉──テルミヌス・エスト・ツヴァイ！」

　叫んだ瞬間、右手の精霊刻こく印いんが眩まばゆい輝きを発した。

　剣の紋もん章しように重ねるように刻まれた、レスティア・アッシュドールの紋章が。

「無窮の闇よ、我が敵を屠ほふれ──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　閃せん光こう放つ竜の口こう腔こうめがけ、カミトは闇色に染まった刃やいばを振り抜いた。

　ほとばしる闇の雷光が、氷竜の喉のどを貫つらぬく。

「高い魔術耐性を持つのは竜の鱗うろこだ。体内まではそうはいかないだろ」

　氷竜は怒りの咆ほう哮こうを上げながら、谷底へ真っ逆さまに落ちていった。

「……やりましたの？」

　リンスレットがこっちへ駆けてくる。

「……いや、竜種の生命力は桁けた違いだ。奴やつが復活しないうちに──」

　──言いかけて、カミトはその言葉を呑のみ込んだ。

　突如、これまでよりも更に強烈なブリザードが吹き荒れ──

　二人の頭上を、巨大な影が覆おおったのだ。

（……もう一体だと!?）

　カミトは愕がく然ぜんとする。しかも、先ほどの竜よりもさらに巨大な個体だ。

（あ、ありえないだろ……）

　カミトが油断していた、というわけではない。竜種は縄張り意識が強く、二体以上の個体が同じ場所に出現するケースはとても稀まれなのだ。

（……なんで、氷竜が六体もいるんだ!?）

　ズンッ──六体の氷ひよう竜りゆうが、同時に地面に着地した。

（……っ、しまっ──！）

　二人が立っているのは、魔術で生成された即席の足場だ。当然、巨大質量が着地する衝撃に耐えられるものではない。

　足もとの氷がひび割れ、一気に崩壊する──！

「きゃあっ！」

「リンスレット、掴つかまれ！」

　カミトは咄とつ嗟さに手を伸ばし、リンスレットの手を掴んだ。

　そのまま、崩壊する足場と共に落下。底なしの闇やみに落ちていく。

「……こ、のっ、おおおおお──！」

　空中で身体からだをしならせ、右手に握った剣を氷ひよう壁へきに撃ち込んだ。

　ギャリリリリリリッ──激しい火花が散り、氷壁を削る。

　だが、落下の勢いは止まらない。そのまま谷底へ──

「くっ、う……！」

「カミトさんっ！」

「……手を……離すなっ！」

　カミトは掴んだリンスレットの身体を、強く引き寄せた。

（──で、ここからどうする？）

　落下のスピードは加速度的に増している。もはや止まることは不可能だ。

（……腕の、力も……さすがに限界だ……）

「カミトさん、あれですわ！」

　不意にリンスレットが叫んだ。

　視線を下に向けると、氷壁から突き出した氷の足場が見えた。

（そうか──〈霜巨人フロスト・ジヤイアント〉の氷ひよう窟くつ！）

　少しは希望が見えてきた。……ほんのわずかな希望ではあるが。

（……距離が遠すぎる。けど、やるしかないな──）

　飛び移るタイミングをしくじれば、間違いなく死ぬ。

「しっかり、掴まってろよ──」

「は、はいっ！」

　右手に渾こん身しんの神威カムイを籠こめ、〈魔王殺しの聖剣〉の力を解放する。

　刃やいばが眩まばゆい閃せん光こうを放ち、氷壁を破は砕さいした。

「おおおおおおおっ！」

　壁を蹴けって跳ぶ。あとは重力に任せるまま、落下するだけだ。

（なるようになれ！）

　──カミトは目を閉じた。
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「……さん……カミトさん！」

「……く、う……」

　目を開けると、必死に叫ぶリンスレットの顔が真上にあった。

　カミトに意識があることを確認した彼女は、ほっと安あん堵どの息をつく。

「……なんとか、成功したみたいだな」

　全身を襲う痛みに顔をしかめながら呟つぶやく。リンスレットを庇かばって背中から落ちたため、落下の衝撃をまともに喰くらってしまったようだ。

（……背骨を強打したせいで全身が麻ま痺ひしてるな。それに、右腕が脱だつ臼きゆうしてる）

　仰あお向むけに倒れたまま、自身の身体からだの状態を冷静に把は握あくする。

　無理に起き上がろうとすれば、凄すさまじい激痛に襲われるだろう。

　そのまま、カミトは周囲に視線を走らせた。

　氷ひよう壁へきに穿うがたれた巨大な洞どう窟くつ。天井は高く、奥は完全な暗くら闇やみになっている。

「……ひょっとして、この氷ひよう窟くつ、どこかに続いてたりするのか？」

「帝都の〈精霊調査会〉が何度か調査を行ったそうですけれど、中は複雑に入り組んでいて、結局、調査を断念せざるを得なかったそうですわ」

「……ここから山を抜けるのは無理、か」

「氷の迷宮を彷徨さまようのは、正直、ゾッとしませんわね」

　リンスレットは肩をすくめて答える。

「もう一度、氷壁を登るしかないってことか……くっ……」

「ま、まだ起きてはだめですわ！」

　上半身を起こそうとするカミトを、リンスレットはあわてて押しとどめた。

「けど、日が落ちる前にここを越えないと……」

　夜になれば気温は更に下がる。このままここにいても、いずれ凍死するだけだ。

「そんな状態では、どのみち氷壁を登ることなんてできませんわよ。それに、この猛もう吹雪ふぶきをどうするおつもりですの？」

「それは……」

　カミトは言葉を詰まらせ、ブリザードの吹き荒れる外に視線を移した。それに、あの氷ひよう竜りゆうの群れだ。あんなのが何体も生息しているのでは、壁を登ることなど不可能──

　不意に、リンスレットの指先がカミトの右腕に触れた。

「……リンスレット？」

「じっとしていてくださいまし。いま治ち癒ゆの魔術をほどこしますわ」

　彼女の手には〈治癒〉の精霊鉱こう石せきがあった。

「癒いやしの光よ、この者に賦ふ活かつの力を──」

　簡単な呪文を詠えい唱しようすると、精霊鉱こう石せきが優しい聖光を放つ。

　だが、カミトは仰あお向むけのまま首を横に振り、彼女の手をおしとどめた。

「気持ちはありがたいが、俺おれに生なま半はん可かな治ち癒ゆの魔術は効きかないんだ。だから、その精霊鉱石はリンスレットの傷に使ってくれ──」

　治癒の魔術のほとんどは、聖属性の系統だ。氷の使い手であるリンスレットも、精霊鉱石の力を借りれば簡単な治癒魔術は使えるのだが、正直、その程度の魔術では、闇やみの精霊王の力を宿したカミトの肉体が拒否してしまう。

「わたくしは、怪け我がなどしていませんわよ」

「さっき氷が割れたとき、破は片へんで足を切っただろ」

「こ、こんな傷、カミトさんの傷に比べれば、なんともありませんわっ」

「女の子の肌の傷のほうがよっぽど大事だって。それにほら、俺はエストの〈鋼はがねの加か護ご〉があるから、この程度の怪我は放ほうっておけば勝手に治るしな」

「……～っ、お、女の子……」

　リンスレットはカアッと顔を真まっ赤かに染めて──

　……なにか意を決したように、大きく頷うなずいた。

「よ、よろしいですわっ、カミトさんが、そこまで強情を張るのなら──」

「……え？」

　しゅるっ。するするするっ。……ぱさり。

　突然、リンスレットがスカートを脱ぎはじめた。

「ちょ、ま、待て、なにして……」

「じ、じっとしていてくださいな！」

　下着姿になったリンスレットは、カミトの上に馬乗りになった。

　繊せん細さいな刺し繍しゆうのほどこされたシルク生地のパンツ。ふよふよと柔らかいふとももの感触が、下腹部に押しつけられる。

「……っ！」

　全身の血流が加速し、身体からだがカアッと熱くなった。

「……カ、カミトさんの肉体に、直接、治癒の魔術を送り込みますわ」

　リンスレットは恥じらうように頬ほおを染めると──

　ぷつっ。ぷつぷつっ。制服のボタンを外していく。

　清せい楚そな純白の下着に包まれた、たわわな胸が露あらわになった。

　ほのかに朱あかく色づく白い肌。プラチナブロンドの髪に包まれた、その肢し体たいは──

　……正直、すごく綺き麗れいだった。

「……リンスレット」

　カミトがぽーっと見み惚ほれていると──

「そ、そんなふうに見つめられると、恥ずかしいですわ……」

　リンスレットはきゅっと唇くちびるを噛かむ。

「目を、つむっていてくださいまし……」

「ああ、わかった……」

　カミトはあわてて目を閉じた。リンスレットのしようとしていることは理解できる。たしかに、こうして直接肌を合わせて肉体に魔術を送り込めば、治ち癒ゆの魔術も多少は効果を発はつ揮きする。実際、フィアナにはいつも、その方法で傷を癒いやしてもらっているのだ。

　リンスレットの指先が防寒服を脱がせ、カミトの制服のボタンを外していく。

　甘やかな吐と息いき。頬ほおに落ちかかる髪がくすぐったい。

（……こ、これはマズイぞ）

　……なすがままにされながら、カミトは胸中でうめいた。

（……目をつむってるせいで、余計に想像力が働いちまう！）

　制服が完全にめくられ、肌着だけになった。リンスレットの手がとまる。カミトの肌に直接触れるのを恥ずかしがっているのだろう。

「えっと、こ、これから、どうすればいいんですの？」

　カミトの身体からだにまたがったまま、戸惑うように呟つぶやくリンスレット。

「なあ、リンスレット……その、む、無理しなくても……」

「無理なんて、してませんわっ……」

　彼女はむきになって反論すると──

「あむっ……んっ、ちゅっ……♪」

「……!?」

　カミトの唇くちびるにキスをした。

「ちゅっ……んっ、ちゅっ、ちゅっ……♪」

　そのまま舌先をのばし、唾だ液えきを絡ませてくるリンスレット。

　その瞬間、カミトは、自身の肉体に活力が流れ込んでくるのを感じた。

（……これ……は……！）

　温かな光が身体の隅々まで浸透し、四肢の疲労を癒してくれる。癒しの力が効果を発揮したのがわかったのか、リンスレットは懸命に唇を押しつけてくる。

「ちゅっ、んっ……はぁ、はぁ……ちゅっ、ちゅっ……♪」

「……っ、リンス……レット……もう……！」

　痛みではなく、甘くこそばゆい感覚に、カミトは思わず声をあげた。
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　──数分後。二人は視線を合わせないように、背中合わせに座っていた。

　……とても気まずい空気が流れている。

「あ、あの……」

　と、リンスレットが口を開く。彼女はすでに制服姿に着替えていた。

「わ、わたくし、その、先ほどは、はしたないことを──」

「い、いや、あれは治ち療りようのためなんだし、おかげで体力も回復したしな」

　カミトは右腕を回してみせた。まだ多少痛むが、動かせなくはない。

「……吹雪ふぶきが止やむ様子もないし、ここはひとまず、休憩しておこうぜ」

「そ、そうですわね……」

　リンスレットはこくっと頷うなずくと、火の精霊鉱こう石せきを起動する準備をはじめる。赤く輝く石を地面に置き、神威カムイを籠こめると、あたたかな火が氷ひよう窟くつ内を照らした。

　フェンリルが口を大きく開き、調理器具を出してくれた。

　リンスレットは片手用の鍋にミルクを注ぐと、燃える石の上に置く。

「それにしても──」

　と、カミトはリンスレットのほうを向き、

「あの氷ひよう竜りゆうの群れは、一体なんだったんだ？」

「……わたくしにもわかりませんわ」

　リンスレットは首を横に振った。

「そもそも、ローレンフロストの氷竜は数百年前に絶滅したはずですのに、どうして急にこのあたりに出没するようになったのか──」

「やっぱり、この異常気象となにか関係あるんだろうな──」

　カミトは顎あごに手をあてて考え込んだ。

「ひょっとして、この山の吹雪は、あの氷竜たちが起こしている、とか？」

　竜種は精霊魔術とは異なる不思議な力を備えていると言い伝えられている。それに、六体の氷竜が頭上に現れたとき、急に吹雪の勢いが増したのを感じたのだ。

「可能性はありますわね。竜種の生態に関しては、まだ未知のことが多いですし」

　リンスレットは同意して頷く。

　しばらくすると、火にかけたミルクが沸いた。

「……さて、これから、どうするかな」

　湯気のたつミルクを口に含み、ため息をつく。このまま凍死するのを待つか、あるいはイチかバチかで、氷窟の迷宮に足を踏み入れるか──

「もう少し、待ってみましょう。吹雪が止むことはないにしても、勢いが弱まるかも知れませんし。わたくし、特製のパンケーキを作りますわ」

　気丈に微笑ほほえみ、フライパンを握るリンスレット。

「……すまない。俺おれのわがままで、巻き込んじまって」

「気になさることはありませんわ。道案内を申し出たのはわたくしですし」

　リンスレットは火の上でフライパンをひっくり返した。

　熱あつ々あつのパンケーキをお皿にのせ、バターと蜂はち蜜みつをたっぷりと塗る。

　漂ただよう甘い匂いに、カミトのお腹がぐるる……と鳴った。

「さあ、どうぞ──」

　湯気のたつお皿を差し出されると、カミトはすぐにフォークを突き立てた。

　……ぱくっ。

「……うまい！」

　蜂はち蜜みつを吸ったふわふわのスポンジ生地が、口の中でとろける。それでいて、縁ふちはビスケットのようにサクサクした食感なのだ。

　カミトはあっというまに、一枚目をたいらげてしまった。

「カミトさん、とても美お味いしそうに食べてくださいますのね」

「……ああ、美味しいからな」

　カミトがぐっと親指をたてると、リンスレットの顔がほころんだ。

　けれど、すぐにその表情を翳かげらせて──

「……なんだか、あの娘このことを思い出してしまいますわ」

　ぽつり、とそう呟つぶやいた。

「……あの娘？」

「ええ。このパンケーキは、ユーディアの大好物でしたの」

　カミトはハッとした。昨日、宿で彼女が発した寝言を思い出したのだ。

「……妹さん、だよな……その、〈精霊王〉に氷漬けにされた」

　リンスレットはこくっと頷うなずくと、

「あれは、四年前。あの娘が九歳のときのことでしたわ……」

　精霊鉱こう石せきの中で爆はぜる火を見つめながら、話し始めた。

　──〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉が叛はん逆ぎやく事件を起こす、数すうヶか月げつ前のことだ。その年、ローレンフロストでは伝統の〈大雪祭〉が催された。

　それまでは、長女のリンスレットが〈神楽かぐら〉を奉ほう納のうする姫ひめ巫み女こを務つとめてきたのだが、その年は、九歳の誕生日を迎えたユーディアが初めて、姫巫女としての姿を領民の前でお披ひ露ろ目めすることになったのだ。

　それは、幼い彼女にとって、初の大舞台だった。

「ユーディアは、誰にでも好かれる、才能のある娘でしたわ。けれど──」

　彼女の舞った〈神楽〉は〈水の精霊王〉の不ふ興きようを買った。否、あの時すでに〈水の精霊王〉は〈異界の闇やみ〉によって蝕むしばまれ、狂乱の末期状態にあったのだろう。

　彼女の儀式は偶然、その狂気の一端に触れてしまったのだ。

「無論、お父様は、手を尽くしましたわ。ローレンフロスト中の姫巫女を集めて〈神楽〉を奉納し、精霊王の怒りを鎮しずめようとされました。けれど、どんな方法を使っても、呪じゆ氷ひようを溶かすことは叶かないませんでした──」

　だから、彼女は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場することを決心した。三年前、〈精霊王〉に剣舞を奉納し、その怒りを鎮めることに成功した、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉のように──

「わたくしも、大切な方を想おもうカミトさんの気持ちは、わかるつもりですわ」

　リンスレットはカミトの左手を見た。精霊刻こく印いんを失った手の甲を。

「わたくしも、ユーディアのことを決して諦めませんから」

「……ああ、そうだな」

　カミトは拳こぶしを握った。

（……そうだ。俺おれは、絶対に彼女を連れ戻す）

　たとえ、地の果てまで追うことになったとしても──

　……くいっ。くいくいっ。

　と、急に制服の袖そでを引かれ、カミトは振り向く。

「──カミト、私もお腹が空すきました」

　実体化したエストが、食べ物をねだってきた。

「エストも、よくがんばってくれたな」

「はい、カミト」

　頭をすりすり撫なでると、エストは気持ちよさそうに目をとじた。

「リンスレット特製パンケーキと、桃の缶詰があるぞ」

「オトーフはないのですか？」

「いや、それはさすがに……」

「ありますわよ──」

「あるのかよ！」

　リンスレットがパチリと指を鳴らすと、フェンリルの顎あごから白いブロック状の物体が出てきた。……カチンコチンに凍ったオトーフだ。

「これを囓かじるのですか？」

「いいえ、一度お湯で戻すのですわ」

　片手用の鍋を燃える精霊鉱こう石せきの上にのせ、大量の雪を放ほうり込む。

　沸ふつ騰とうしはじめた水の中に凍ったオトーフの塊かたまりを沈めた。

「オトーフ、オトーフ♪」

　エストが神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみを輝かせ、謎の歌を歌う。

「これは湯ゆ豆どう腐ふというお料理ですわ」

「ユドーフ、ユドーフ♪」

　無表情に口ずさみながら、鍋を覗のぞき込むエスト。

　そんなエストを微笑ほほえましく見つめていると──

「……っ、カ、カミトさん！」

　突然、リンスレットが立ち上がって、氷ひよう窟くつの外を指差した。

「うん？」

　と、カミトは振り向き──

　次の瞬間、口をぽかんと開いて、リンスレットとおなじ言葉を口にした。

「……吹雪ふぶきが、止やんだ？」
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「──ルミナリス様、〈結界〉の礎いしずえと思われる石せき碑ひを破壊してきました」

　特務兵のエイラがルミナリスに報告した。

「ご苦労。……やはり、読み通りだったな。霧の〈結界〉の効力は弱まっている」

　ルミナリスの言葉通り、漂ただよう霧の濃度は、数時間前よりもはるかに薄くなった。先ほどまでは一歩先も見通せなかったが、今では数本先の木まで見える。

「諸君、目的のものはすぐそこだ。このまま〈森の民〉の集落へ向かうぞ」

「はっ──」

　疲弊した部下を鼓舞し、雪の降る〈氷ひよう華かの森〉を突き進む。

（……大陸協定まで破ったのだ。もはや撤退は許されない）

　このまま〈結界〉の効力を弱めていけば、いずれ目的地を発見できるだろう。〈森の民〉の中には、戦闘型の精霊を操る精霊使いもいるだろうが、そんなものは〈聖霊騎士団〉の戦力で圧倒できる。

　ルミナリスの聖剣が、立ち塞ふさがる木を薙なぎ払はらう。──と、その時だ。

　頭上で、巨大な翼がはためく音が聞こえた。

「……なに!?」

　周囲の霧が一気に消え、強烈なブリザードが森の中に吹き荒れる。

「……っ、なんだ!?」

「ルミナリス様、あれを！」

　副官のアルダが真上を指差した。

「……まさか……竜種、だと!?」

　ルミナリスは絶句した。

　木々の梢こずえから覗のぞく灰色の空を、巨大な竜の群れが飛び交っている。

　蒼そう氷ひようのように輝く鱗うろこは、大陸北方に棲すむ氷ひよう竜りゆうのものだ。

　通常、縄張り意識の強い竜種が、群れをなして行動することはない。しかし、数十体を超える頭上の竜どもは、統制のとれた動きで編隊を組んでいる。

　吹き荒れるブリザードは威力を増し、立ち往おう生じようする彼女たちを容よう赦しやなく襲った。

「ルミナリス様……！」「この森は、一体……！」

　氷竜どもが咆ほう哮こうした。

　輝く真しん紅くの眼めが、地上のルミナリスたちを、捕食者の目で見下ろす。

「──っ、来るぞ、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開しろ！」

　抜き放った剣を構え、ルミナリスは叫んだ。
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（……人間だけど、人間じゃないもの……〈氷ひよう華かの女王〉……）

　退屈をもて余したレスティアは、テントの中でずっと、そのことを考えていた。

　森の中に姿を現した、不思議な力を持つ少女。

　姫ひめ巫み女このラナは、レスティアが女王と似ていると言ったが、レスティアには氷ひよう竜りゆうを操る力などないし、力を蓄えるために何日も眠ることもない。

（……それとも、姿が似ているということなの？）

　ベッドの上で首を傾かしげる。

　テントの外で走り回る音と、ざわめきが聞こえた。

　……なにか騒ぎが起きているようだ。

　裸足はだしのまま外へ出ると、広場に集まった子供たちが騒然としていた。

「……ねえ、なにがあったの？」

　レスティアは、少年の一人を捕まえて訊たずねた。

「……大変だ、森の霧が晴れたんだ！」

「……霧？」

　レスティアは首を傾げた。

「それが、そんなに大騒ぎすることなの？」

「結界が破られたんだよ！　もうすぐ、武器を持った精霊使いどもがここに来る！」

「……っ、そんな……！」

　レスティアの顔から血の気けが引く。

「その、結界を修しゆう復ふくすることはできないの？」

「無理だよ。連中、結界の礎いしずえとなる石せき碑ひを片かたっ端ぱしから壊したんだ。修復するにしても、時間がかかる──」

　子供達たちの間に動どう揺ようが広がりつつあった。

（……きっと、私の追っ手の仕し業わざだわ）

　レスティアは唇くちびるを噛かんだ。

　彼女の追っ手は、彼らにも容よう赦しやなく剣を向けるだろう。

（……早く、ここを出ていかないと）

　心は決まった。自分のせいで〈森の民〉に犠ぎ牲せいを出させるわけにはいかない。

　もっとも、ここを出たところで行くあてもないのだが──

「──みんな、落ち着いて」

　と、凛りんとした声が広場に響きわたった。

　森の奥から姿を現したのは、姫巫女のラナだ。

　年長者らしく落ち着いた様子で、広場のほうへ歩いてくる。

「大丈夫よ。〈氷華の女王〉が、キリア山脈の氷竜を呼び寄せてくださったわ」

「女王様が？」

「ええ。それに、女王様が完全に目覚めれば、〈ジルニトラ〉の封ふう印いんを解いてくださるわ。もう〈結界〉に頼る必要なんてなくなるのよ」

「う、うん、そうだよね……」

　自信に満ちたラナの言葉に、子供達たちは安あん堵どしたように頷うなずく。

　その様子に、レスティアは〈氷ひよう華かの女王〉への不信感を募つのらせた。

（……こんなときにも姿を現さないなんて）

　広場の中央に立つ、ラナのほうへ歩いていくと──

「その〈氷華の女王〉は、いまどこにいるの？」

　鋭く声を発した。

「言ったでしょう？　女王様は、力を蓄えるために、祠ほこらで眠っているの」

「あなたたちの女王様は、本当に存在しているの？」

「もうすぐお目覚めになるわ。姫ひめ巫み女こたちも、すでに出迎えの準備をしている──」

「そ、そうだよ……」「お姉ちゃんは、心配しなくて大丈夫だよ」

　レスティアは静かに首を振った。

「みんな、私を匿かくまってくれたことには感謝しているわ。けれど、追っ手が探しているのはこの私よ。私がここを出て行けば、それですむことだわ」

　踵きびすを返し、森の中へ去ろうとするレスティア。──と、その瞬間。

「──だめよ」

　レスティアの足が地面に釘くぎ付づけになった。

　突然、身体からだが麻ま痺ひしたように動けなくなったのだ。

「……っ、なにを……したの……？」

「──ごめんなさい」

　ラナは真しん紅くの眼めでレスティアを見つめた。

「あなたをここに匿ったのは〈氷華の女王〉の意志なの。あなたがここを出て行くというのなら、見逃すことはできないわ──」

「……〈氷華の女王〉の意志？」

　レスティアは混乱した。一体、なんのために──

「──ラナ様！」

　と、森の奥から姫巫女たちが、あわてた様子で駆けてきた。

「なにごと？」

「ほ、祠の様子が──！」

　ラナはハッとした。

「……すぐに行くわ。あなたも来なさい」

「……なに？」

　突然、レスティアの身体が自由になる。

「──〈氷華の女王〉が目覚めるのよ」





　　　　◇






　オルデシア帝国首都──〈オストダキア〉。

　通称〈帝都〉と呼ばれるその都市の前身は、千年前の魔王戦争の際、聖女アレイシア率いる軍が拠点とした街である。

　魔王戦争終結後、大陸の地方都市に過ぎなかったその街は、オルデシア帝国の軍事的中心地として栄え、次第に政治の中ちゆう枢すうを担いはじめるようになった。

　現ファーレンガルト領の旧都〈ネブラシア〉より王家が遷せん移いしたのは、約六百年前。以後、クイナ帝国の〈界都〉、神聖ルギア王国の〈アレクサンドリア〉と並び、大陸で最も繁栄している都市である。

　その帝都で、大陸各国の集まる〈諸国会議〉が開催されようとしていた。

「……〈精霊の森〉に囲まれた学院とは、なにもかもが違うわね」

　都市の中心に鎮座するネフィスカール王宮の一室。

　部屋の窓から外の街並みを眺め、フィアナはそっとため息を漏らした。

「……ここは息が詰まってしまいそう」

「王女殿下、動かないで下さい」

「はいはい……」

　コルセットを締め上げる侍じ女じよの言葉に、不ふ機き嫌げんそうに答えるフィアナ。彼女が着ているのは華やかな白のドレスだ。艶つややかな黒髪に白銀のティアラがよく似合っている。

　部屋の壁にかかった巨大な鏡に目を移し、フィアナはふたたび嘆たん息そくした。

「ねえ？　これ、どうしても着けないとだめ？」

「はい。王女殿下のお召し物は決められておりますので」

　侍女は表情をまったく変えぬまま、そっけなく答えた。

（……つまらないわね）

　王宮の侍女達たちは、フィアナを帝国の第二王女としてしか見てくれない。フィアナに王女という身分があるから仕えているだけで、彼女が〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれ、王宮に引きこもっていた頃ころは、大嫌いな貴族の連中と同じように、みんな陰で嘲ちよう笑しようしていたのだ。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を一緒に戦ってきた、学院の仲間とは違う。

　薄うす闇やみ色の瞳ひとみを曇らせて、フィアナはまた鏡を見た。

（……どうせなら、カミト君に見てもらいたかったわ）

　と、そんなことを思う。

　ドレスの着付けが終わった頃、部屋の扉を叩たたく音が聞こえた。

「──そろそろ時間です、第二王女殿下。各国の代表者を迎える準備を」

　現れたのは、騎士の正装に身を包んだ銀髪の精霊騎士である。

〈十二騎将ナンバーズ〉の第四位──デュネイ・ランパート。大地の精霊と契けい約やくしている精霊騎士だ。

　実直ではあるが、その厳げん格かくな性格のため、フィアナが苦手としている騎士だった。

「……わかったわ」

　フィアナは三度目のため息をつき、椅子から立ちあがった。

　壮そう麗れいな空中庭園に沿って回かい廊ろうを歩き、諸国会議の行われる大ホールへと向かう。

「〈十二騎将ナンバーズ〉のあなたが護衛につくなんて、大おお袈げ裟さね」

「少しはご自身のお立場を理解されたほうがいい。あなたはいまや、オルデシア帝国の第二王女。アルネウス様、リネア様に継ぐ重要人物なのですから──」

　前を歩くデュネイが背を向けたまま答える。

「この帝都で、私の命を狙う者がいるとでも？」

「昨晩、バルサス監かん獄ごくが何者かによって襲しゆう撃げきされました」

「……まさか!?」

　バルサス監獄は、帝都の北側にある監獄要よう塞さいだ。元は反魔王軍の拠点として建造され、後に帝国で最も堅けん牢ろうな牢ろう獄ごくとして使用されることになった。強力な守護精霊、何人もの精霊騎士が守るあの監獄が襲撃されるなど、考えられない。

「賊ぞくは軍用精霊を使し役えきして牢獄を破壊し、第一級の囚人数名を脱走させました。ジオ・インザーギ、〈骸連盟マーダーズ〉の女商人、そしてファーレンガルト家のご息女も──」

「ヴェルサリア・イーヴァが？」

　フィアナは思わず訊きき返した。ほかの二人はともかく、彼女は罪を償つぐなうため、自らの意志で最も過酷な最下層の牢獄に入ったはずだ。今さら脱獄など──

「賊の正体は？」

「目下〈暗部〉が調査中です。賊の目的は不明ですが、王女殿下の身柄が狙われる可能性もありますので、信用できる者の身辺警護は必要かと」

「〈十二騎将〉なら信用できると？」

　フィアナの言葉に、デュネイの頬ほおがこわばった。

　奇跡の癒いやし手──ルーリエ・リザルディアの背はい信しんは、記憶に新しいところだ。

　この鉄てつ面めん皮ぴを沈ちん黙もくさせたことに一応は満足して、フィアナは肩をすくめた。

「そもそも、この私が〈諸国会議〉に出席する意味はあるのかしら」

「フィアナ様は王家を守護する精霊〈ゲオルギウス〉に認められた方。いまのあなたを軽んじる者は、もはや王宮にはおりますまい」

「勝手なものね。第二王女の地位なんて、とっくに捨てたのに」

「捨てることなどできませんよ。それが王族の責務ですから」

「……ええ、わかっているわ」

　フィアナはきゅっと唇くちびるを噛かんだ。

「次の王位継けい承しよう者には、アルネウス様より、あなたを推す声もありますよ」

「〈十二騎将〉のあなたがそれを言うの？」

「私は客観的事実を述べただけです」

「……」

　大陸諸国で、姫ひめ巫み女こが支配者として君くん臨りんしている国は、ほとんど存在しない。

　それは、精霊契けい約やくの力を持つ姫巫女を、世せ俗ぞくに関わらせまいとする〈神しん儀ぎ院いん〉の方針があるからだ。姫巫女の本来の役割は祭事を司つかさどることであり、政治に口を出すべきではないとされている。

　故ゆえに、オルデシアでの皇位継けい承しよう権は男子が優先され、皇帝の退位後は、二つ年上の兄であるアルネウス・レイ・オルデシアが皇位を継承することになっている。

　しかし、そこにはひとつ大きな問題があった。

（……アルネウスは皇帝の器ではない。帝国の誰もがそう思っている）

　少なくとも、フィアナの目に映る彼は、粗そ暴ぼうかつ残ざん忍にんで、幼い頃ころから軽けい蔑べつしてきたような人間だった。実際、帝国議会の中では、フィアナと同じく〈神儀院〉に入った第一王女のリネアを連れ戻し、有力な貴族と婚こん姻いんを結ばせようという声もあるほどだ。

　しかし、ここに来て、〈神儀院〉に入った姉よりも、精霊契約の力を取り戻したフィアナを担ぎ出そうという声が上がってきた。皮肉なことに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉での活躍は、彼女の優れた資質をアピールするのに十分過ぎたのだ。

（……面倒なものね）

　フィアナは嘆たん息そくした。権力闘争のゲームに巻き込まれるのは遠えん慮りよしたいし、有力な貴族との結婚などは考えたくもない。

（……私には、心に決めた好きな人がいるんだから）

　大階段を降りて、一階にあるホールの前にたどり着く。

　と、そこに──最も顔を合わせたくない人物がいた。

「ふん、出来損ないの〈精霊姫〉が、のうのうと戻ってくるとはな」

　豪ごう奢しやな王族の服に身を包んだ、黒髪の青年だ。顔立ちは整っているものの、瞳ひとみに宿る冷れい徹てつな光が、その端たん正せいな容姿を台無しにしていた。

　アルネウス・レイ・オルデシア──フィアナの実の兄である。

「──ご機嫌よう、兄上様」

　フィアナは無感情な口調で、儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつをした。

　そのまま、すれ違ってホールに入ろうとすると──

「──待てよ」

　彼は苛いら立だたしげに声を荒げ、ドレスの裾すそを踏みつけた。

「なにか？」

「……とぼけるな。いまさら王宮に戻ってきて、なんのつもりだ？」

「皇帝陛下に呼ばれたから戻ったまでですが」

「ふん、どうだか。帝国議会の中には、継承者に貴様を推す声もあるそうだな」

　アルネウスは、猜さい疑ぎ心しんに溢あふれた目でフィアナを睨にらんだ。

「私は──」

　フィアナが反論しようとすると、

「失礼、アルネウス様──」

　と、デュネイが口を挟んだ。

「……なんだ？」

「妹君とのご歓かん談だんはまたあとで。王女殿下は各国の客人を迎えなければなりません」

　デュネイに睨にらまれた途と端たん、アルネウスの瞳ひとみに怯おびえの色が浮かんだ。

「……ちっ、騎士風情ふぜいが」

　舌打ちして、その場を去るアルネウス。フィアナはドレスの裾すそを直して嘆たん息そくした。

「……変わっていないのね、あの人は」

　扉の前にデュネイを残して、フィアナは大ホールの中に入った。

　ホールの中には、巨大なテーブルが用意され、その一番奥の席に、オルデシア皇帝アウグスト・レイ・オルデシアが座していた。

　その脇を固めるのは、宰さい相しようのコンラッド、シグナス・ファーレンガルト公こう爵しやく、グライアス・ローレンフロスト辺へん境きよう伯といった帝国内の大貴族だ。

　騎士の正装に身を包んだグレイワースの姿もあった。かつて大陸最強の精霊騎士と呼ばれた〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は、引退してなお、圧倒的な存在感を放っている。

　フィアナは皇帝に儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつを済ませ、グレイワースの横に座った。

「ふん、ドレス姿も似合っているな。坊やにも見せてやるといい」

「カミト君は、どんな格かつ好こうで誘惑しても……って、からかわないでください、学院長」

　フィアナは唇くちびるを尖とがらせ、小声で訊きいた。

「……あの、カミト君はどうしていますか？」

「坊やなら、ローレンフロストへ旅行中だ」

「……え？」

　返ってきた意外な答えに、フィアナは思わず声をあげた。

「どうして、ローレンフロストに？」

「……あとで話す。例の闇やみ精霊に関することだ」

　耳もとで囁ささやくグレイワース。フィアナは小さく頷うなずく。

「キリア山脈は大雪だと聞きましたが……」

「まあ、なんとかなるだろう。ローレンフロスト伯令れい嬢じようも一緒なことだしな」

「……リンスレットと一緒？」

　フィアナはむっと頬ほおを膨ふくらませた。

「……ひょっとして、ふ、二人で旅行ということですか!?」

「ふふ、坊やが心配か？」

「……ええ。別の意味で」

　フィアナは嘆息した。

「──各国代表の方々がお出いでになりました」

　──と、ホールの扉の外で守衛の声がした。

　ホールに入ってきたのは、大陸有数の大国──クイナ帝国、ドラクニア竜公国、バルスタン王国、そして神聖ルギア王国の代表だ。

　ドラクニアの外交団の中には、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で戦った竜公女、レオノーラ・ランカスターの姿もあった。彼女は〈竜皇騎士団〉の軍服ではなく、華麗なドレスで着飾っている。もちろん、あの〈竜殺しの魔剣〉も握っていなかった。

　アルファス教国の外交団はここにはまだ到着していない。諸国会議の大きな議題は、シェーラ・カーンによるクーデターだ。この場にフィアナが呼ばれた理由のひとつには、彼女がシェーラを直接知っている、ということもあるだろう。

「──フィアナ、聖国の発言に気をつけておくといい」

　と、グレイワースが耳打ちした。

「聖国、ですか？」

「魔女の勘かんさ。最近の聖国の動きはどうもおかしい。私の見立てでは、連中、教国の内乱にも、一枚噛かんでいる──」

　純白のローブに身を包んだ枢すう機き卿きようの集団を、グレイワースの灰色の目が睨にらんだ。

「……私は、政治に関わるつもりはありません」

「望む望まぬにかかわらず、運命は降りかかってくるものだ。坊やも〈魔王〉としての運命を望んだわけではあるまいよ──」

　グレイワースは、どこか遠くを見つめて呟つぶやいた。
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　キリア山脈を越え、麓ふもとに下りたときには、もう日はほとんど暮れていた。

　夜空には星がまたたき、鬱うつ蒼そうと茂る森の中には、精霊の放つ光が明めい滅めつしている。

「……日は暮れちまったが、なんとかたどり着いたな」

　防寒具についた大量の雪を落としながら、カミトは白い息を吐いた。

　吹雪ふぶきが止やんだおかげで、登山のときほどの苦労はなかったものの、氷ひよう竜りゆうとの戦闘で余計な体力を使ったこともあり、肉体の疲労はもはや限界に近い。

　やはり、吹雪を起こしていたのは、あの〈氷竜〉の群れだったのだろうか。

　とすれば、なぜ突然、山脈から姿を消したのかも気になるが──

「もうすぐ〈冬寂の城ウインターガルフ〉ですわ。ほら、森の向こうに篝かがり火びが見えますでしょう」

　フェンリルの背中に乗ったリンスレットが、針葉樹林の向こうを指差した。

　宵よいの暗くら闇やみの中に、無数の篝火の灯ともった石造りの城壁が見えてきた。

　権威の象徴としての壮そう麗れいな城ではなく、実用性重視の質しつ実じつ剛ごう健けんな建築だ。

　森をしばらく歩くと、石で舗ほ装そうされた街道に出た。

　オルデシア帝国全土に張り巡らされた街道だ。石畳の地面は凍っていて滑りやすいが、領民によって除雪されているぶん、森の中の雪道よりははるかにましだった。

「いま、城の者に出迎えの準備をさせますわ」

　リンスレットがフェンリルの背中を軽く叩たたく。

　魔ま氷ひよう精霊は立ち止まり、夜空に向かって遠とお吠ぼえをあげた。

　……しばらくすると、城壁の上で、篝かがり火びが大きく揺れた。

「わたくしたちに、気付いたようですわね」

　更に街道を歩くと、ようやくウィンターガルフ城の門が見えてきた。

　城門の前には数十人の衛兵が整列し、伯はく爵しやく令れい嬢じようを出迎える。

「さすが、ローレンフロスト家のお嬢じよう様さまだな」

「……もう、あの娘こってば、大おお袈げ裟さですわ」

　リンスレットが恥ずかしそうに呟つぶやく。

　二人が門に近付くと、モコモコの防寒具に身を包んだ小柄な少女が駆けてきた。

「……お姉さま！　本当にお姉様なのね！」

　リンスレットと同じ翡翠色エメラルドの瞳ひとみ。白雪に映えるプラチナブロンドの髪の少女──

　ローレンフロスト家の三女、ミレーユ・ローレンフロストは、走ってきた勢いのまま、ぽふっと姉の胸に飛び込んだ。

「も、もう！　はしたないですわよ、ミレーユ」

　しっかりものの姉らしくたしなめながらも、妹の頭を優しく撫なでるリンスレット。

　ミレーユは胸に埋うずめた顔をパッと離すと、

「でも、びっくりしたわ。お姉様ってば、急に帰ってくるんだもの。帰き郷きようするなんてお手紙は貰もらってないし……というか、あのキリア山脈をどうやって越えてきたの？」

　大きな目をパチパチさせて訊きいてくる。

「強行突破してきましたのよ。……本当に大変でしたわ。カミトさんがいなければ、きっと今ごろは物言わぬ氷像に──」

「……カミトさん？」

　ミレーユは首を傾かしげ、くるっと振り向く。

　カミトは防寒具のフードを跳ね上げた。

「よう──」

「……お、お兄様!?」

　ミレーユは目を見開き、カミトとリンスレット、二人の顔を交互に見比べた。

「お、お姉様……ひょっとして、お兄様と、結婚のご報告に……？」

「ち、ちち、違いますわっ！」

　あわてて否定するリンスレット。

「あら、お姉様、顔が真まっ赤かよ」

　ミレーユがフードの下に隠れた姉の顔を、じーっと覗のぞき込む。

　と、その首根っこがひょいっと掴つかまれ、後ろに引き戻された。

「ミレーユ、お嬢様を困らせてはだめ」

　平へい坦たんな声を発したのは、メイドさんの格かつ好こうをした可か憐れんな少女だった。

　ゆるくウェーブのかかったダークブラウンの髪に、オッド・アイの瞳ひとみ。肌は雪のように白く、まるで精せい巧こうな人形のような顔立ちだ。

「ミラ、元気だったか？」

　カミトが軽く声をかけると、ミラ・バセットは頬ほおを染めて目を逸そらした。

「……カミト、どうしてここに？」

「ああ、ローレンフロストに来たのは、俺おれの用事なんだ。リンスレットは、案内を引き受けてくれたんだよ」

「……そう、リンスレット様と結婚するのではないのね」

　ミラはほっとしたように、胸をなで下ろした。

「そそ、そうですわ！　ミラまで、なにを勘かん違いしていますのっ！」

　リンスレットは咳せき払ばらいすると、ビシッと腰に手をあてた。

「そんなことよりも、カミトさんは長旅で疲れていますわ。温かい食事を用意してくださいな。それとお風呂を──」

「はい、それでしたら、すでにご用意しております」

「おお、さすが、キャロルとは違うな……」

　即答するミラに、カミトは思わず感心してしまった。





　　　　◇






　部屋で雪まみれになった服を着替えたあと、カミトは城の広間に連れてこられた。

　要よう塞さいとして設計されたウィンターガルフ城は、外観だけでなく、内装も質しつ実じつ剛ごう健けんだ。石造りの壁に華美な装飾はほとんどなく、唯一、大量の精霊鉱こう石せきを散りばめた天井のシャンデリアだけが、華やかな雰ふん囲い気きを演出している。

「リンスレットもミレーユも、子供の頃ころはここで過ごしていたのか？」

「ううん、城下の街に、住むための屋敷があるのよ」

　カミトの質問に、ミレーユは首を横に振って答えた。

「このウィンターガルフは、あくまで軍事を司つかさどる要塞ですから」

　言って、暖だん炉ろに置かれた大きな精霊鉱石を起動するリンスレット。

　精霊鉱石が赤く輝き、広間の空気が一瞬にして暖まった。

　それから、彼女は広間の中央に置かれた、八人がけの大テーブルに腰掛けた。その隣にミレーユとミラが座り、客人のカミトは向かいに座る。普通、メイドが貴族と一緒の食卓につくことはないのだが、ミラは特別なようだ。

「せっかくお姉様が帰き省せいしたのに、お父様とお母様がいないのが残念ね」

「仕方ないですわ。入れ違いになってしまいましたもの」

　二人の両親であるローレンフロスト伯夫妻は、帝都で開催される、例の〈諸国会議〉に出席しているのだそうだ。キリア山脈を迂う回かいして大回りするルートをとったため、もう数日前に出立したらしい。

「でも、お兄様を紹介するチャンスだったのに──」

「もうっ、ミレーユ！」

　リンスレットがあわててミレーユの口を塞ふさぐ。

　カミトは苦笑して、

「……ええと、ローレンフロスト伯はく爵しやく夫妻が留守ってことは、ひょっとして、今はミレーユが城じよう代だいなのか？」

「そうよっ。私がきちんとこのお城を治めているんだから」

　えへん、と子供っぽく胸をはるミレーユ。

「……その、一人で大丈夫なのか？」

　九歳で城代を任されているのは立派だが、やはり、ちょっと心配になる。

「大丈夫。ローレンフロストは優秀な騎士を抱えているから」

　ミラが無表情に言った。

「このウィンターガルフには七人の精霊騎士が仕えていますの。彼女たちは精霊騎士の中でも選び抜かれたエリート、簡単な政務はひと通りこなせるのですわ」

「……なるほど。さすが大貴族の城だな」

　精霊騎士を七人も抱えた城、というのは実のところそう多くはない。地方の小領主の中には、自前の騎士を一人も抱えていない者も多いのだ。

「騎士に任せきりじゃないわ。私だって、ちゃんと認証印を押したりしているもの」

　ミレーユがむっと頬ほおを膨ふくらませる。

　と、その時。

「──お待たせしました、お嬢じよう様さま」

　広間の扉が開き、ワゴンに料理を乗せたメイドさんたちが入ってきた。

　可愛かわいらしい制服に身を包んだメイドさんたちは、湯気のたつ熱あつ々あつのご馳ち走そうを、テーブルの上に手て際ぎわよく並べていく。

　パリパリに焼けた羊肉のパイ。香辛料をたっぷり効きかせた冬とう瓜がんのスープ。塩漬けの鱈たらに、茹ゆでたウズラの卵、くりぬいたカボチャに盛りつけられた豆料理。大皿の上に載ったメインディッシュは、蜂はち蜜みつを塗ってこんがり焼き上げた鹿肉のローストだ。

「おお……！」

　広間に漂ただよう香ばしい匂いに、空腹の胃がぎゅるると鳴る。

　カミトがゴクリと唾つばを飲み込むと──

「……申し訳ありません。急いで用意したので、質しつ素そな食事ですが」

　メイドさんの一人が恥じらうように頭を下げた。

「いやいや……これ、本当にいま作ったのか？」

「はい。姫様がご帰き還かんされることを事前に知っていれば、もっとちゃんとしたものをお出しできたのですが……」

　悔しそうに呟つぶやくメイドの少女。ほかの少女も同意するようにこくこくと頷うなずく。

（……ゆ、優秀すぎるだろ！）

　……カミトは絶句した。

　ローレンフロスト家のメイドといえば、その選考基準は可愛かわいさ最優先で、みんなキャロルみたいなダメッ娘こメイドばかりなのだろうと勝手に思っていたのだ。

「カミト、そのパイを作ったのは、私」

　ミラがさりげなく主張した。

「へえ、じゃあさっそく──」

　カミトはパイを切り分け、口に運んだ。

（……な、なんだこれ！　めちゃくちゃうまいぞ！）

　ひと口食べて、カミトは目を見開く。

　サクッとしたパイ生地を噛かんだとたん、肉汁たっぷりの具が溢あふれてきた。

「……どう？」

「……！」

　カミトは無言で親指をたててみせた。シンプルだが、素そ朴ぼくで真心の籠こもった味だ。

「ミラはお料理も上じよう手ずなのよ」

「……違う。私はメイドの先せん輩ぱいに、教えてもらっただけ」
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　ミラは無表情に呟つぶやくと、真まっ赤かになってうつむいた。

「──カミト、私にも食べさせてください」

「エ、エスト!?」

　いつのまにか、カミトの横に剣精霊が具現化していた。

　小さな口を開き、まるで餌えさを待つひな鳥のように、カミトをじーっと見つめてくる。

「……しかたないな、エストは」

　やれやれと苦笑して、カミトは切り分けたパイをエストの口にひょいっと放ほうりこむ。

「……ん、美味です、カミト」

「お兄様、精霊さんばかりずるいわ！」

　ミレーユがテーブルの上に身を乗り出し、あーんと口を開く。

「ミ、ミレーユ!?」

「ミレーユ、はしたないですわよ！」

　リンスレットがミレーユの服の裾すそをつかむ。

「あら、だったらお姉さまも食べさせてもらえばいいじゃない」

「……そ、そんな……そんなこと、だめですわ……」

　赤く染まった頬ほおを、両手でおさえるリンスレット。

「──だめです。カミトは、私のお兄ちゃんです」

　エストがミレーユに対抗して、カミトの制服の裾をぎゅっと引っ張った。
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　ローレンフロスト家のメイドさんたちの、温かな食事を堪たん能のうしたあとで──

「──ナタリア、報告をお願いしますわ」

　食後の紅茶を飲みながら、リンスレットはメイド長に尋ねた。

　肩口で髪を切り揃そろえた年上の女性だ。先ほどの料理を作ったのは彼女らしい。

「キリア山脈に吹く吹雪ふぶきの原因は、もう掴つかめておりますの？」

「──はい、連日の吹雪は、山脈に跋ばつ扈こする〈氷ひよう竜りゆう〉の仕し業わざとみて間違いありません」

　メイド長は静かに報告した。

「やっぱり、そうか……」

「問題は、どうして絶滅したはずの氷竜が現れたか、ですわ」

　指摘するリンスレットに、メイド長は頷うなずいて、

「これは、私どもの推論なのですが──」

「構いませんわ。仰おつしやってくださいな」

「〈氷ひよう華かの森〉に棲すむ〈森の民〉が関わっているのではないかと」

「……どういうことですの？」

　リンスレットは眉をひそめた。

「氷ひよう竜りゆうは精霊〈ジルニトラ〉の眷けん属ぞく。森の民は、その〈ジルニトラ〉を〈氷ひよう華かの森〉の守護者とみなして、長年崇あがめてきました──」

「〈森の民〉が、なんらかの方法で氷竜を呼び出し、操っていると？」

「その可能性は否定はできません」

　リンスレットの言葉に、こくりと頷うなずくメイド長。

「──なあ、その〈森の民〉ってのは？」

　と、カミトが口を挟んだ。

「〈氷華の森〉の深しん奥おうに棲すむ、エルフィム種族のことですわ」

「……エルフィム種族か」

　はるか太古に〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉より来訪したとされる、謎に満ちた種族。

　精霊との交感能力に優れ、森の中で静かに過ごすのを好む一方、とても排他的で、人間との接触を極端に嫌う傾向がある。

　──と、これは昔、〈教きよう導どう院いん〉でリリィ・フレイムに聞いた話だが。

「そういうことなら、直接問いただしてみればいいんじゃないか？」

「はい。こちらも何度か使者を送ろうと試みてはいるのですが、森の深奥には強力な霧の結界が張り巡らされていて、彼らの集落に到達することさえできないのです」

「……エルフィム種族の結界か。それは難なん儀ぎだな」

「ええ、〈結界〉を勝手に破壊するわけにはいきませんし──」

　エルフィム種族は、オルデシア領内だけでなく、大陸各国に強固なコミュニティを作って暮らしている。ローレンフロストの領主がそんな狼ろう藉ぜきを働いたとなれば、帝国は同胞意識の強い彼ら全体を敵に回すことになるだろう──

　ふと、カミトの脳裏にある考えがよぎった。

「……その〈森の民〉が、レスティアと接触している可能性はないか？」

「……たしかに、エルフィム種族は基本的に精霊を崇すう敬けいしていますし、闇やみ精霊さんが結界の中に迷い込んだということは、十分に考えられますわね──」

　リンスレットが顎あごに手をあてて頷く。

　カミトはメイド長の方を向き、

「……森の中で、闇色のドレスを着た女の子を見たって報告はないか？」

「ドレスを着た女の子？」

　カミトの質問に、ナタリアは不思議そうな顔をした。

「いえ、〈氷華の森〉の枝は刃やいばのように尖とがっているので、その、ドレスなどでは、まともに歩くことさえ困難だと思いますが──」

「……そうか」

　……やはり、このウィンターガルフでは、彼女のことを把は握あくしていないようだ。

　イセリア・シーウォードの情報を疑うつもりはないが、失望は隠せない。

「でも、そういえば──」

「……っ、なにか知ってるのか？」

　カミトは身を乗り出した。

「いえ、その、森へ送り込んだ使者が、少し気になることを──」

「……なに？」

「なんでも、最近〈森の民〉の集落に人間の姫ひめ巫み女こが現れた、と」

「……人間の姫巫女？」

　カミトは訊きき返した。

「はい、森の民は、その少女を──〈氷ひよう華かの女王〉と呼んでいるそうです」





　　　　◇






　夕食後。カミトはあてがわれた部屋で、夜明けを待つことにした。

　夜の森で、レスティアを探すことは不可能に近い。それに、結界が張ってある以上、森の民と交渉するための準備もしなくてはならない。

　リンスレットは、訓練された八頭の猟犬を貸してくれると請け合ってくれた。犬に精霊であるレスティアを追跡できるかどうかはわからないが、危険な森の中を歩くのに、役に立つのは間違いない。

　それにしても──

（……〈氷華の女王〉か）

　部屋へ続く廊ろう下かを歩きながら、カミトは呟つぶやく。

　たしかに、気になる情報ではあった。

　メイド長の話によると、送り込んだローレンフロストの使者は、森の中でエルフィム種族の姫巫女と遭遇し、問答になったという。その少女はどうやら、使者が人間の姫巫女──〈氷華の女王〉を連れ戻しにきたのだと勘かん違いしたようだ。

　結局、使者は弓矢を射かけられ、這ほう這ほうの体ていで逃げ戻ってきたらしいが──

（……まさか、レスティア──なのか？）

　たしかに、レスティアの姿は人間の少女そのものだ。

　漆しつ黒こくの翼も、彼女の意志で消すことができる。

　──と、部屋の前でカミトは足を止めた。狼おおかみの紋もん章しようのドアだ。

「ここか……」

　ドアを開くと──

「……」

　……時が止まった。

　ミラ・バセットが、ベッドの上でカミトの枕を抱きしめていた。

「えっと……ミラ、なにしてるんだ？」

「ベッドメイク」

「いや、でも……」

「ベッドメイク」

「……そ、そうか」

「そう……」

　ミラは無表情に頷うなずくと、なにごともなかったようにベッドを整えはじめた。

「ここでの生活には慣れたか？」

「ミレーユ様はよくしてくださっている。ナタリア様も、仕事を教えてくれる」

「……さっきのメイド長か。たしかに優秀そうだったな」

「当然。ナタリア様は、ローレンフロストの〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉でもある」

「……え？」

　カミトはぽかんとした。

「……どういう意味だ？」

「そのままの意味。メイド長は、この城の騎士団長」

「……冗談だろ？」

「本当」

　真顔で答えるミラ。

「な、なんで精霊騎士がメイドなんてしてるんだ？」

「騎士たるもの、率先して民の模も範はんとなるべし、というのがローレンフロスト家の家か訓くん」

「ま、まあ、たしかに、リンスレットも本職のメイド以上にメイドさんだしな」

　あの主君にしてあの騎士あり、といったところか。

「私も、立派なメイドになる。そして、ミレーユ様を一人前の貴族にする」

　ベッドメイクを終えたミラは、カミトの顔を見て言った。

「軍の道具なんかじゃなくて──あなたが、その生き方を教えてくれた」

　頬ほおを赤く染め、きゅっと拳こぶしを握る。

「……ああ」

　……変わったな、とカミトは思う。

〈封ふう魔ま眼がん〉の持ち主として、戦争の道具として使われてきた彼女。けれどいま、彼女は自分の意志で、自分のなりたいものを見つけたのだ。

　……それはとても、尊とうといことだと思った。

「けど、ミレーユを一人前の貴族にするのは、骨が折れそうだな」

　言うと、ミラは静かに首を横に振り、

「ミレーユ様は、きっと立派な貴族になる。本当は、すごくまっすぐな娘こだから」

「……ああ、そうだな」

　カミトは苦笑して、部屋の外に視線を投げる。

　彼女の気配には、とっくに気付いていた。

「……こほん、こほんこほん」

　扉の外で、わざとらしい咳せき払ばらいの音がした。

「……ミレーユ？」

　驚きの声を上げるミラ。

「た、たまたま部屋の前を通りかかっただけよっ、なにも聞いてないわ！」

　ミレーユは珍しくあわてた様子で、照れたように目を逸そらした。

「お、お風呂の用意ができたわよ、お兄様」

「ああ、それは助かる」

「カミト──」

　と、部屋を出ようとしたカミトの背中に、ミラの声がかかった。

「カミトの──を……す」

「……え？」

「カミトの背中を流す。それがメイドの職しよく務むだから」

　頬ほおを赤くしたまま、無表情に呟つぶやくミラ。

「い、いや、大丈夫だ！」

　カミトは首を振ると、あわてて部屋を出た。
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　……ちゃぷん。と、夜の静寂に水音が響く。

　肌き理めの細かい肌にはりつく、プラチナブロンドの髪。

　リンスレットは、震える肢し体たいをかき抱き、ひとりため息を漏らした。

　これから、ある場所に向かうため、入念に身を清める必要があるのだ。

　ローレンフロストの大浴場は、天然の温泉ではなく、火の精霊鉱こう石せきを起動することでお湯をわかす仕組みになっている。四年前に〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉が叛はん乱らんを起こしたときには年中、氷が張っていたものだが、いまでは問題なく使用できるようになっていた。

「……ん……ぁっ……♪」

　リンスレットは火ほ照てった身体からだをもてあまし、悩ましい声をあげた。

「わ、わたくし、なんだか変ですわ……！」

　ふとももをもじもじ摺すりあわせ、熱い吐と息いきを漏らす。

　異変を感じたのは、雪山でカミトと肌を合わせ、口づけを交わしたときだ。

　あのとき、リンスレットの感じた甘い疼うずきは、身体の奥底でずっと燻くすぶっていた。

　それが、御祓みそぎをはじめた途と端たん、怒ど濤とうの奔ほん流りゆうとなって一気に押し寄せてきたのである。

（……ま、まるで、カミトさんが中にいるようですわ……！）

　びくんっ！

　指先が肌の敏感な場所に触れるたび、頭の奥に痺しびれるような感覚が走る。

（……ううっ……ど、どうしてですの!?）

　リンスレットは身み悶もだえし、風呂の湯を何度も頭からかぶった。

　……けれど、火ほ照てった身体からだの熱が冷めることはない。

（……こ、こんな状態では、あの娘こに会えませんわ……）

　──と、その時だ。

　浴場の外で、話し声が聞こえた。

「……!?」
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「……おお！」

　ミレーユに案内され、浴場にやってきたカミトは感かん嘆たんの声をあげた。

　大だい理り石せきで造られた巨大な露天風呂だ。柱に刻まれた狼おおかみの彫ちよう刻こくから絶え間なく湯が流れ、白い湯気が浴場全体に漂ただよっている。

　天然の温泉ではないようだが、学院の御祓みそぎ場ばに勝るとも劣らない立派な大浴場だ。

「本当に、俺おれ一人で使ってもいいのか？」

「ええ、この時間は誰もいないわ。湯船で泳いでも大丈夫よ」

「……いや、さすがに湯船で泳ぐ歳としじゃないぞ」

「あら、でもお姉さまは、今でもときどき、湯船で泳ぎの練習をなさっているわ」

「そういえば、リンスレットはカナヅチだったな……」

　カミトは〈浮遊島ラグナ・イース〉で彼女に泳ぎを教えたことを思い出した。

　……なんでもできる完璧お嬢じよう様さまの、唯一の弱点かもしれない。

「それじゃあ、お兄様、ローレンフロストのお風呂を楽しんでね♪」

　ミレーユはくすっと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、廊ろう下かの方へ戻っていく。

「ああ、案内ありがとな」

　カミトは手早く衣服を脱ぐと、御祓場で身体を清め、湯船に浸つかった。

　お湯はそれほど熱くなく、ちょうどいい湯加減だ。冷えた肌がじわりと温まる。

（……ふう）

　湯船の中で、ため息をつくカミト。

　寒風吹きすさぶ夜空を見上げて、彼女に想おもいを馳はせる。

（……本当に、また会えるのか？　レスティア──）

〈水の精霊王〉イセリア・シーウォードによってもたらされた、ほんのわずかな希望。

　だが、今はそれに縋すがるしかないというのが現状だ。

　イセリアの観測も、ただの見間違いかもしれない。そもそも、レスティアとローレンフロストの地には、なんの因果もないはずだ。たとえレスティアが生きていたのだとしても、なぜ、この辺へん境きようの森に姿を現したのか──

（……けど、それを言うのなら──）

　と、カミトは胸中で呟つぶやく。

（──この森に聖国の騎士団が潜入している、ってのも不可解な話だよな）

〈聖霊騎士団〉は、帝国への国境侵犯というリスクを負ってまで、この辺へん境きようの森へ侵入してきた。とすれば、その裏には何か目的があるはずだ。

　彼女たちの存在は逆説的に、レスティアがここにいる可能性の裏付けとなっている。

（ルミナリス・セイント・レイシェード──〈聖剣〉の使い手、か）

　カミトは目を閉じて、三年前の対戦相手の姿を思い浮かべた。

　輝く黄金の髪。澄んだアイスブルーの瞳ひとみの騎士。

　彼女は三年前の大会でも、圧倒的な実力者だった。

　そして、今の彼女はもっと強くなっている。ドラクニアのレオノーラ・ランカスターと互角か、あるいは、それ以上かもしれない。

　──ぴちゃん。

　と、すぐそばで水の跳ねる音がした。

（……ん？）

　眉を寄せ、音のしたほうを振り向くカミト。

　大きな石の柱の裏で、水面がぶくぶくと泡立っている。

「……なんだ？」

　訝いぶかりながら近付くカミト。柱の付近は暗がりになっていてよく見えない。

　水面の泡立ちがさらに激しくなった。

　カミトは首を傾かしげ、泡立つ水面に手を伸ばした。

　……ふよんっ。と、指先がやわらかな感触に沈みこむ。

「……？」

　ふよんっ。

　ふよんっ。ふよんっ。ふよよよんっ。

（……って、この感触は、まさか……！）

　カミトがハッとした、瞬間。

　ザバアーッと水面が持ち上がった。

「い、い……いい加減にしなさいですわーっ！」

「……っ!?」

　浴場に大おお吹雪ふぶきが吹き荒れた。





　　　　◇






　……吹雪が止やんだ後で。

「……～っ、も、もうっ、カミトさんは本当にえっちですわ！」

　湯船に身を沈めたリンスレットは、頬ほおを膨ふくらませてカミトを糾弾した。

「わ、悪い、そんなつもりじゃ……っていうか、なんでここに？」

「そ、それはわたくしの台詞せりふですわっ！」

　キッと睨にらんでくるリンスレット。なんでも、ここで身体からだを洗っていたら、外でカミトの声が聞こえたため、あわてて湯船の中に潜って隠れたらしい。

「ここは、わたくし専用の御祓みそぎ場ばですのよ！」

「専用の御祓場？　ひょっとして、この浴場全部リンスレット一人のものなのか？」

「大貴族の姫ひめ巫み女こなら、これくらいは当然ですわ。没ぼつ落らくする前のクレアの家の御祓場なんて、もっと大きかったですわよ」

「……そうなのか。けど、ミレーユは共用の浴場はここだって……」

　そこでカミトはハッと気付く。

　……そういえば、彼女は去り際に、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべていた気がする。

「……～っ、もうっ、またあの娘この仕し業わざですのね」

「まんまと罠わなにかかったみたいだな」

　カミトは肩をすくめて嘆たん息そくした。

「……その、悪かった。俺おれはもう上がるよ」

　と、湯船の中から出ようとすると──

「──ま、待ってくださいな」

「……え？」

　腰に巻いたタオルをきゅっと掴つかまれる。

「……リンスレット？」

「これから、一緒に来て頂きたいところがありますの──」
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　ローレンフロスト領最大の祭さい殿でんである〈水霊祭殿〉は、ウィンターガルフ城から少し離れた森の中にあった。

　大祭殿は普通、石造りだが、この〈水霊祭殿〉の外がい壁へきに使われているのは、削り出された古代の魔ま氷ひようである。

　この魔氷は決して溶けることがなく、並の石材よりもはるかに頑丈だ。

　だが、ユーディア・ローレンフロストが氷漬けにされた、あの事件以来、この祭殿で祭事が執とり行われることはなくなった。

　現在は厳重な結界が張り巡らされ、ローレンフロスト家の者以外は、足を踏み入れることができないようにされているという。

「……前に来たのは、わたくしの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉出場が決まったときですわ」

　リンスレットが祭殿の門に触れ、結界を解除した。

「ここで、あの娘を救ってみせると誓いましたの。もう、入っても大丈夫ですわ」

　カミトが足を踏み入れても、結界は発動しなかった。

　リンスレットが魔術の明かりを灯ともし、祭さい殿でんの中へ入っていく。

　祭殿の中は静せい謐ひつとした空気に満ちていた。

　肌を刺すような寒気に、カミトは身を震わせる。

「こんな寂しい場所に、ずっと閉じ込められているのか……」

「ええ。今年で四年目、になりますわ」

　リンスレットは、その手に小さな精霊鉱こう石せきを握っていた。

　透明な石の中に、ドレスを着た可か憐れんな少女の姿が映っている。

　翡翠色エメラルドの瞳ひとみに、輝くプラチナブロンドの髪。ユーディア・ローレンフロストの顔立ちは、姉によく似ていた。

　祠ほこらの暗くら闇やみの中を、二人は進んでいく。

　奥へ進むにつれて、だんだんと冷気が強くなる。

　そうして、しばらく歩いたところで──リンスレットは足を止めた。

「……ユーディア、カミトさんを紹介しますわ」

　奥の暗闇に向かって、彼女は魔術の明かりを差し向けた。

　と──

「……え？」

　リンスレットは瞳を大きく見開き、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「……これは、どういうことだ？」

　カミトも思わず、息を呑のむ。

　彼女の妹が閉じ込められているはずの、その場所には──

　砕け散った氷の破は片へんが散らばっているだけだったのだ。
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　レスティアが連れて来られたのは、集落から離れた場所にある石の祠だった。

　祠の前にはすでに大勢の姫ひめ巫み女こが集まって、祈き祷とうを捧ささげている。

「この祠が、あなたたちの祭殿なの？」

「ええ。この地に、人間の帝国が築かれる以前からあった遺跡よ」

　ラナは祠の前に跪ひざまずくと、ほかの姫巫女たちと一緒に祈祷を捧げはじめた。

（……この洞どう窟くつの奥に〈氷ひよう華かの女王〉が？）

　レスティアは緊きん張ちようして、祠の奥に目を凝らした。

　氷ひよう竜りゆうを自在に操る、不思議な力を持った少女。そして、理由はわからないが、彼女は森の民を利用して、レスティアをここに呼び寄せた。

（人間であって、人間でない存在……）

　エルフィム種族の姫巫女たちは、一心不乱に祈祷を唱えている。

（……彼女が目覚めたとき、一体なにが起きるというの？）

　……なんだか、嫌な予感がする。

　できることなら、ここから逃げ出したいが、それはたぶん不可能だ。魔術に長たけたエルフィム種族から逃げられるわけがない。

「あの……」

「──静かに。〈氷ひよう華かの女王〉が姿を現すわ」

　ラナの真しん紅くの瞳ひとみが、真っ暗な祠ほこらの奥をじっと見据えた。

　と、祠の中からかすかに、シャラン、と鈴の音の鳴る音がした。

　暗くら闇やみから姿を現したのは──儀式装しよう束ぞくに身を包んだ少女だ。

「……っ！」

　レスティアはハッと息を呑のむ。

　年の頃ころは十二、三歳くらいだろうか。高貴な顔立ちの、美しい少女だった。

　その瞳は、透き通った翡翠色エメラルド。髪は燦さん然ぜんと輝くプラチナブロンドだ。

（綺き麗れいな娘こ……）

「ああ、女王様！」「〈氷華の女王〉がお目覚めになった……！」

　姫ひめ巫み女こたちが顔を上げ、恍こう惚こつとした表情で、その少女の姿を見つめた。

　ほっそりとした華きや奢しやな足が、祠の石段を踏みしめ、ゆっくりと下りてくる。しかし、その翡翠色の瞳が姫巫女たちを見ることはなく、ただ虚こ空くうを映すのみだ。

「女王様、人間の騎士たちがこの森を蹂じゆう躙りんしています。どうかお力を──」

　ラナが顔を上げて嘆たん願がんした。

　と。

　──理解、シタ。

　少女の無機質な声が、深しん閑かんとした森の中に響いた。

　──故ユエニ、私ハ──大イナル守護者ヲ、コノ地ニ呼ンダ。

「おお、では──」「ジルニトラが復活するのですね！」「これで、もう人間を恐れる必要はなくなるわ！」「我らの守護精霊が、人間どもを滅ぼし去ってくださる！」

　姫巫女たちの無む垢くな喜びように、レスティアはなぜかゾッとした。

　たしかに、守護精霊の復活は、森の民の悲願であったのかもしれない。

　しかし、この熱狂は、なにか異様な感じがする。

　異様といえば、この〈氷華の女王〉に対する盲信もそうだ。

　いくら氷ひよう竜りゆうを操る不思議な力があるとはいえ、ほんの数日前に出会った人間の少女を、ここまで崇拝するものだろうか。

〈氷華の女王〉は、その虚うつろな瞳を、キリア山脈のほうへ向けた。

　瞬間、大地が大きく震動し、レスティアはバランスを崩して倒れこんだ。

「……なに？」

「地震はジルニトラが目覚める予兆よ。見て、あの山頂を──」

　ラナが恍こう惚こつとした表情で言う。

　そんな彼女の視線を追って──レスティアは目を見開いた。

　聳そびえ立つキリア山脈の山頂付近を、夥おびただしい数の竜が飛び交っていた。

　夜の空を埋め尽くす、氷ひよう竜りゆうの群れ。

　あれほどの数の氷竜が、一体どこに潜んでいたのか──

　呆ぼう然ぜんと見つめていると、突如、虚こ空くうに巨大な亀裂が生まれた。

「……あれは、なに……？」

「〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の〈氷獄コキユートス〉の門。千年前、覇は氷ひよう精霊〈ジルニトラ〉と、その眷けん属ぞくである氷竜を閉じ込めた封ふう印いん魔術よ。それが、いま解かれようとしている──」

　虚空に走った亀裂は徐じよ々じよに広がり、その裂け目から、巨大な爪が覗のぞく。

「あれが、森の守護精霊ジルニトラ……」

　レスティアは地面に膝を着いたまま絶句した。

　爪だけで、あの大きさ。本体は一体どれほどの──

　──マダ、足リナイ。

「……え？」

　かすかに聞こえたその声に、レスティアは思わず振り返る。

〈氷ひよう華かの女王〉が、その虚うつろな目を姫ひめ巫み女こたちに向けていた。

　──アレハ、更ナル神威カムイヲ、欲シテイル。

　ザ、ザザ、ザ、ザザザ、ザ──

　少女の唇くちびるから、奇妙なノイズのような音が漏れた。

　と、突然、祠ほこらの周囲が冷気に覆おおわれ、足もとの地面が凍りつく。

「……女王様？　何を──！」

　異変に気付いたラナが、疑問の声を発した。

　しかし、その下半身はたちまち、這はい寄よる黒い呪じゆ氷ひように覆われていく。

「きゃああっ！」「女王様……おやめください、女王様……！」

　姫巫女たちは逃げようとするが、無駄だった。

　つぎつぎと黒い呪氷に足を掴つかまれ、そのまま氷の彫ちよう像ぞうとなる。

　そして、レスティアの周囲にも魔ま氷ひようは迫り──

「……っ、い……や……！」

　──呪氷に呑のみ込まれる、その寸前。

「見つけたぞ、闇やみ精霊！」

　騎士の集団が、森の中になだれ込んできた。
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「……どう……して……」

　予想もしていなかった、ユーディア・ローレンフロストの消失という事態に──

　リンスレットは茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた。

「どこへ……どこへ行ってしまったんですの……？」

　砕け散った呪じゆ氷ひようの前で、膝を折って愕がく然ぜんと崩れ落ちる。

「……」

　カミトは、足もとに散らばる呪氷の欠片かけらに目を落とした。

　放射状に散ったその欠片は、彼女を閉じ込めていた呪氷が外から溶かされたのではなく、内部から破壊されたのだということを物語っている。

（ユーディア・ローレンフロストが、自力で魔ま氷ひようを破壊した？　そんな馬ば鹿かな──）

　国中の精霊使いが溶かせなかった呪氷を、人間の力で破壊できるわけがない。

　とすれば、〈水の精霊王〉が呪氷を解いたと考えるべきなのだろうが、それはほかならぬイセリア・シーウォード自身が否定していることだ。

　完全に力を取り戻すまでは、彼女自身でさえ、呪氷を溶かすことは不可能だと。

　そもそも、ユーディアが呪氷から解法されたのだとすれば、なぜ真っ先に、家族の待つウィンターガルフ城へ戻って来ないのか──

（……ここで、一体何が起きている？）

　胸中で思案していると──

　ズンッ──と、祠ほこらを大きな震動が襲った。

「……地震？」

　低い地鳴りが響き、天井のつららが落ちてくる。

　カミトは咄とつ嗟さに、うずくまるリンスレットを庇かばった。

「ここにいるとまずそうだな。いったん、外に出よう」

「……ええ……そうですわね」

　リンスレットはまだ呆ぼう然ぜんとした様子で頷うなずいた。

　急いで祠の外に出ると──

　そこに、目を疑うような光景があった。

「……なんだ、あれは!?」

　数十、いや数百頭か──

　キリア山脈の山頂周辺を、夥おびただしい数の氷ひよう竜りゆうの群れが飛び回っているのだ。

「あんな数の氷竜、一体どこから……」

　ズッ、ズズズズズズンッ──！

　大地が大きく震動した。

「キリア山脈が、鳴めい動どうしている……！」

　連なる巨大な山脈。その山肌に積もった雪が、雪崩なだれを起こして剥はがれ落ちる。

　激しい雷光が閃ひらめき、キリア山脈上空の虚こ空くうに巨大な亀裂が走った。

「……っ、あれは、まさか〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の〈門ゲート〉!?」

「嘘うそですわ、あんなに大きな〈門〉が人間界に開くなんて！」

「なにか、出てくる……！」

　虚空の亀裂が大きく裂け、激しいブリザードが吹き荒れた。

　裂け目から姿を現したのは、空を飛び回る無数の氷ひよう竜りゆうと、そして──

　巨大な爪が、亀裂を押し広げる。

「……！」

　カミトは、その場に立ち尽くしたまま、絶句した。

　それは、蒼そう氷ひようで形作られた、途方もなく巨大な氷像だった。

　漆しつ黒こくの闇やみに翼を広げる、氷竜の帝王。

　その姿は、凄絶なまでに美しい。

「覇は氷ひよう精霊〈ジルニトラ〉……」

　リンスレットが息を呑のむ。

　オオオオオオオオオオオオオオンッ──！

〈ジルニトラ〉の翼がはためき、大気を震わせた。

「……っ、まさか、森のエルフィム種族が封ふう印いんを解いたのか!?」

「どうして、そんなことを……！」

「……さあな」

　呟つぶやきながら、カミトの脳裏にはある単語が思い浮かんでいた。

（……氷ひよう華かの女王。森に現れた人間の姫ひめ巫み女こ、か）

　あの守護精霊の出現と、何か関係があるのだろうか──

　と、右手の精霊刻こく印いんが微かすかに疼うずき、

『──カミト。あれはおそらく、私と同じ存在です』

　頭の中にエストの声が聞こえた。

「……超古代の〈精霊兵器〉ってことか」

『はい、カミト──』

　精霊兵器──数千年前の〈精霊戦争〉の際に、戦場に投入された精霊の総称だ。




〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で戦った、ミュア・アレンスタールの〈ヴァララカール〉も精霊兵器であったが、覇氷精霊から感じるプレッシャーは、あのときよりもはるかに強い。

　山頂に君くん臨りんする覇氷精霊が、翼を大きくはためかせ、上空に飛び上がった。

　雹ひよう混じりの吹雪ふぶきが麓ふもとの森に吹きつけ、大量の氷の破は片へんが大地を斬り裂く。

「……っ、森の中心部へ向かってるぞ──」

　カミトの声に焦りが生まれる。森には、レスティアがいるかもしれないのだ。

「……リンスレット、先に城のほうへ戻っててくれ」

　言って、〈魔王殺しの聖剣〉の柄に手をかける。

　と、すぐに彼女はカミトの考えを察したようだ。

「……一人で向かうのは危険ですわ」

「あの精霊と戦うわけじゃない。レスティアを探して、戻ってくる」

「なにをおっしゃいますの。この暗さでは、闇やみ精霊さんを探すことなんて──」

「近くに行けば、わかるはずなんだ」

　カミトは首を横に振り、右手の刻こく印いんに目を落とした。

「彼女がまだ生きているなら、きっと、応えてくれる──」

〈魔王殺しの聖剣〉に神威カムイを籠こめるカミト。

　まばゆく輝く刀身が、周囲の暗闇を照らしだした。

　──と、その時だ。

　二人の頭上に、複数の黒い影が飛来した。

「……っ！」

　翼を広げた氷ひよう竜りゆうの群れだ。鋭い雄叫おたけびを上げ、冷気の吐と息いきを放ってくる。

　素早く剣を構え、ブレスを防ぐカミト。が、広範囲に放たれた冷気をすべて弾はじくことは出来ず、地面ごと両脚が凍りつく。

　横殴りに襲い来る鋭い爪。咄とつ嗟さに刃やいばを返し、爪を弾く。剣身を地面に突き立て神威を放出、地面の氷を一気に粉砕した。

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　刹せつ那な、狙い澄ました矢弾が、完璧なタイミングで氷竜の頭を撃ち抜いた。

「カミトさん、援護しますわ！」

「助かる──」

〈魔王殺しの聖剣〉を逆手に持ち替え、背後に降り立った二体をまとめて斬り伏せる。そこへリンスレットの矢弾が降りそそぎ、氷竜の巨体を氷漬けにした。

　雪山では苦戦したが、本来、氷竜などカミトの敵ではない。次々と降下してくる氷竜を、リンスレットとのコンビネーションで片かたっ端ぱしから沈めていく。

　──とはいえ、さすがにこの数は厄介だ。

（強行突破するしか──）

「舞え、破滅呼ぶ氷ひよう華かの嵐よ──〈氷華乱舞ダイアモンドダスト〉！」

　不意に、森の中に凛りんとした声が響く。

　眼前の虚こ空くうに眩まばゆい光こう芒ぼうが生まれ、大きく弾けたかと思うと、二人のいる場所を中心に強烈な吹雪ふぶきの渦を生み出した。

「……っ!?」

　数十頭におよぶ氷竜の群れが、一瞬で氷ひよう塊かいに閉じ込められ、物言わぬ氷像となる。高位の精霊魔術、それも最高レベルの術者複数による、複合魔術だ。

「リンスレット？」

「いいえ、わたくしではありませんわ」

　振り向くカミトに、リンスレットは首を振った。

「この精霊魔術は、きっと──」

「──姫様！」

　轟とどろく馬ば蹄ていの音と共に、暗くら闇やみの奥から叫び声が聞こえた。

　現れたのは、葦あし毛げの馬に騎き乗じようした数人の騎士たちだ。

　先頭の騎士が松明たいまつを掲かかげると、その顔が露あらわになった。

「あんたは……」

　カミトは目を見開いた。

　白銀の軽甲冑に身を包んだその少女は、よくよく見れば、先ほどウィンターガルフ城で料理を運んで来てくれたメイド長だったのだ。

（……本当に精霊騎士だったのか）

　彼女たちは素早く下馬すると、リンスレットの前に跪ひざまずいた。

「姫様、ご無事でしたか」

「ナタリア、どうしてここが？」

「ミレーユ様が、姫様はここにおられるでしょうと。……お怪け我がは？」

「わたくしは、大丈夫ですわ」

「姫様、至急ウィンターガルフにお戻りを。城が氷ひよう竜りゆうの群れに襲われています」

「……なんですって!?」

　リンスレットはハッとして、城のある方角に目を向けた。

　大量の篝かがり火びが焚たかれた城壁に、黒い影の大群が押し寄せていた。

「そんな……！」

「封ふう絶ぜつ結界のおかげで、今はなんとか持ち堪こたえておりますが、ミレーユ様では〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉の指揮をとることができません──」

「……っ、すぐに戻りますわ」

　リンスレットは頷うなずくと、カミトに視線を向けた。

「その、カミトさんは──」

「俺おれは……」

　レスティアを探しに森の奥へ行くか、それとも、リンスレットと一緒にウィンターガルフに戻り、防衛に参加すべきか──

　カミトが逡しゆん巡じゆんしていると、

「カミト様には、折り入ってお願いしたいことがあります」

　ナタリアが口を開いた。

「……お願い？」

　訊きき返すカミト。ナタリアはこくっと頷うなずいて、

「はい。現在〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉の精せい鋭えいが〈ジルニトラ〉の討とう伐ばつに向かっております。カミト様には、彼女たちと合流して、討伐隊に加わっていただきたいのです」

「まさか、あれと戦う気なのか？」

「氷ひよう竜りゆうを呼び寄せている元凶は〈ジルニトラ〉です。あれを元素精霊界アストラル・ゼロに押し戻さなければ、いずれ城は陥かん落らくし、ローレンフロストは蹂じゆう躙りんされるでしょう」

　ナタリアは覚悟を決めた顔で言った。

「ですが、今の我々の兵力では、あのクラスの精霊を倒すことはできません。城の防衛にも戦力を裂かなければなりませんし……姫様と共に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を戦ったカミト様の力は存じています。どうか、お力をお貸しください」

「カミトさん、わたくしからもお願いしますわ」

　リンスレットがカミトのほうを向く。

「あの精霊の相手ができるのは、カミトさんしかいませんもの」

「……わかった」

　カミトは短く頷いた。

「連携は苦手だが、やってみるよ。リンスレットは城の守りに専念してくれ」

「ええ、任せてくださいな」

　カミトは、森の中心に向かって飛ぶ覇は氷ひよう精霊に視線を移した。

（……あれを倒せば、レスティアの身も多少は安全になるか）

　ピシッ──氷竜の群れを閉じ込めた氷ひよう塊かいに亀裂が走る。

　竜種の耐魔術能力は伊だ達てではない。すぐに氷を砕いて出てきてしまうだろう。

「急ごう。氷竜が目覚める前に」

「カミトさん、あとは頼みましたわ」

　騎士の乗ってきた葦あし毛げの馬に、颯さつ爽そうと飛び乗るリンスレット。

「──どうか、ご武運を」

「ああ、任せとけ」

　カミトは頷くと、〈魔王殺しの聖剣〉を手に森の中へ走った。





　　　　◇






「──見つけたぞ、闇やみ精霊！」

　ルミナリスの声が森の中に響き渡った。

　彼女の視線はまっすぐに、祠ほこらの前で立ち尽くす少女を捉とらえていた。

　服装は異なるが、目の前にいる少女は、間違いなくあの闇精霊だ。

　その周囲では、エルフィム種族の姫ひめ巫み女こたちが、黒い氷塊に閉じ込められている。

（……仲間割れか？　それとも、あの闇精霊が？）

　抜き放った聖剣を手に駆けながら、不可解な状況に疑問を呟つぶやく。

（いや、今はそんなことはどうでもいい──）

　追い続けてきた獲物が、ようやく目の前に現れたのだ。

（──これで、部下の汚名も返上できる）

　地を蹴けって跳躍し、闇やみ精霊のもとへ一気に距離を詰めた、刹せつ那な。

（……っ!?）

　ゾッと背筋が凍るような感覚に、思わず、足を止める。

　否。──足を止められた。

　その気配の正体は──祠ほこらの前に立つ一人の少女だった。

　篝かがり火びの炎に照らされた、プラチナブロンドの髪。

　空虚な翡翠色エメラルドの瞳ひとみが、ルミナリスを観察するように見つめていた。

「……なんだ、貴様は？」

　少女の放つ異様な雰ふん囲い気きに気け圧おされ、ルミナリスは身構えた。

（……人間の姫ひめ巫み女こ、だと？）

　エルフィム種族は誇り高く排他的な種族だ。人間の少女を姫巫女として受け入れることなど、まず考えられない。

　ザ、ザザ、ザザザザザ、ザ、ザザザ──

　少女の唇くちびるから奇妙な音が漏れた。

「……っ!?」

　直感で、ルミナリスは後方に跳んだ。

　黒い呪じゆ氷ひようが一瞬で這はい寄より、周囲の地面を凍らせる。

（……精霊魔術か？　いや、これは──！）

　躱かわしそこねた左足が凍結し、身体からだを地面に固定された。

「……くっ!?」

　途と端たん、彼女の全身を激しい脱力感が襲う。

（……まさか、私の……神威カムイを……！）

　ルミナリスは戦せん慄りつした。この呪氷には、神威を奪う力があるようだ。

　では、氷ひよう塊かいに閉じ込められた姫巫女たちも、神威を奪われたのか。

　足をとられたルミナリスに、黒い呪氷が襲いかかる──

「──ルミナリス様！」

　部下の騎士が眼前に立ち塞ふさがった。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの剣を大地に突き立て、全身で呪氷の盾になる。

「……アイシャ!?」

「……早く、お逃げ下さい……！」

　精霊魔装ごと、一瞬で呪氷の塊かたまりに閉じ込められる騎士。

「……おのれっ！」

　聖剣の刃やいばで呪じゆ氷ひようを砕いたルミナリスは、少女めがけて突進した。

「おおおおおおっ！」

　ザンッ──！

　剣を構えて走り込み、一切の躊ちゆう躇ちよもなく〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉を真横に薙なぐ。

　が、手応えはなかった。眼前の少女の姿は、幻影のように消え失せたのだ。

「……っ！」

「ルミナリス様っ、闇やみ精霊が！」

　背後で部下が叫んだ。

　素早く視線をめぐらせると、闇精霊は森の奥へ向かって走っている。

「逃がすな、追え！」

　しかし、彼女の命令の声が届く前に──

「うああああっ！」「な、なに!?」「きゃああっ！」

　突如、森の中に強烈なブリザードが吹き荒れた。

　視界が一瞬で失われ、吹雪ふぶきの向こうで部下たちの悲鳴が響く。

　森の上から飛来したのは、氷ひよう竜りゆうの群れだった。

　吹雪の中を自在に飛び、襲いかかってくる。

〈聖霊騎士団〉の精せい鋭えいは、たちまち総崩れになった。

「ルミナリス様っ……うああああっ！」

「……っ、隊列を組み直せ！　闇精霊の姿を見失うな！」

　襲い来る氷竜を斬り伏せながら、ルミナリスは声のかぎりに叫ぶ。

　だが、その声は吹雪の轟ごう音おんにかき消されてしまう。

「おのれ、ここまで来て……」

　ルミナリスは声を震わせた。

（……逃がすものかっ！）

　ルミナリスは、抜き放った聖剣を、頭上に掲かかげた。

　美しい黄金の髪が、吹きつける烈風に煽あおられ、逆立つ。

「古いにしえより在りし、聖国の守護者──汝なんじ、護ご国こくの聖剣〈ミュルグレス〉よ！」

　その唇くちびるから放たれるのは、解放の詞ことば。

　限界以上の神威カムイを籠こめ、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの暴走を故意に引き起こす、〈魔ま装そう展開〉だ。〈殲魔の聖剣〉が凄烈な光輝を放ち、その光を炸さく裂れつさせた。

　目を灼やく閃せん光こう。聖なる炎が乱れ舞う氷片を溶かし、視界を一気に斬り開く──！

　燃え盛る聖炎は周囲の木々を一瞬にして焼き払い、上空を舞う氷竜の群れは、苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げて地上に落下した。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　輝きを失った聖剣を地面に突き立て、周囲に視線を走らせる。あの姫ひめ巫み女この姿はなかったが、範囲内にいれば、ただでは済むまい。

〈聖霊騎士団〉の部下は全員無事だ。〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉の聖炎は、聖属性の精霊の庇ひ護ごを受けた者を灼やくことは決してない。

　そして──

（──闇やみ精霊は？）

　闇精霊にとって〈殲魔の聖剣〉の聖炎は凄すさまじい激痛をもたらすはずだ。たとえ聖炎に灼かれずとも、聖光の余よ波はのみで、行動不能にできた可能性は高い。

　だが、その期待はすぐに裏切られる。

「ルミナリス様、あそこに──！」

　部下の声に視線を向けると、森の中を駆ける闇精霊の後ろ姿が目に入った。

「……なに!?」

　ルミナリスは思わず、声をあげる。

（──〈殲魔の聖剣〉の聖光が、闇の眷けん属ぞくに効きかないだと？）

　──本来、あの距離であれば、闇精霊には確実に致命傷を与えられたはずだが。

　ルミナリスは強く、聖剣の柄を握りしめる。

「──追うぞ。まだ動ける者は私に続け、あとの者は治ち療りように専念しろ」

　言い捨てて、森に消えた闇精霊の姿を追う。

　森を走る闇精霊の足取りはたどたどしい。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の頃ころよりも、はるかに弱体化しているようだ。

（……あれが、本当にあの闇精霊なのか？）

　少なくとも、彼女はルミナリスと対等に渡り合う力を持つ高位精霊だったはずだ。

　強力な闇属性の精霊魔術を行使し、〈精霊剣舞祭〉では、ネペンテス・ロアと共に多くのチームを壊滅させた。

（だが、今の彼女はどうだ？　まるで無力な獲物ではないか──）

　──と、不意に。

「……っ!?」

　強烈な気配を感じ、ルミナリスは足を止めた。

　夜を覆おおい尽くす、巨大な影。

　頭上を見上げると──

　蒼そう氷ひようで形作られた、超大型の氷ひよう竜りゆうが、地上を睥へい睨げいするように飛んでいた。

「……っ、精霊……だと!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくルミナリス。部下の騎士たちも唖あ然ぜんとして立ち尽くす。

　彼女ほどの精霊使いであれば、その気配だけで、精霊の等とう級きゆうを推し量れる。

　あれは、間違いなく最高ランクの魔神級精霊。

　討とう伐ばつするとすれば、大国の騎士団の投入を覚悟しなければならない代物だ。

　オオ、オオオオオオオオオオオオッ──！

　超大型精霊の咆ほう哮こうが、森の木々を激しく揺らした。

　その声に応えるかのように、周囲を飛ぶ氷ひよう竜りゆうの群れが咆ほう哮こうし、激しい吹雪ふぶきを呼ぶ。

「あれが、氷竜どもの王というわけか──」

　呟つぶやいた途と端たん、背後に鋭い殺気が生まれた。

「──人間め！」

　ヒュッと風切りの音がして、一本の矢が首筋をかすめた。

　立て続けに、数本の矢が茂みから撃ち込まれる。

「──守護の〈聖盾〉よ」

　ルミナリスは即座に精霊魔術を唱え、光の防護壁を展開した。

「邪じや魔ま立てするな、エルフィム種族。死にたいのか？」

　矢を放ってきたのは、森に棲すむエルフィム種族の連中だ。捨て置いたところで、どうということもないが、闇やみ精霊の追跡を邪魔されるのは目め障ざわりだった。

「愚おろかな人間め、〈ジルニトラ〉に滅ぼされるがいい！」

　弓矢を構えた少年が叫ぶ。

　と、その声に応えた、というわけでもないだろうが──

　空を支配する氷竜の王が、地上の森めがけて、吐息ブレスを放った。

　広範囲に放射された強烈なブリザードが、森の民の集落を一瞬で呑のみ込む。

「……む、村が！」「ジルニトラ様!?」

　エルフィム種族の悲鳴が重なった。

〈ジルニトラ〉はその両翼をはためかせ、ゆっくりと地上に降り立った。

　震動で大地が揺れる。巨大な氷の尾が、森の木々を容よう赦しやなく薙なぎ倒した。

「ジルニトラ様、どうかお鎮しずまりください！」「この森はあなた様の領地──」「あなた様の敵は、森ではなく人間です！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫び声。

　──が、彼らの嘆たん願がんは、折れ砕ける木々の音にかき消されるだけだ。

「……当然だ」

　ルミナリスは苛いら立だたしげに呟いた。

「あれほどの精霊が、お前たちごときに制御できるわけがないだろう」

　戦時中に〈戦略級軍用精霊〉の多くが封ふう印いん廃棄されたのは、大国の軍の力をもってしても、その運用が極めて不安定だったからにほかならない。

　ふと、彼女は違和感を覚え、眉をひそめた。

（……この連中は、本当にそんなことも知らなかったのか？）

　否、そんなはずはない。

　エルフィム種族は、人間よりもはるかに精霊に近しい種族なのだ。制御する方法を用意することなく、魔神級の精霊を召喚するなど、考えられない。

　だとすれば──

（──強力な精神支配、か）

　ゾッとするような気配を感じて、ルミナリスは背後を振り向いた。

　そこに、先ほど姿を消したはずの、人間の姫ひめ巫み女こがいた。

　少女の背後には、エルフィム種族の少年少女が付き従っている。

　全員が虚うつろな目で、ルミナリスたちを見つめていた。

（……この集落のエルフィム種族を、精神的支配下に置いている？）

　しかし、もともと魔術に耐性のあるエルフィム種族、それもこれだけの人数を相手に精神支配をかけるなど、人間の精霊使いには不可能だ。

「……貴様は、何者だ？　あの精霊を呼んだのは、貴様なのか？」

　聖剣の切っ先を向け、ルミナリスは問う。

　ただの姫巫女ではあるまい。

　といって、あの闇やみ精霊のような、人の姿をした高位精霊でもない。

　……あれは、もっと、おぞましい何かだ。

　ザ、ザザザ、ザ、ザザザザザザ、ザ──

　姫巫女の少女が奇妙な音を紡ぐ。

　と、彼女に付き従う子供たちが、一瞬で黒い呪じゆ氷ひように閉じ込められた。

　少女の髪が淡く輝き、その神威カムイが一気に膨ふくれ上がる。

「ルミナリス様、これは……」

　部下の騎士がゴクリと息を呑のんだ。

「──ああ、正真正銘の、化け物だ」

　ルミナリスは直感した。

　目の前のこの存在は、上空の魔神級精霊などよりも、遙はるかに危険な存在だと。

　少女は虚こ空くうに手を伸ばし、巨大な精霊に呼びかけるように、音を発した。

　ザ、ザザザ、ザ、ザザザザザ──ラ、ラララ、ラ、トゥルルル──

　と、少女の身体からだがふわりと浮遊し、精霊のもとへ近付く。

　その指先が、精霊の胸部に触れ──

（なんだと……!?）

　少女の身体は、そのまま吸い込まれるように、蒼そう氷ひようの中に埋もれていく。

「……精霊と、融合した!?」

　現実とは思えないその光景に、ルミナリスは愕がく然ぜんと呟つぶやいた。





　　　　◇






「西側の結界が破れるぞ、すぐに兵を向かわせろ！」「怯ひるむな、撃ち落とせ！」「姫巫女は破れた結界を補強しろ、聖術の使い手は負傷兵の治ち癒ゆにあたれ！」

　襲い来る無数の氷ひよう竜りゆうの猛攻に、ウィンターガルフの城はなんとか持ちこたえていた。

　オルデシア辺へん境きようの防御の要となる堅城だ、そうたやすく落ちはしない。だが、このまま猛攻が続けば、城を守る封ふう絶ぜつ結界にもいずれ限界が来るだろう。

「落ち着いて。氷ひよう竜りゆうは竜種の中でも飛行能力に長たけた飛竜種。通常の武器で竜の鱗うろこを貫つらぬくことはできないけれど、翼にはそれほどの強度はない。翼を狙って──」

　メイド服姿のミラ・バセットが城壁の各所をまわり、弩ど弓きゆうを構えた一般兵に指示を与えていく。封ふう魔ま眼がんの契けい約やく精霊は失った彼女だが、元はロッソベル公国〈破烈の師団〉に所属していたエリート騎士である。その指揮は見事なものだ。

「……ミラ、大丈夫？」

「ミレーユ様、ここに来てはだめ。早くお城の中へ──」

「……う、うん。でも、ミラが心配で……」

　ミレーユの翡翠色エメラルドの瞳ひとみが不安そうに揺れる。

　彼女はメイドとしてのミラしか知らない。ロッソベル公国の騎士団で、軍事兵器として生きていた頃ころのミラ・バセットを知らないのだ。

　ミラはミレーユの頭に優しく手をのせた。

「……私は大丈夫。ありがとう」

　普段は無表情な彼女が、かすかに微笑ほほえむ。

　その時、城壁の下の広場で歓声が上がるのが聞こえた。

　振り向くと、城の扉から出てくるリンスレットの姿があった。〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉のナタリアが、リンスレットを連れて戻ってきたのだ。

「お姉様！」

　ミレーユの顔がパッとほころんだ。

「おお、姫様！」「姫様がご帰き還かんなされたぞ！」「よくぞご無事で……」

「みなさん、よく持ち堪こたえてくれましたわ」

　城外の地下通路から城の内部に入ったリンスレットは、傷付いた兵士を鼓舞しながら、城壁の上へ続く階段を上った。

　そのあとを、ナタリアがあわてて追ってくる。

「姫様、城壁の上は危険です。せめて内側で指揮を──」

「いいえ、ここで指揮を執とります。常に兵の前に立って先陣を切るのが、オルデシアの貴族であり、精霊使いであるわたくしの務つとめですわ。それに──」

　城壁の上に堂々と立ち、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの弓を構えるリンスレット。

　虚こ空くうに向かって放たれた無数の矢弾が、空を舞う氷竜の群れを撃ち落とした。

「わたくし、目立つのが好きなんですの」

　ふっと不ふ敵てきに微笑み、つぎの矢をつがえる。

「……はあ、そういう方でしたね。姫様は」

　苦笑して肩をすくめるナタリア。

「俺おれたちも負けてはおれぬぞ！」「おおっ、姫様が見ておられる！」

　城壁に立つリンスレットの勇姿は、城の兵士たちの士気を鼓舞したようだ。

　城壁に据えられた投石機。大型の弩ど弓きゆうが、地に落ちて凍りついた氷ひよう竜りゆうを穿うがつ。

「……っ、それにしても、数が多すぎますわね」

「はい。やはり、氷竜の王である〈ジルニトラ〉を倒さないことには──」

　氷竜の翼を精霊魔装エレメンタルヴアツフエの槍やりで貫つらぬきながら、頷うなずくナタリア。

　リンスレットははるか遠く、森の中心部に目を移した。

　ジルニトラは〈氷ひよう華かの森〉の木々を薙なぎ倒し、猛たけり狂っている。

（ローレンフロストの守護精霊が、森を破壊するなんて……）

　それに──

（ユーディア……）

　忽こつ然ぜんと姿を消してしまった、妹のことが頭を離れない。

（……一体、どこへ行ってしまったんですの？）

「……姫様っ！」

　ナタリアが鋭い声をあげた。氷竜の一体が結界を破って城壁に突撃してきたのだ。

　足場が崩れ、大量の瓦が礫れきが下の広場に落下する。兵士達たちの悲鳴があがった。

「……っ、結界が……」

「ウィンターガルフの結界は、〈氷華の森〉の地ち脈みやくを利用した結界。〈ジルニトラ〉の復活でこの一帯の地脈が乱れ、本来の力を失っているのですわ」

　城壁を破壊した氷竜が、リンスレットめがけて襲いかかった。

「姫様っ──」

　間一髪、ナタリアが割って入り、槍の柄で爪の一撃を受け止める。

　瞬間、精霊魔装の槍は木こっ端ぱ微み塵じんの氷片となって砕け散った。氷竜との連戦で神威カムイを消耗し、契けい約やく精霊の力が限界に達したのだ。ナタリアの精霊──フェンリルによく似た小型の狼おおかみは、光の粒子となって消滅した。

「……っ！」

　氷竜が顎門あぎとを開き、竜の吐息ドラゴン・ブレスを放とうとする。

「……っ、させませんわっ！」

　リンスレットは即座に三本の矢を同時につがえ、放った。二本が翼に、一本が口こう腔こうに命中。暴発した吐と息いきが炸さく裂れつし、氷竜は城壁の下へ落ちていく。

「兵士を城の中へ。ここはわたくしが食い止めますわ」

　結界が破られた以上、精霊使いでない一般兵に、竜種の相手は荷が重い。

　城壁の西側で指揮をとるミラ・バセットに素早く指示を出すと、彼女は倒れたナタリアのそばへ駆け寄った。

「姫様……申し訳、ありません……」

「ナタリア、あなたも城壁の中へ」

「しかし──」

「安心なさい。ここの守りは、わたくし一人で受け持ちますわ」

　リンスレットは立ち上がると、五本の矢をまとめてつがえた。

　一いつ斉せい掃そう射しや。放たれた魔氷の矢弾フリージング・アローが、複数の氷ひよう竜りゆうを同時に撃ち落とす。

「姫様、いつの間にこれほどの力を……」

　顔を上げたナタリアが目を丸くする。

〈チーム・スカーレット〉の射手として、過酷な〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を戦い抜いたリンスレットの実力は、いまや現役の精霊騎士に匹敵する。

　そして、ここは代々続くローレンフロスト家の領地であり、土地の精霊である〈フェンリル〉の力が最も発はつ揮きできる場所なのだ。

　──しかし、それだけではない。

　いま、彼女の中には、これまで感じたことのないもう一つの力があった。

（……なんですの、この感覚は──）

　身体からだを流れる神威カムイとは相あい反はんする、未知の神威。

　彼女が精霊の力を振るうたび、その力は徐じよ々じよに強まってくる。

　キリア山脈の氷ひよう窟くつで、カミトに口づけをしたときに感じた、あの力だ。

　心臓が早はや鐘がねを打ち、精神が昂こう揚ようする。

「吹き荒れよ、氷乱の嵐──〈氷槍の嵐アイシクル・ストーム〉！」

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエにのせて放たれた高位の精霊魔術が、城壁に群がる氷竜の群れを薙なぎ払はらう。

「はあっ、はあっ、はあっ……ようやく半数、ですわね……」

　肩で息をするリンスレット。大分撃ち落としたが、空を埋め尽くすその数は膨大だ。一時的に凍結させた氷竜も、いずれ氷を砕いて復活するだろう。

「まだ、この城は……落とさせませんわ」

　と、不意に。氷竜の猛攻が、突然、ピタリと止まった。

「……え？」

　リンスレットは思わず、そんな声をあげた。

　それは、とても奇妙な光景だった。

　何百頭という氷竜が──

　すべて同じ方向を向き、空中で静止しているのだ。

「……なん、ですの……？」

　氷竜の視線の先には、天空を飛ぶジルニトラの姿があった。

　オオオオオオオオオオオオッ！

　ジルニトラが天に向かって咆ほう哮こうした。

　大気が震え、〈氷ひよう華かの森〉に吹き荒れていた吹雪ふぶきが一気に吹き飛ぶ。

　そして、次の瞬間。

「──姫様、あれを！」

　ナタリアが空を指差して叫ぶ。

　城を囲むように空を埋め尽くしていた氷竜の群れが、ジルニトラのいる方角へ向かって、いっせいに飛び去ったのだ。

「……」

　奇妙な静寂がおとずれた。

　城の兵士達たちは、全員戸惑ったように顔を見合わせて、首を傾かしげた。

「一体、なにが……」

　そう呟つぶやいた途と端たん、左手に鋭い痛みが走った。

『──ット……リンス……レット……！』

「……イセリア様!?」

　見ると、氷薔ば薇らの刻こく印いんが明めい滅めつしている。

『──聞いて……あなたに……伝え、なければならない、ことがあるの』
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　──その頃ころ。キリア山脈上空に、飛行する巨大な魔鳥の姿があった。

「エリス、あんたの精霊、二人乗りもできたのね……」

「うむ、普段はそうそうしないのだがな。今の私は、とても調子がいいのだ」

　エリスの魔風精霊〈シムルグ〉である。

　巨大化したシムルグは、吹雪ふぶきの止やんだキリア山脈の上を悠々と飛んでいく。

　突然、山の吹雪が止んだ理由はわからない。しかし、麓ふもとのローレンフロストの森で、吹雪など問題にならない事態が起きていることは明白だった。

「見て、竜の群れが森に集まっているわ！」

　魔鳥の羽にしがみついたクレアが、下を指差した。

「あれは──」

　その異様な光景に、エリスは息を呑のむ。

　夥おびただしい数の竜が、〈氷ひよう華かの森〉の上空を飛び交っているのだ。

　森の上空には大吹雪が吹き荒れていた。吹雪の中心には、巨大な氷の塊かたまりが見え隠れしているが、夜間であるため、その全ぜん貌ぼうは上空からでは把は握あくできない。

「……一体、あの森でなにが起きているのだ？」

「エリス、もっと高度を下げて。近付けば、なにかわかるかもしれないわ」

「そうしたいのは山々だが、これ以上は危険だ。吹雪に巻き込まれる恐れがある」

　山脈の頂いただきを越えた途端、魔風精霊の飛行が大きく乱れた。

「ふああっ！」

　危うく振り落とされそうになったクレアが、翼の付け根を掴つかむ。

「……っ、さすがにこれ以上の飛行は無理か。いったん地上に降りるぞ」

「……しかたないわね。あそこに村があるわ」

　魔風精霊はくるる、と鳴くと山の麓にある小さな村めがけて降下する。

　着地と同時に、二人はシムルグの翼から飛び降りた。

　麓ふもとの村は大混乱に陥おちいっていた。

「な、なんだ、お前たちは！」

　と、松明たいまつを持った村人がこっちへ向かって走ってきた。

　炎の明かりが、クレアたちの姿を照らし出す。

「……ヒッ、こ、こんどは恐ろしい魔鳥だ！」

　暗くら闇やみに浮かび上がるシムルグの姿を見た村人は、悲鳴をあげて腰を抜かした。

「失敬な、シムルグが傷付くではないか」

　憮ぶ然ぜんとして怒るエリス。

「気にすることないわよ。シムルグ、ありがとう」

「うむ、よく頑張ってくれたな」

　エリスが〈シムルグ〉の頭を優しく撫なでると、魔鳥はくるる、と嬉うれしそうに鳴き、精霊魔装エレメンタルヴアツフエへと姿を変えた。

「あ、あなたがたは、ひょっとして貴族様ですか？」

　と、おそるおそる訊きいてくる村の老人。

「アレイシア精霊学院の学生だ。この森で一体何が起きている？」

「森の民の仕し業わざです。あの連中が〈ジルニトラ〉を復活させたのです！」

「……森の民？」

　エリスは眉をひそめた。

「氷ひよう華かの森に住むエルフィム種族のことよ。昔、リンスレットに聞いたことがあるわ。それより、〈ジルニトラ〉ってどういうこと？　たしか、はるか太古に封ふう印いんされた、ローレンフロストの守護精霊よね？」

　優等生のクレアは、各地方に伝わる伝でん承しようをほぼすべて記憶しているのだった。

　老人は、吹雪ふぶきの吹き荒れる森の中心へ視線を移し、

「あの吹雪の中心に、途と轍てつもなく大きな氷ひよう竜りゆうがいる。それが〈ジルニトラ〉です。森の連中は、この地の支配を取り戻すために、あの精霊を蘇よみがえらせたんですよ」

「しかし、あの精霊は森を破壊しているように見えるが……」

　エリスは冷静に指摘した。太古の精霊を復活させたのが、エルフィム種族だとするなら、なぜ、自分たちの棲すむ森を破壊するのか。

「暴走してるのよ。あんな精霊、まともに制御できるわけないでしょ」

　クレアが呟つぶやく。

　その時、村の広場で大きな悲鳴があがった。

　強烈な風が吹いて篝かがり火びが倒れ、あたりが一瞬、暗闇に包まれる。

「──来なさい、スカーレット！」

　クレアがパチリと指を鳴らし、虚こ空くうから燃える火猫を呼び出した。

　炎の明かりが周囲を照らし、広場に集った影を照らしだす。

　真しん紅くの眼めを煌こう々こうと輝かせる、氷ひよう竜りゆうだ。

「……二、三……全部で六体か……」

「ちょっと、めんどうね──」

　唇くちびるを舐なめて、呟つぶやくクレア。竜種の鱗うろこは対魔術性能に優れている。純粋な五大属性の契けい約やく精霊を使し役えきする二人にとっては厄介な相手だ。

（早く、カミトを探したいのに……）

　カミトの強さはもちろん知っている。

　氷竜ごときが何体いようと、カミトの敵ではないだろう。

　……けれど、心配なことに変わりはない。

（……もうっ、あたしに心配させるなんて、あとでお仕置きなんだから！）

　クレアはスカーレットを精霊魔装エレメンタルヴアツフエの〈炎の鞭フレイムタン〉へと変化させた。

「エリス、あたし一人でやるわ。あんた、まだ本調子じゃないでしょ」

「ふん、気遣いは無用だ」

　クレアと背中合わせに立ち、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えるエリス。

　──と、その時。

「待って、あれは……」

「……む？」

　風の刃やいばを放とうとするエリスを、クレアは押しとどめた。

　氷竜は一人の少女を地面に押さえつけ、捕らえようとしている。

「……ぁ、う……うう……！」

　村人の服とは明らかに違う、リーフグリーンの衣。

　それは、エルフィム種族が身に着ける伝統的な衣装だ。

「どうして、人間の村にエルフィム種族が──」

「……た、す……けて……」

　氷竜の脚の下で、苦しそうに喘あえぐ少女。

　その少女と目が合った瞬間、クレアの息がとまった。

　燃える炎に照らされた、その少女の顔に、見覚えがあったのだ。

「あ、あんた……まさか!?」
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（……くそっ、一体どうなってる!?）

　鋭く尖とがった樹じゆ氷ひようの枝が、森を走るカミトの服を切り刻む。

〈氷ひよう華かの森〉は、人間が足を踏み入れるには、あまりに過酷な環境だ。

　エルフィム種族の結界はすでに消え、道を惑わされることはない。しかし、〈ジルニトラ〉に近付くにつれ、吹雪ふぶきの勢いはいよいよ強まっていく。

　吹雪ふぶきの向こうに見え隠れするその巨大な姿を、カミトは睨にらんだ。

（……ローレンフロストの守護精霊か）

　だが、周囲の森を破壊し貪むさぼるその姿は、とても守護精霊には見えない。

　むしろ、この森そのものを憎んでいるかのようだ。

　閃せん光こうが奔はしり、夜の森を一瞬、白く染めあげた。

　何者かが、すでに〈ジルニトラ〉と交戦しているようだ。

　先行したという〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉か、それとも──

（──ルミナリスの聖剣か？）

　カミトは走る速度を更に上げた。

　立ち塞ふさがる森の木々を〈魔王殺しの聖剣〉で薙なぎ払はらう。

　ようやく、目の前に開けた場所が現れた。

　そして──

「……っ！」

　その異様な光景を目にして──カミトは絶句した。

　地面に折り重なった無数の竜の肢し体たい。大地には巨大な氷ひよう塊かいが幾本も突き立ち、エルフィム種族の集落を完かん膚ぷなきまでに破壊し尽くしていた。

「自分たちの呼んだ精霊に、滅ぼされたのか……」

　カミトはエストに神威カムイを籠こめ、暗くら闇やみを強く照らした。

　と、視界の端に、一人の少女が倒れているのを発見した。

　儀式装しよう束ぞくに身を包んだ、翡翠色の髪の少女──エルフィム種族だ。

「おい、大丈夫か!?」

　カミトはあわてて駆け寄ると、少女をそっと抱き起こした。

　……まだ息はあるようだ。胸もとに手を添え、神威を籠めてショックを与えると、少女は息を吹き返した。

「…………だ、れ……？」

　目をうっすらと開き、苦しそうに喘あえぐ少女。

　……ひとまず、命に別状はなさそうだ。内心でほっと安あん堵どする。

「……人間……なの……？」

「ああ、そうだ」

　こくっと頷うなずくカミト。

「……教えてくれ、ここで一体なにがあった？」

　カミトが訊きくと、姫ひめ巫み女この少女はかすかに唇くちびるを震わせた。

「〈氷ひよう華かの女王〉が……森の守護精霊を、召喚……した、の……」

「……女王……人間の姫巫女か」

　カミトの言葉に、少女は短く頷いた。

「その女王が、精霊の制御に失敗したのか？」

「……ちが……う……」

　今度は、弱々しく首を振る。

「彼女は……いえ、アレは最初から、ジルニトラを利用、するつもりで……」

「どういうことだ？」

「……アレは……ジルニトラと融合したの」

「精霊と融合？」

　意味がわからずに、カミトは訊きき返した。

　もしかすると、意識が朦もう朧ろうとして、譫言うわごとを言っているかもしれない。

　──と、不意に、吹きつける吹雪ふぶきがとまった。

　カミトはハッと空を見上げる。そして──

「……なんだ、あれは……？」

　喉のどの奥でうめく。

　飛ひ翔しようしたジルニトラが、周囲の氷ひよう竜りゆうを──貪り喰らっていた。

　飛び回る氷竜を手当たりしだいに捕らえ、無造作に喰くっている。

　氷竜を喰らうたび、覇は氷ひよう精霊の巨きよ躯くは、さらに大きく膨ふくれあがる。

　パキ、パキ──と大きな破は砕さい音が鳴り響き、その背中に氷ひよう塊かいの突起が生まれる。

　カミトの額ひたいを冷たい汗が流れ落ちた。たしかに、精霊の中には人間界の生物を補食し、神威カムイを補給するものもいる。しかし、あれは──

（……神威を吸収しているんじゃない）

　氷竜を取り込み、自己と完全に融合させているのだ。

　そんなことは、魔精霊にすら不可能だ。

　もはや、あれは精霊ではない。ただの化け物だ。

「……お願……い……」

　少女の指先が、カミトの頬ほおに触れた。

　その真しん紅くの瞳ひとみが痛切に訴えかける。

「どうか、ジルニトラを眠らせてあげて……」

「……ああ。わかった」

　頼まれるまでもない。あれは、この世界に存在してはならないものだ。

　カミトは頷うなずくと、倒木の陰に少女の身体からだを横たえた。

　ふと思い立って、訊たずねる。

「最後に訊いてもいいか？」

「……？」

「その──女の子を知らないか？」

「……おんなの……こ……？」

「ああ。闇やみ色のドレスを纏まとった……すごく、綺き麗れいな娘こだ」

　姫ひめ巫み女この少女はハッと目を見開いた。

「……知ってるのか？」

　こくり、と頷うなずく。

「その娘こは、たしかにここにいたわ。私はその娘の世話をしていた」

「……っ！　その娘は、いまどこに？」

「……わから……ない……」

　少女は目をつむり、首を振った。

「……たぶん、森の中へ逃げた、と思う」

「……そうか」

　カミトは立ち上がった。

　レスティアを追いかけたい気持ちはある。

　しかし、今は──

（……あの化け物を、倒しちまわないとな）

　睨にらんだ先には、無数の氷ひよう竜りゆうと融合しつつある、巨大な精霊の姿があった。
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「……っ、一体、あそこで何が起きていますの!?」

　木々の倒れた森の中を、リンスレットを乗せたフェンリルが駆け抜ける。

　すべての兵を城に残し、彼女は一人、森の深しん奥おうへ向かっていた。

　ウィンターガルフを襲っていた氷竜の群れは〈ジルニトラ〉のもとへ集結し、その身を捧ささげるように、捕食されていった。無数の氷竜と融合した〈ジルニトラ〉の姿は、もはや原形をとどめておらず、全身から杭くいのように突き出した黒い氷ひよう塊かいに蝕むしばまれている。

「あれが、語り継がれてきた、ローレンフロストの守護精霊の姿ですの？」

『違うわ。あれは、もはや精霊ではないものに──書き換えられてしまった』

　イセリアの声が頭の中で響く。

「どういうことですの？」

『あれは、かつての私の──イセリア・シーウォードの犯した罪よ』

　そして、彼女はすべてを話した。

　狂乱した〈水の精霊王〉の記憶の中に眠っていた、あの日の真実を。
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「汝なんじ、魔を打ち砕く聖剣よ、灰となりて滅べ──〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉！」

　白銀に輝く刃やいばが、闇やみを斬り裂き〈ジルニトラ〉の首を貫つらぬく。

　──が、それだけだった。氷竜の群れと融合し、奇怪な氷塊へと変へん貌ぼうを遂げた化け物の傷は、瞬時に再生してしまう。

「……っ、はぁっ、はぁっ……化け物がっ！」

　地面に膝をつき、ルミナリスは息を荒げた。ルミナリスとて、魔神級の精霊を討とう伐ばつしたことはある。しかし、それは騎士団を率いてのことだ。

（それに、あれはもはや、精霊などではない……！）

　ズンッ──ズズズズンッ！

　ジルニトラの体表から剥はがれた氷ひよう塊かいが落下し、轟ごう音おんと土煙を噴き上げた。

「……っ！」

　ルミナリスの顔が蒼そう白はくになる。

　氷塊の落ちたその場所には、彼女がここを離脱することのできない理由があった。

　呪じゆ氷ひように封じ込められた〈聖霊騎士団〉の部下たちだ。

　……おそらく、まだ息はある。しかし、彼女たち全員を運んで離脱することは不可能だ。このままでは、いずれ〈ジルニトラ〉の攻撃に巻き込まれるか、呪氷に神威カムイを奪い尽くされて死に至るだろう。

（そうなる前に、あの化け物を滅ぼさなくては……！）

　だが、氷ひよう竜りゆうとの連戦に加え、魔ま装そう展開を放ったルミナリスの神威は、すでに底を尽きかけている。いまの彼女を突き動かしているのは、強い意志の力のみだった。

　援軍はいない。ここで戦っているのは彼女ただ一人だ。ウィンターガルフから派兵されてきた〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉の三人も、すでに力尽きて呪氷に呑のみ込まれた。

（……まあ、時間稼ぎ程度の役にはたったが）

　漆しつ黒こくの空を睨にらんだまま、息を整える。

　と、上空のジルニトラの様子に変化が起こった。

　極度に肥ひ大だい化かした自重に耐えきれず、自由落下を始めたのだ。

　ドオオオオオオオオオオオオンッ！

　震動が大地を揺らした。

　風圧で一帯の木々が吹き飛び、大地に巨大なクレーターを穿うがつ。

「……くっ──」

　ルミナリスは咄とつ嗟さに〈防壁〉の魔術を展開し、氷漬けの部下たちを庇かばった。

　地に墜おちたジルニトラ。その巨きよ躯くから放出される冷気が、周囲の大地を凍りつかせ、〈氷ひよう華かの森〉の木々を枯こ死しさせてゆく。

「もはや、すべてを喰くらうだけの化け物となり果てたか……」

　ふらふらと起き上がり、彼女はふたたび〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉を構えた。

（しかし、奴やつが地上に墜ちた今なら、まだ勝機は──）

　が、すぐにその考えが甘かったことに気付かされる。

　突如、大地が隆りゆう起きし、一帯に無数の氷の刃やいばが突き出した。

〈氷華の森〉と融合したジルニトラは、大地そのものを氷の刃へ変化させたのだ。

　不意をつかれ、回避が一瞬遅れた。

「くっ、ああああっ──！」

　全身を呪じゆ氷ひようの刃やいばに貫つらぬかれ、喉のど奥から悲鳴をほとばしらせる。

（……っ、これまで……なのか……？）

　ルミナリスの頬ほおを、涙の滴しずくがこぼれ落ちた。三年前、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉に敗北して以来、決して流すまいと決めていた涙だった。

（…………すま……ない……）

　最後に思い浮かぶのは、ここまでついてきてくれた部下達たちのことだった。

　指先の力が抜け、その手に握った聖剣が地面に落ちる。

　喉元まで呪氷に蝕むしばまれ、絶望の吐と息いきを漏らした、その時だった。

「──諦めるな。昔のあんたは、彼女相手に諦めなかっただろ」

（……？）

　白はく刃じん一いつ閃せん。全身を覆おおい尽くす呪氷が、澄んだ音をたてて砕け散った。

　宙に投げ出された彼女の身体からだを、力強い両腕が抱きとめる。

「──苦戦してるみたいだな、聖騎士さんよ」

「……貴様……は……！」

〈チーム・スカーレット〉の男の精霊使い。

　──カゼハヤ・カミトだった。





[image: ]

「……カゼハヤ、カミ、ト……なぜ、貴様がここに？」

　カミトの腕の中で、ルミナリスは喘あえぐように言葉を発した。

「それはこっちの台詞せりふだ。聖国の騎士団が、なぜローレンフロストにいる？」

「……っ、それ……は──」

　唇くちびるを噛かむルミナリス。カミトは肩をすくめ、彼女をそっと地面に下ろした。

「まあいいさ。おまえたちの目的については、あとできっちり聞かせてもらう。今は、あの化け物をなんとかすることのほうが先決だ」

　カミトは〈氷華の森〉と融合しつつある〈ジルニトラ〉を睨にらんだ。

　森の精霊たちの神威カムイを吸収しているのか、呪氷で構築されたその巨きよ躯くは、夜の闇やみの中で不気味に発光している。

「──で、なんなんだ、あの化け物は？」

「私が聞きたい。精霊があのように変質するなど──」

　ルミナリスは自身に〈治ち癒ゆ〉の魔術をかけると、よろめきながら立ち上がった。

「無理するなよ。そんな満まん身しん創そう痍いの状態で」

「黙れ。聖国の騎士を舐なめるな」

　ルミナリスは鋭く言うと、〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉を構えなおした。

　カミトは肩をすくめ、

「あんたには、いろいろ言いたいことがある。俺おれの相棒にしてくれたこととかな。けど、まあ、いまは忘れてやるよ──ここは共同戦線ってことでどうだ？」

「……貴様、何を考えている？」

　ルミナリスの蒼そう玉ぎよくの瞳ひとみが、カミトを油断なく睨にらむ。

「単純に戦力が欲しいだけだ。俺も、あの化け物と一人でやりあうのはキツそうだしな。それに、あんたの実力はよく知ってる、戦力としては申し分ない」

「知った風ふうな口を訊きくな、男の精霊使い」

「知ってるさ。実際に剣を交わしたこともある──」

「なんだと？」

　途中で失言に気付き、カミトは口をつぐんだ。

（……そういえば、こいつは俺の正体を知らないんだったな）

「貴様と剣を交わした覚えはないぞ。決勝戦で戦ったのは、火猫精霊の使い手だ」

　彼女はますます不審そうな目でカミトを睨む。

「ま、まあ、それはそれとして、だ。言い争ってる場合じゃなさそうだぞ──」

　ジルニトラの巨きよ躯くが蠢うごめき、激しい光を放った。

「……ちっ！」

　二人は同時に左右に跳んだ。

　刹せつ那な、大地から突き出た無数の氷刃が、夜の闇やみを縦じゆう横おう無む尽じんに斬り裂く。

　間一髪、回避したものの──

「……っ、アルダ！」

　ルミナリスが叫んだ。地を走る氷刃は、呪じゆ氷ひように閉じ込められた彼女の部下達たちめがけて襲いかかったのだ。

　ルミナリスの剣が唸うなった。ほとばしる聖炎が、氷刃を包んで蒸発させる。

　だが、氷刃の数は圧倒的だった。数本を撃ち洩もらしてしまう。

「しまっ──！」

「絶剣技、三ノ型──〈影月演舞〉！」

　刹那、カミトは爆発的な脚力で地面を蹴けり、対集団用の絶剣技を放った。

　闇に閃ひらめく斬ざん閃せん。乱れ舞う白刃が、呪氷の刃やいばを粉々に破は砕さいする。

「……なっ！」

　唖あ然ぜんとするルミナリス。

　彼女も反応は出来ていた。しかし、あんな芸当は絶対に不可能だ。

（……なんだ、いまの動きは？）

　初めて、直接目の当たりにするカミトの剣技に、絶句する。

　それは、三年前の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉を彷ほう彿ふつとさせる超絶的な剣技だった。

　……彼ひ我がの圧倒的な力量差を、認めざるを得ない。

　すべての氷刃を一瞬で叩たたき切ったカミトは、〈魔王殺しの聖剣〉を地に突き立て、ルミナリスのほうを振り返った。

「あんたも、ここで引けない理由があるんだろ？」

　肩をすくめ、呪じゆ氷ひように閉じ込められた〈聖霊騎士団〉の少女達に目を移す。

「だったら、いまは騎士の誇りなんて犬にでも喰くわせとけ」

「くっ……」

　ルミナリスは唇くちびるを噛かみ、真正面からカミトを睨にらんだ。

　そして──

「……一度だけ、だ」

「ん？」

「──一度だけ、貴様と組んでやる！」

「ああ。それでいい」

　カミトは頷うなずくと、〈魔王殺しの聖剣〉に神威カムイを籠こめた。

「俺おれに続け、ルミナリス。奴やつが再生する速度よりも速く、一気に叩く」

「ふん、組むとは言ったが、貴様が私に命令するな──カゼハヤ・カミト！」

　二人は同時に、地を蹴った。

「──いくぞ、エスト！」「〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉よ、汝なんじの騎士に聖なる加か護ごを！」

　夜の闇やみを斬り裂いて奔はしる、二振りの聖剣。

　ジルニトラが咆ほう哮こうし、大地から生える呪氷の刃やいばを放射状に放った。

「それは、効きかねえよっ！」

　カミトは地を蹴けって加速、一瞬でルミナリスを抜き去り、前衛になる。

「絶剣技、三ノ型──〈影月演舞〉！」

　神速の斬光が三度閃ひらめき、氷の刃を斬り飛ばした。そのまま、吹き荒れる吹雪ふぶきの中へ踏み込み、肥ひ大だい化かした〈ジルニトラ〉の本体に肉薄する。

「汝なんじ、魔を打ち砕く聖剣よ、灰となりて滅べ──！」

　叫び、前に出たルミナリスが、氷ひよう塊かいに剣を突き込んだ。

　澄んだ音をたてて割れ砕ける氷塊。

　だが、すぐに新たな氷塊が隆りゆう起きし、穿うがった穴を塞ふさいでしまう。

「くっ──」

「半端な攻撃は無駄だ、俺とタイミングを合わせろ！」

「……っ、私に指図するなと言った！」

　ジルニトラの全身から、輝く無数の氷柱つららが生え、射出された。

　零距離での全方位型制圧攻撃。回避の術すべは無い。

（……いいさ、肉は切らせてやるよっ！）

　カミトはあえて前に踏み込んだ。エストと契けい約やくしたカミトには、肉体を頑がん健けんにする〈鋼はがねの加か護ご〉がある。それを頼んでの捨て身だった。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉！」

　鋭い氷柱つららの雨がカミト穿うがつ。

　全身からほとばしる血。が、カミトは構わずそのまま突き進む。

　神速の剣閃が氷塊を砕き、化け物の本体に蜘く蛛もの巣状のひびを入れた。

「まだまだっ──」

　剣の刃やいばを突き込んだまま、〈魔王殺しの聖剣〉に籠こめた膨大な神威カムイを暴発させる。斬撃ではなく、内部を破壊すれば、再生までの時間を稼げるはずだった。が──

『──だめです、カミト！』

（……え？）

　脳裏に響くエストの声。瞬間、全身が脱力するような感覚を覚える。

　剣を突き立てた氷塊が、突然、激しい輝きを放ちはじめた。

（……っ、俺おれの神威を、吸収しようとしているのか!?）

『……カミ……ト……！』

　カミトは即座に剣を引き抜こうとするが──

「……っ！」

　呪じゆ氷ひようは聖剣の刃を凍いてつかせ、その存在を取り込もうとしてくる。

『──カミト、私を手放してください！』

「んなこと、できるかよっ！」

　襲い来る虚きよ脱だつ感かんを意志の力で押し返し、カミトは叫んだ。

（……レスティア、お前の遺のこしてくれた力、俺に貸してくれ！）

　カミトの右手に刻まれた闇やみの刻こく印いんが、禍まが々まがしい輝きを放つ。

　眩まばゆい光輝を放つ白銀の刃が、闇の色に塗り潰されていく。

「穿うがて、すべてを滅する裁さばきの魔雷──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

〈魔王剣デモンズ・ソード〉──テルミヌス・エスト・ツヴァイ。

　闇属性の力を纏まとった聖剣が、漆しつ黒こくの雷光を放った。

　絡み付く呪氷が一瞬にして蒸発、その隙すきに剣を引き抜き、一気に離脱する。

　と、その刹せつ那な。

　巨大な魔ま氷ひようで形成された下腹部から、無数の〈氷ひよう竜りゆう〉の首が生えてきた。

〈ジルニトラ〉が吸収した、氷竜どもの遺体だ。

（……嘘うそだろ!?）

　氷竜が一斉に顎門あぎとを開き、凄すさまじい吹雪ふぶきのブレスを放射する。

　カミトは咄とつ嗟さに〈魔王剣〉を構え、盾とした。──が、神威を吸収された直後だ。吹雪を溶かすだけの力を発はつ揮きすることができない。

　猛吹雪に見舞われ、全身が凍りつく、その寸前──

「──守護の〈聖盾〉よ！」

　ルミナリスの唱えた防護魔術が、吹雪ふぶきを吹き散らした。

「……悪い、助かった」

　地面に膝をつき、息を荒げるカミト。

　氷の刃やいばに切り刻まれた制服が、血の色で赤く染まっていく。

「どうやら、近接武器での攻撃は、無駄なようだな」

　ルミナリスがうめく。

「だが、遠距離で焼き尽くすには、火力が足りない──」

　そう、圧倒的な力で一気に滅ぼさなければ、〈氷ひよう華かの森〉と融合したジルニトラは、無限に再生してしまう。

　しかし、あれほどの巨大質量を一撃で滅ぼすほどの攻撃となると──

（……ルビア・エルステインの〈レーヴァティン〉があれば、ってとこだな）

『──カミト、聞いてください』

「……エスト？」

　と、手にした〈魔王剣〉にカミトは目を落とした。

『どこかに、あの精霊兵器を維持するための核があるはずです』

「……核？」

『はい、周囲に存在する神威カムイを無限に吸収する化け物。そんなものは、すぐに自己崩壊ををはじめてしまう。しかし、あれはまだ、物質としての存在を保っています──』

「……なるほど。どこかに、存在を維持するための核があるってことか」

　そのカミトの呟つぶやきに、ルミナリスが反応した。

「──核、か。なるほど、心当たりがある」

「……心当たり、本当か？」

「ああ。エルフィム種族の集落にいた、人間の姫ひめ巫み女こだ。私は奴やつが〈ジルニトラ〉と融合するところを、この目で見た。おそらくは、あの少女が──」

「人間の姫巫女……」

　カミトはハッとした。

　……たしか、あのエルフィム種族の少女も言っていた。

〈氷華の女王〉は〈ジルニトラ〉と融合した、と。

　人間が精霊と融合するなど、あの時は、まだ半信半疑だったが──

「その核をなんとかすれば、あの化け物を止められるんだな──」

　カミトは闇やみの中に蠢うごめく化け物に目を移した。

　ズ……ズズズ……ズズズ……！

　カミトとルミナリス、二人の穿うがった破壊痕は、すでに再生しつつある。全身に氷ひよう竜りゆうの首を生やしたその巨きよ躯くは、いまなおゆっくりと大地を呑のみ込んでいた。このまま森を丸ごと呑み込めば、いずれ軍隊でも止められない存在になるだろう。

「……賭けて、みるか」

　闇やみの瘴しよう気きを放つ〈魔王剣デモンズ・ソード〉を構え、カミトは言った。

「ルミナリス、俺おれが合図を出す。そこであんたの最強の技を放て」

「だから、私に指図──」

「──頼む。たぶん、この技を使えるのは、あと一度だ」

「……」

　真剣なカミトの声に、ルミナリスは口をつぐんだ。

「……わかった。タイミングは貴様に任せる」

「ああ、頼りにさせてもらう──」

　カミトは〈魔王剣〉を手に、吹き荒れるブリザードの中へ飛び込んだ。

「おおおおおおおおおおおおおっ！」

　地を蹴けって、一気に踏み込むと──

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉！」

　神速の一撃が、氷ひよう塊かいに大きな亀裂を穿うがつ。

「──ルミナリス、頼む！」

「ああ──」

　カミトの叫びに応え、ルミナリスが剣を振りかぶった。

「古いにしえより在りし、聖国の守護者──汝なんじ、護ご国こくの聖剣〈ミュルグレス〉よ！」

　ほとばしる聖炎が吹雪ふぶきを吹き散らし、カミトの穿った亀裂を貫つらぬく。

　呪じゆ氷ひようが再生するより先に、燃え盛る聖炎が〈ジルニトラ〉の体内で荒れ狂った。

（……さすが！）

　内心で彼女に賛辞を送り、カミトは躊躇ためらわず、荒れ狂う聖炎の中へ突き進んだ。

　──賭け、ではあった。もし読みが外れていれば、カミトの身体からだは焼き尽くされ、灰になっていただろう。しかし──

（ルミナリスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエは純粋な聖属性。だとすれば──）

　治ち癒ゆ魔術と同じだ。〈闇の精霊王〉の力を継ぐ〈魔王〉の肉体は、それを弾はじく。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　漆しつ黒こくの〈魔王剣デモンズ・ソード〉に闇の雷火を纏まとわせ、カミトは炎の中を突き進んだ。

　肌に感じる圧倒的な熱量。

　──が、聖なる炎がカミトに触れることはない。

　そして、炎を斬り裂いたその先に──それは、あった。

（……あれか！）

　荒れ狂う聖炎さえ寄せ付けぬ、最後の氷ひよう壁へきが。

　その氷壁の奥に、この〈ジルニトラ〉を維持する核が存在する。

　カミトは咆ほえ、地を蹴けって更に加速した。

　そして──

　最後の絶剣技を放つ。

「絶剣技、破ノ型──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連・雷火！」

　縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしる雷火と剣閃が、聳そびえ立つ氷壁を一気に破は砕さいする。

　十二、十三、十四──斬ざん閃せんが閃ひらめくたび、氷壁がごっそりと抉えぐれ、消滅する。

　再生する時間など与えない。神速の連続斬撃を振るった、その先に──

（……あれは!?）

　閉ざされた呪じゆ氷ひようの壁の奥に、カミトはその姿を発見した。

　姫ひめ巫み女この服を纏った、人間の少女の姿を。

（……まさか、あれが、氷ひよう華かの女王だと!?）

　その少女の姿を間近で見た瞬間、カミトは戦せん慄りつした。

　その少女の顔を、カミトは見たことがあった。

　そう、〈水霊祭さい殿でん〉でリンスレットが見せてくれた、精霊鉱こう石せきの中に。

（……ユーディア・ローレンフロスト!?）

　──と、その時だった。

　呪氷に閉ざされた、その少女が、ゆっくりと目を開いた。

　リンスレットと同じ、翡翠色エメラルドの瞳ひとみを。

　ザ、ザザザ、ザ──ザザザザ、ザ、ザザ、ザ──

　その可か憐れんな唇くちびるが、微かすかに震え──

（……っ！）

　次の瞬間、カミトの身体からだは、黒い呪氷に呑のみ込まれた。





　　　　◇






「……そんな!?　では、あの〈ジルニトラ〉と融合したのは──」

　イセリアの告白に、リンスレットの顔が蒼そう白はくになった。

　四年前、あの運命の日に起きた出来事。

　その残ざん酷こくな真実に、彼女は打ちのめされた。

「嘘うそ、ですわ……イセリア様……そんなこと、嘘だと仰おつしやってください……！」

『……ごめんなさい、リンスレット。すべては、過去の私の罪よ』

「イセリア様……」

　フェンリルの背に跨またがったまま、彼女は愕がく然ぜんとしていた。

（……どうして……どうして、わたくしではなく、あの娘こが……）

　フェンリルが倒木を飛び越え、吹雪ふぶきの吹き荒れる不毛の大地に降り立つ。

　枯れた森の中心部には、もはや原形を失いつつある〈ジルニトラ〉の姿があった。

　──と、その時。放心状態だったリンスレットが、目を見開いた。

「──カミトさん!?」

　カミトが、ジルニトラに穿うがたれた亀裂の中に、身を投げ出すのが見えたのだ。

　穿たれた亀裂はすぐに再生し、カミトを閉じ込めようとしている。

（……ショックを受けている場合では、ありませんわ！）

　あの中にいるのが、本当に、イセリアが話した通りの存在なのだとすれば──

「──フェンリル、急いで！」

　リンスレットが命じると、フェンリルは大きく跳躍した。

　咆ほう哮こうで吹雪ふぶきを吹き散らし、塞ふさがりつつある亀裂の中に飛び込む。

　亀裂の中では、激しい炎が吹き荒れていた。

　フェンリルに跨がったまま、リンスレットは精霊魔術を唱えた。

「冬とう寂じやくを司つかさどる氷の王、汝なんじ、その加か護ごを我に与えよ──〈氷絶結界フイールド・オブ・コールド〉！」

　間一髪、フェンリルの周囲に展開した冷気の防壁が彼女を防御する。

　本来、精霊魔術程度で防げる炎ではないが、ジルニトラの体内でほとんど威力を失っていたことが幸いした。

「──カミトさん、どこですの!?」

　眼前に聳そびえ立つ呪じゆ氷ひようの壁。それを──

「太古の氷よ、我が敵を打ち砕け──〈破氷の大槍アイシクル・スピア〉！」

　虚こ空くうに生みだした巨大な槍やりが貫つらぬき、一撃で破壊した。

　砕け散った氷ひよう壁へき、その奥に──

「──カミトさん！」

　黒い呪氷に囚とらわれた、カミトの姿があった。

「……っ、リンス……レット……？」

　上半身まで呪氷に覆おおわれたカミトが、かすかに唇くちびるを震わせる。

　フェンリルの背から飛び降りたリンスレットは、カミトに駆け寄った。

「……カミトさん、いま助けますわ！」

「……リン……スレット……だめ、だ……早く、逃げろ……」

　喘あえぐようなカミトの声に、しかし、リンスレットはきっぱりと首を振った。

「わたくしは、誇りあるローレンフロストの貴族、絶対に見捨てませんわ！」

　リンスレットは一歩離れると、精霊魔術を唱えた。

「太古の氷よ、我が敵を打ち砕け──〈破氷の大槍アイシクル・スピア〉！」

　虚こ空くうから生み出した氷の槍やりが、カミトを蝕むしばむ黒い呪氷を穿うがつ。

　氷に閉ざされた魔宮の中で、澄んだ音が響いた。

　──だが、それだけだ。

　カミトを覆う呪氷には、小さな亀裂さえ入らない。

「……っ、どうしてですの!?」

『あの呪氷は、カゼハヤ・カミトの膨大な神威カムイを吸収しているわ。その程度の精霊魔術では、傷ひとつつけることも──』

　頭の中に響くイセリアの声。

「そんな……」

　黒い呪じゆ氷ひようはリンスレットの魔術をも吸収し、その進行速度を速めていく。

「……ぐっ、あ、ああっ……！」

　呪氷に喉のどを締め上げられたカミトが、苦く悶もんの声を上げる。

「カミトさん……カミトさんっ……！」

　反射的に、リンスレットは首をかき抱いた。

　這はい寄よる呪氷から、カミトの顔を守るように。

　しかし、その行為もまた無駄だった。

　呪氷は無慈悲にも彼女の腕を凍らせていく。

「……っ、リンス……レット……離……して、くれ……」

「……いや……嫌……ですわ！」

　リンスレットは、だだをこねるように首を振った。

　普段、彼女が見せている優ゆう雅がさをかなぐり捨て、泣き腫らした顔で叫ぶ。

「だって──だって、あなたがいなくなったら、クレアが悲しみますわ！」

「……！」

「騎士団長も、王女殿下も、剣精霊さんも……それに、わ、わたくしも……」

　リンスレットは、両腕でかき抱いたカミトの顔を見つめた。

　息がかかるほどの距離。こんな状況にもかかわらず、頬ほおが赤くなる。

「リンスレット……」

「……ですから……わたくし、絶対に……諦めませんわ！」

　そんなリンスレットの言葉に──

「……ああ……そう、だな……！」

　意識が朦もう朧ろうとした様子で、それでも、カミトはこくりと頷うなずいてくれた。

（……なにか、まだなにか、方法があるはずですわ……）

　全身を悪寒が包み込む。足もとへ這はい寄よった呪氷が、神威カムイを吸収しているのだ。

「……くっ……う……」

　カミトが瞼まぶたが、目の前でゆっくりと閉じていく。

「──カミトさん！」

　叫ぶ。が、カミトは目を覚まさない。

　……完全に意識を失ったようだ。

（……っ、この呪氷を、砕くことができれば！）

　リンスレットは神威を錬り、もう一度、精霊魔術を放とうとする。

　──その時、二人を閉じ込めつつある呪氷の中で、何かが光を放った。

（……剣精霊さん？）

　カミトの手にした聖剣の刃やいばだ。

　そう、全身を呪氷に覆おおわれながら、カミトはまだ〈魔王殺しの聖剣〉を手放していなかった。神威カムイを奪い尽くされ、半ば意識を失ったこの状態で、なお精霊魔装エレメンタルヴアツフエの姿を解くことなく維持している。

　それは、カミトの最後の抵抗の意志だった。

　彼は知っているのだ。この〈魔王殺しの聖剣〉こそが唯一、この呪じゆ氷ひようを破壊できる可能性があるということを──

（……十分な神威があれば、剣精霊さんに力を籠こめられますわ！）

　そして、その唯一の方法は──

　リンスレットは決意を固め、頷いた。

「カミトさん……わたくし、カミトさんのことが好き、ですわ──」

　両手の指先がカミトの頬ほおに触れる。

　そして──

「こ、この貴族の、わたくしが告白したのですわ。返事を聞くまでは、死ぬことなんて、許しませんわよ……！」

　意識を失ったカミトに、そっと唇くちびるを重ねた。

　呼こ気きと共に、カミトの中に練ねり上げた神威を送り込む。

　意識を失ったはずのカミトの喉のどが、コクリと動いた。

「……っ……あ、く……」

「わたくしの神威、すべてカミトさんに捧ささげますわ──」

　リンスレットはカミトの首を抱きしめ、さらに強く唇を重ねる。

〈魔王殺しの聖剣〉が輝きを増し、その光が呪氷の中で乱反射する。

　呪氷に大きく亀裂が入り、その隙すき間まから、白銀に輝く聖剣の刃やいばが姿を現す。

「……お、おおおおおおおおおっ！」

　カミトの雄叫おたけびが〈ジルニトラ〉の胎たい内ないに響いた、その瞬間。

　二人を閉じ込める呪氷の牢ろう獄ごくは、粉々に砕け散った。
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　煌きらめき、舞い散る呪氷の残ざん滓し。

　その中心で、カミトはリンスレットを抱きかかえ、立っていた。

「……カミト、さん……！」

　リンスレットの蕾つぼみのような唇くちびるが可か憐れんにほころぶ。

　カミトは、そばにいたフェンリルの背中に、そっと彼女を下ろした。

「──ありがとな、リンスレット」

　力を使い果たした彼女の頭に、優しく手をのせる。

　いま、カミトの中を、膨大な神威が荒れ狂っていた。

　リンスレットが、全身全霊を籠こめて与えてくれた神威だ。手にした〈魔王殺しの聖剣〉の輝きは、〈ジルニトラ〉の胎たい内ないをくまなく照らしだしている。

　その光が、闇やみを孕はらんだ呪じゆ氷ひようの最さい奥おうにいるものの姿を暴き出した。

〈氷ひよう華かの女王〉──ユーディア・ローレンフロストの姿を。

　ザ、ザザザ、ザ、ザザザザザザ、ザザザ、ザザ──

　彼女の唇は、あの奇妙なノイズを紡ぎ続け、カミトの周囲に呪氷を生成する。

　しかし、無駄だった。カミトの手にした〈魔王殺しの聖剣〉は、神威カムイを籠こめ続けている限り、呪氷を寄せつけることはない。

「ユーディア……」

　リンスレットは痛ましい表情で、呪氷の中にいる彼女を見つめた。

　だが、ユーディアの虚うつろな瞳ひとみは彼女の姿を映していない。

「……どういうことだ？　彼女は一体──」

　呪氷の奥にいる少女を睨にらんだまま、カミトは背後のリンスレットに問い掛けた。

　リンスレットはしばし、躊躇ためらうように口をつぐみ──

「──あれは、〈精霊王〉を侵蝕しているのと同じ、〈異界の闇〉ですわ」

　苦しさを吐き出すように、そう言った。

「……〈異界の闇〉が、彼女に？」

「ええ。イセリア様が教えてくれましたの──あの日の真実を」

　リンスレットはこくりと頷うなずくと、そっと目を伏せて、話しはじめた。

　──四年前、〈水霊大祭〉の日。

〈異界の闇〉に蝕むしばまれた〈水の精霊王〉の狂気は、すでに臨りん界かいに達していた。あのまま汚お染せんが続いていれば、いずれディルスの街を滅ぼした〈火の精霊王〉と同じ道をたどったであろうことは想像に難くない。

　だが、実のところ、事態は〈火の精霊王〉よりも更に深刻だった。

〈水の精霊王〉を蝕む〈異界の闇〉は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉だけでなく、物理的に断絶しているはずの〈人間界〉をも侵蝕しようとしていたのだ。

「……その闇に、偶然触れてしまったのが、ユーディアだったのですわ」

　リンスレットは、呪氷の奥にいる少女の姿を見つめ、強く唇くちびるを噛かんだ。

「あの日、例年通りにわたくしが儀式をしていれば──」

〈異界の闇〉は、人間界の姫ひめ巫み女こが〈水の精霊王〉にコンタクトを取ろうとしたのを察知、その闇の一部を、儀式を通じて彼女の中に潜り込ませた。

　あるいは、ユーディアが優秀な姫巫女であったことも悲劇の一因だったのだろう。彼女は〈異界の闇〉の狂気に蝕まれ、人間界に闇の本体を招来しようとした──

「……そうか」

　そこまで聞いて、カミトはハッと気付く。

「イセリアはそれを阻そ止しするために──」

「……ええ」

　リンスレットはこくっと頷いた。

「あの日、最後に残った〈水の精霊王〉の理性は、最悪の事態を防ぐために、彼女を──ユーディアを〈異界の闇やみ〉ごと呪じゆ氷ひようの中に封じ込めたのですわ」

　──それが、イセリアが〈水の精霊王〉の中からすくいだした真実の記憶だった。

「だが、アレは再び目覚めてしまった──」

　おそらく、カミト達たちが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で精霊王を解放した、あの瞬間。〈異界の闇〉が活性化したのに呼応して、呪氷に封じられた闇もまた、力を取り戻したのだ。

　そして、呪氷を破壊した闇は、ユーディアを操り、自律して活動をはじめた。

　森に棲すむエルフィム種族を精神的な支配下に置き、強大な精霊〈ジルニトラ〉を復活させるための準備をはじめたのだ。

　より強力な個体と融合し、闇の本体を人間界へ降ろすための、依より代しろとするために。

「……彼女を、救い出すことはできるのか？」

　カミトは、いまだノイズを紡ぎ続けるユーディアを見つめたまま、訊きいた。

　リンスレットは精霊魔装エレメンタルヴアツフエの弓をつがえ、カミトの横に並ぶ。

「──きっと、できますわ。〈火の精霊王〉を解放したカミトさんなら」

　カミトは無言で頷うなずくと、〈魔王殺しの聖剣〉を構えた。

　荒れ狂う神威カムイを一点に集中し、剣の刃やいばに籠こめる。

「凍いてつくよ氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが、自身の神威を使い切った最後の一撃を放った。

　妹を救う──その一心で放たれた矢弾は、呪氷の壁を穿ち、小さな亀裂を生み出した。

　その亀裂めがけて、カミトは鋭く剣尖を突き込み──

「──戻ってこい。お前のお姉さんが待ってるぞ」

　白銀に輝く聖剣の刃が、〈氷ひよう華かの女王〉の胸を貫つらぬいた。
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　夜明け前。空は薄暗く、雪に覆おおわれた大地は静寂に満ちていた。

〈氷華の女王〉という核を失ったジルニトラは、肥ひ大だい化かした存在を維持できずに崩壊、本来、人間界で滅びた精霊は消滅して元素精霊界に戻るのだが、物質と融合したジルニトラは、精霊としての性質を失い、大地にその巨大な骸むくろを晒さらすことになった。

　二人は昏こん睡すい状態のユーディアを連れ、一度、ウィンターガルフ城に戻った。

　氷ひよう竜りゆうの群れに襲われた城の城壁は、無残に破壊されていたが、城じよう郭かくはほぼ無傷で、兵士の中にも死者は出ていないとのことだった。

　城の人間の混乱を避けるため、リンスレットは、ひとまずユーディアを私室に置くことにした。すやすやと眠るユーディアの容姿はとても幼く、まるで、四年前の〈水霊大祭〉の日から、時が止まったかのようだった。

　突然のユーディアの帰き還かんに、最初、ミレーユは驚きを隠せない様子だったが、すぐに持ち前の明るさを発はつ揮きして、ミラと一緒にユーディアの看護を申し出てくれた。

　そして、ひと通りの仕事を終えたリンスレットは──

　ひとり、御祓みそぎ場ばに湯を浴びにいくのだった。

「……ふう、いろいろなことがありすぎて、疲れてしまいましたわ」

　熱い湯に肩まで浸つかり、リンスレットはホッと息をついた。

　ウィンターガルフ城の防衛、それに神威カムイのほとんどをカミトに与えてしまったため、肉体には極度の疲労が溜たまっている。

　倒れてしまわないためにも、早急に神威を回復する必要があった。

　……これから、もっと忙しくなるのだ。ユーディアのことだけではない。傷付いた兵士を治ち療りようするための治ち癒ゆ師の手配、半はん壊かいした城壁の修しゆう復ふく、それに──

（……森を失ったあの子たちのことも、考えないとですわ）

　リンスレットは、集落を滅ぼされたエルフィム種族の子供たちを城で保護し、手当を受けさせることにした。

　エルフィム種族の集落は、本来、帝国の法のおよばぬ地域だが、〈氷ひよう華かの森〉に棲すむ者は等しくローレンフロストの領民だ。必要な保護を与えるのが貴族の務つとめだった。

（……お父様たちが戻られるまでは、わたくしがしっかり城じよう代だいを務めませんと）

　お湯の中で考えごとをしているうちに、身体からだが熱く火ほ照てってきた。

「……ふぁんっ……ま、また……ですわ……！」

　リンスレットは熱い吐と息いきを漏らし、湯の中に顔を沈めた。

　心臓が激しく脈打ち、失ったはずの神威が身体の中を駆けめぐるのを感じる。

　……原因を考えるまでもない。カミトと交わした、あのキスのせいだ。

（……一体、この力はなんですの？）

　濡ぬれた唇くちびるにそっと指を這はわせ、リンスレットは呟つぶやいた。
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　──カミトは城のテラスで一人、夜明けの空を眺めていた。

　キリア山脈から昇る曙しよ光こうが、眼下に横たわる〈氷華の森〉に光をあてていく。

　森の深しん奥おうに横たわる、巨大な〈ジルニトラ〉の骸むくろを見下ろしながら、

（……レスティア、どこへ行っちまったんだ？）

　カミトは白い息を吐いた。

　彼女は森の中へ逃げた──と、あのエルフィム種族の姫ひめ巫み女こはそう言った。

　なら、まだ森の中にいる可能性はある。

　夜が明ければ、ふたたび彼女の捜索に向かうつもりだった。

（……聖国の騎士団を逃がしたのは、痛かったな）

　騎士団長のナタリアが〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉の救出に向かったとき、ルミナリスたち〈聖霊騎士団〉は、すでに全員姿を消していたという。可能なら、ルミナリスを捕らえて情報を聞き出したいところではあった。もっとも、ルミナリスを含めた全員が満まん身しん創そう痍いの状態だったはずなので、彼女達たちがレスティアの追跡を続けることは無理だろう。

「カミトさん──」

　と、背後で遠えん慮りよがちな声がした。

　振り向くと、テラスの入り口で、湯上がり姿のリンスレットが立っていた。

　御祓みそぎの儀式装しよう束ぞくの上に、バスローブを羽は織おった格かつ好こうだ。

　肌が赤く、ほんのりと上気している。

　そんなお嬢じよう様さまの色気っぽい姿に、カミトは思わずドキッとした。

「リンスレット……」

　彼女は歩いてくると、カミトの隣の手て摺すりによりかかった。

「その、ユーディアのこと、感謝します。カミトさんのおかげですわ」

「いや、俺おれのほうこそ、あのときリンスレットが来てくれなかったら……」

「……どうしましたの？」

「い、いや……」

　カミトは、バスローブから覗のぞく胸の谷間から目を逸そらした。

　昇りつつある太陽が、彼女のプラチナブロンドの髪を美しく照らす。

「あ、あの……」

　リンスレットは、もじもじと恥ずかしそうに切り出した。

「その、あ、あのときのことですけれど……」

「……あのとき？」

「え、ええ……で、ですから、あのときですわ！」

　ますます顔を赤くして、唇くちびるを尖とがらせる彼女。

「あ、ああ……」

　そこでようやく、カミトは気付く。

　……彼女が、カミトに神威カムイを与えるため、キスをしたときのことだ。

「……あ、あのときは、その……助かった」

　リンスレットは唇を尖らせたまま──ふっ、とカミトに肩を預けてきた。

「あのときの、わたくしの言葉は、その……本心、ですのよ？」

　透き通った翡翠色エメラルドの瞳ひとみが、カミトを不安そうに見つめる。

　カミトは──

「……言葉？」

「……え？　ええ……」

　きょとん、とするカミトに、戸惑った様子のリンスレット。

「……えっと、その……ひょっとして、聞いていませんでしたの？」

「す、すまん……あのときは、意識がほとんど朦もう朧ろうとした状態で……」

　……カミトは素直に謝った。たしかに、口づけを交わす直前、リンスレットがなにか囁ささやいたような気がしたのだが──

「……～っ、なっ、ななな、な……！」

　ワナワナと震えるリンスレット。

　ビョオオオオオオ……と、キリア山脈のような吹雪ふぶきが吹きつける。

「わ、悪い……も、もう一度言ってくれ……」

「……～っ、も、もういいですわ！」

　怒ったようにそっぽを向くリンスレット。

「……わ、わたくし、覚悟を決めた、ほ、本気のキス……でしたのに……」

「……っ！」

　──カミトが動どう揺ようした、その時だ。

「……キ、キキ、キス……ですって？」

「おのれ……君はまた、破は廉れん恥ちなことをしていたのだなっ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　今度は、周囲の気温が急に上昇する。

（……って、この声は!?）

「……ク、クレア！　それに、騎士団長も!?」

　リンスレットがあわてて叫ぶ。

「ま、待て……な、なんで二人がここに!?」

「あ、あんたが二人で旅行に出かけたって聞いて──」

「君を追いかけてきたのだ！」

　二人は怒りのオーラを纏まとったまま、カミトに迫った。

「……そ、それより、キキ、キスって、どういうこと？」

「うむ、聞き捨てならないな！」

「ち、違うぞ……その、あれは、お前達たちが思ってるようなのじゃ──」

「……カ、カミトさん、それはどういうことですのっ！」

　なぜか、事情を知っているはずのリンスレットまで頬ほおを膨ふくらませる。

　──と、その時だった。

　カミトの視線が、ふと、テラスの入り口に吸い寄せられる。

　──そこに、一人の少女が立っていた。

　美しい闇やみ色の髪に、黄昏たそがれ色の瞳ひとみの少女が。

「……レス……ティア──？」






あとがき









　……わたくし、カミトさんのことが好き、ですわ──。




　どうも志し瑞みずです。お手にとってくださって本当にありがとうございます。大変お待たせいたしました。『精霊使いの剣舞』第一三弾『氷ひよう華かの女王』をお届けいたします！

〈精霊大祭〉を狙った学院襲しゆう撃げき事件から一週間。記憶を取り戻したカミトのもとにある情報がもたらされる。それは、帝国辺へん境きようの森にレスティアらしき少女が現れた、というものだった。その真偽を確かめるため、カミトはリンスレットの故こ郷きようローレンフロストへ向かうことになるが──！

　というわけで、今回は完璧お嬢じよう様さまのリンスレットさんが大活躍です。思えば四巻で表紙になったのにメイン回じゃなかった不ふ憫びんな娘こ……。今回、ようやくリベンジが果たせました。リンスレットさんは大好きなキャラなので、書いていてとても楽しかったです！

　謝辞です。今回も最高に可愛かわいい挿絵を描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。動物が表紙に描かれるのはライトノベルでは珍しいですよね。

　担当編集の洲す川かわ様、いつも迷惑をおかけしてすみません。本当に感謝感謝です。

　氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生、いつも最高のコミカライズ作品をどうもありがとうございます。迫力のバトルシーンが毎号楽しみでなりません。エストが表紙のコミックス三巻は大好評発売中なので、みなさんもぜひぜひ読んでみてください、超オススメです！

　最後に、最大の感謝を読者の皆様に。皆様の応援のおかげで、原作は一三巻、そしてアニメ化までしていただくことができました。本当に本当にありがとうございます！

　告知です。平ひら坂さか読よみ先生×さがら総そう先生×硯すずり先生×志瑞祐ゆうでお送りするグランクレストのＴＲＰＧリプレイ『ニートな君主ロードの竜退治』が富士見ドラゴンブック様より絶賛発売中です。とても楽しい（※ヒドイ）リプレイなので、興味のある方はぜひ。本作品でお馴な染じみのあの精霊も登場しますよ！

　そしてそして、いよいよ七月に差し迫ったアニメの情報ですが──

　映像、脚本、キャスト含め、最高のスタッフさんに恵まれました。制作は『ハイスクールＤ×Ｄ』そしてこの春放送の『健全ロボダイミダラー』のティー・エヌ・ケー様。監督は両作品の指揮を執とられた柳やなぎ沢さわテツヤ監督です。最強の布ふ陣じんで挑むこの作品、どうぞご期待ください！

　──そんなわけで、次回は〈精霊戦争編〉が本格的に始動します。第一四弾『帝てい都と動どう乱らん』でお会いしましょう！





二〇一四年　三月　志瑞祐
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精霊使いの剣舞ブレイドダンス13




氷華の女王








志瑞祐





ＭＦ文庫Ｊ





2014年4月30日　発行





©Yu Shimizu 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『精霊使いの剣舞13　氷華の女王』

2014年4月30日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















cover1.jpeg
X
23
D
g
1V






nav.xhtml

    
  
    		Contents


    		プロローグ


    		第一章 目覚めた少女


    		第二章 魔王の遺産


    		第三章 新生・煉獄の使徒


    		第四章 フロスト・タウン


    		第五章 キリア山脈の魔物


    		第六章 ウィンターガルフ城


    		第七章 覇氷のジルニトラ


    		第八章 氷華の女王


    		エピローグ


    		奥付


  




  
    		Cover


  




images/00020.jpeg
(¥2) 8 [BBRON-NEIU=-52 5 - PO-TT
D311 EI3DHT I IBORKEREBRIEY AL
2 EREIT UL AERITURRERLE. TN
ERROBMEAY (XD=ITIINEATT R, E
TETIRTES

BEBMFXBUSA R/ SUTARER, GOHR
WhIAF S [RSTRIEE. KA KA | YU—X,
BUBALD 725V [EEOMG] YU—X L.
SR AIMICDEDT=T 15— LTREE
(R

AREEERNDY—LBER. (5ARU—5—.
FEESIC (2 <5y v ). [Suhy Wish)
TLOVELY GUEST] (HOOKSOFT) &8¢,
HEBCLBRERCL, BE.
7]

it /fpettecerisier moolp/

AT Wthh, WTERRATAIIITION)

MBEVORMIS KWosE

FRFHEOBAME £ SRURRED 5—BI. UAF ( FERSRNS N3k
BOECHH. MONCEONEIR MoFLRROLANEBSTUR. B T
ABAZ M REDRLAA T B, [

TLBHBLNBUD) &. LAF « POEF. EOOTHEIMERIMET. UVZ
Uy hOREBO—UYIOR ROBABNSAS k. UL, ZOMCASBRNS
DIFU PURICRERNSARBI 1z, —7. HICRNEUAT « PO,
WEFUARNSHRRILF P EBORLEAETUT . FROTUXY SN -

7> !






images/00021.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





images/00017.jpeg
SR
STaE SR WS R





images/00016.jpeg
=2 MRS =2\ ™ =





images/00019.jpeg
$

BIDELT, FEEBAURDTIHIBARATY |
UZZLy hEA LUSRALY REARL |1
FEE TR TETEELLTT - |

REHS—TRH—Lv SSIOBMREERE < DRITT |
BOTEEICHIMNND > TLE> TERSEE SIBLOMIEACIE
K BMFLELE;

THRABL BN SEN DB~ |

USZLw hEANT S BABRLTINTIT SNLLSTUR |
REEHUHENIDRITRDET -,

WBABT ENEED TOFETATND SEREDFTOT
EBUBOILET L

FNTESFRET~ |

N i\
wh@qgk&
s kL \ |
Pt /
27 \,\\_\'\LtLA 5 |

ﬁ\m\mﬁ‘—“{ o [ K ‘ \






images/00018.jpeg
TSR R,
N T — ™





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg
P E=E
T NI - ™™™





images/00013.jpeg
N R e S S R





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
EEREE
A DV A — R 2 \sS





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg
lllustration

BIEANA

- £





images/00004.jpeg
ps e
q// =N\ —™





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg
S T
= OEs WSS T





images/00005.jpeg
RS ST -
S WS RS\





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg
EENSON SN - -GS N -





